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平成２９年５月１５日

　ア
ッ
と
い
う
間
に
Ｇ
Ｗ
も
終
わ
り
、
慌
た
だ
し

い
毎
日
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
Ｇ
Ｗ

を
満
喫
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　さ
て
、
５
月
も
半
ば
を
迎
え
、「
米
ど
こ
ろ
」

川
西
町
で
は
田
植
え
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
秋
の
収
穫
に
向
け

た
一
番
大
切
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
思
え
ば
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
川
西
の
お
い
し
い
お
米
を
食
べ

て
い
る
わ
た
し
は
、
旅
行
先
や
出
張
先
で
お
米
を

食
べ
る
と
、
必
ず
川
西
の
お
米
が
食
べ
た
く
な
り

ま
す
。「
い
つ
も
食
べ
る
お
米
が
お
い
し
い
。」
こ

の
町
の
素
敵
な
魅
力
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　大

　
　編

　後
　集

　記
　今月の表紙は成人式。今年成人を迎えたのは、川
西中学校の第 1期卒業生のみなさん。今年の新成
人から、川西中の新たな伝統が作られています。
※写真は川西中学校開校式（H22.4.9 撮影）

　わたしは、去年初めてひろすけ童話感想文に応募しました。きっかけは、読み聞かせにいらした「漆原先生」が、
浜田広介さんが書いた童話の感想文を書くことを勧めてくださったからです。
　浜田広介さんの童話といわれて、わたしは「りゅうの目のなみだ」が読みたいと思いました。小さいころ読ん
だときは「かわいそう」という感想しかありませんでした。3年生になって読んでみると、村人と自分の気持ち
を比べて読むことができました。そんな思いを作文に込め、精一杯書きました。そして「山形県教育委員会教育
長賞」をもらうことができました。このような賞をいただき、とてもうれしかったです。
　これからもたくさん本を読み、たくさんの事を知っていきたいと思います。

大塚小学校４年生　保科　瑞
みずき
希　さん（西大塚）

未来に向かって　～第１４回～

第２７回ひろすけ童話感想文　山形県教育委員会教育長賞受賞

これからもたくさん本を読み、
　たくさんの事を知っていきたい！

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

未来に向かって、大きくジャンプ！
～平成29年度川西町成人式～

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

平成29年平成29年

５５
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５月の町税等 川西町の人口

15,703 人　（－ 24）
男　　　7,677 人（－ 8）
女　　　8,026 人（－ 16）
世帯数　5,138 世帯 ( ＋ 5)

※４月末日現在の住民基本台帳人口

●固定資産税・都市計画税（１期）
●上下水道使用（４月概算分）
口座振替日　５月２９日㊊
納付期限　　５月３１日㊌

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

「わが家のおぼご」を掲載しませんか？（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。（町内在住で３歳までのお子さん限定）
▶６月号募集期間：５月１５日㈪～ 5 月３１日㈬
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

◆町公式フェイスブックをチェック！◆
町の出来事やイベント情報など、新鮮な情報が写真とともにあなた
のお手元に届きます。まずは「いいね」を押して情報をチェック！

【おめでとう そして ありがとう】
は、４月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
　氏名は、申込書のとおり掲載し
ていますので、戸籍や住民基本台
帳の表記と異なる場合があります。

…４月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

坂田恵美子 ５９ 尾長島

大友　チヨ ８９ 尾長島

藤倉　昭英 ７９ 黒　川

小形伊勢松 ９６ 洲　島

金子　昭作 ８５ 西大塚

井上まさゑ ９４ 下小松

高橋源太郎 ８４ 高　山

新郎　　　　　　　新婦 大字

勝見　　渡 ♥ 遠藤　香菜 東大塚
中川　秀人 ♥ 佐藤　桃菜 玉　庭
生井　智憲 ♥ 中村やよい 西大塚
山口　雄大 ♥ 小松　沙織 西大塚

氏名 性別 保護者 大字

髙橋　二
に こ

瑚 女 俊之 ・ 美香 上小松

舩山　陽
ひ よ り

依 女 陽平 ・ 若菜 下小松

大木　愛
あ い か

華 女 拓也 ・ 麗菜 上小松

多田　雅
ま さ き

希 男 良 ・奈緒美中小松

嵐田　絆
き し ん

心 男 卓偉 ・ 綾美 堀　金

齋藤　光
ひ な

菜 女 雄樹 ・ 綾子 堀　金

大坂屋椿
つ ば き

己 男 健彦 ・ 祥子 朴　沢

須貝　光
こうすけ

裕 男 裕樹 ・ 朋恵 朴　沢

佐藤向
ひ ま り

日葵 女 優次 ・ 友美 時　田

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ９名

ご結婚おめでとう　４組

ご冥福を祈ります

毎
月
掲
載
募
集
中
！

大
河
原
　美み

わ和
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
　
　
　
　
　

は
け
ご
さ
げ
て
、
あ
た
し
も
農
作
業
す
け
っ
こ
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（大
河
原
飛
鳥
：
高
山
）

阿
部
　天は

る
と翔

く
ん （
３
カ
月
）

わ
が
家
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
。
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
！
　
　（阿
部
　裕
太
　優
香
：
中
小
松
）
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特集：「メディカルタウン」形成に向けて
～公立置賜総合病院周辺整備計画を策定～

計
画
策
定
に
向
け
た
動
き

　公
立
置
賜
総
合
病
院
は
、
平
成
12
年
11
月

１
日
に
開
院
、
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
行

い
、
同
年
11
月
６
日
か
ら
外
来
診
療
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　町
内
に
大
規
模
な
病
院
が
整
備
さ
れ
た
も

の
の
、
周
囲
の
宅
地
化
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
状
況
が
あ
り
、
町
で
は
町
国
土
利
用
計
画

の
見
直
し
や
都
市
計
画
区
域
の
変
更
、
病
院

外
来
者
・
職
員
や
近
隣
住
民
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

病
院
周
辺
の
土
地
利
用
に
関
す
る
可
能
性
を

探
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
に

は
公
立
置
賜
総
合
病
院
か
ら
町
に
対
し
「
病

院
周
辺
の
環
境
整
備
と
大
型
小
売
店
誘
致
」

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
町
で
は
重
要
度
を

さ
ら
に
上
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
に
、
人
口
流
出
抑
制
、
流
入

促
進
・
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
標
と
し

た
「
川
西
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
、
病
院
周
辺
土
地
利
活
用

を
目
標
達
成
の
た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
当
該
地
域
の

現
状
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
川

西
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち
基
本
構
想
・
基
本
計

画
」
に
お
い
て
、
当
該
地
域
を
計
画
の
対
象

地
域
に
位
置
付
け
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け

る
た
め
の
基
盤
構
築
と
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
国
道
２
８
７
号
、
新
潟
山
形
南
部

連
絡
道
路
）
の
整
備
に
よ
る
相
乗
効
果
を

　平成 28年４月から「かわにし未来ビジョン（第５次川西町総合計画）」がスタートし、さまざまな事業を
展開しています。また、それに先立って、平成２７年１２月には、地域の実情に沿った今後５年間の施策の方
向性を提示する「川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、町の活性化に取り組んでいます。
　その総合戦略でリーディングプロジェクト（先導的な役割を果たす計画）に位置付けている「公立置賜総合
病院周辺土地利活用」。その具現化を図るため「公立置賜総合病院周辺整備基本計画・実施計画」を策定しました。
　今後、公立置賜総合病院周辺をどのように発展させていくのか、関係者たちはどのように感じているのかを
特集します。

▼公立置賜総合病院
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アスパラガスの
　　マヨ白和え
✿ 材料＜４人分＞
○アスパラガス　　　　　　○絹ごし豆腐
○ハム　　　　　　　　　　○ゆで塩
○マヨネーズ　　　　　　　○砂糖
○しょうゆ　　　　　　　

✿ 作り方
①　アスパラガスは３cmに切り、ゆで塩を入れてゆでる。
②　ハムは半分に切り、５mmの細切りにする。
③　絹ごし豆腐は電子レンジ５００ｗで２０秒加熱し、　
　水を切り冷ます。
④　冷ました豆腐を粗くつぶし、マヨネーズ、砂糖、しょ
　うゆを加え、混ぜる。
⑤　④に冷ましたアスパラガス、ハムを加え和える。

みんなで
食 育

１０本
４枚

大さじ２
小さじ２

　四季の変化に富んだ日本は、その季節ごとに
食べ頃を迎える“旬”の物が多くあります。旨
味が多く、栄養価も高いその地の“旬”のもの
を取り入れた日本の食生活は健康長寿食として
今、注目されています。
「かわにし森のマルシェ」や「こまつ市」、各直
売所では、地元で採れた野菜が販売され川西町
の“旬の野菜”を手に入れることができます。
“旬”を上手く取り入れ、おいしく栄養たっぷ
りの食卓にしましょう。

マ
ル
シ
ェ
出
荷
者
募
集
中
！

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
み
な

さ
ん
の
出
荷
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　お
米
や
野
菜
、
花
な
ど
の
農
作
物
は
も

ち
ろ
ん
、
加
工
品
な
ど
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
簡
単
に
出
荷
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
４
月
か
ら
、
第
４
水
曜
日
は
お
休

　み
に
な
り
ま
し
た
。

○
５
月
の
定
休
日
：
５
月
24
日
㈬

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
０
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

おいしい季節を

味わおう！

オ
ー
プ
ン
を
機
に
加
工
に
挑
戦

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
加

工
品
販
売
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　町
内
外
の
お
客
様
に
、
マ
ル
シ
ェ
に
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
出
荷
し
て
い
ま

す
。
生
鮮
、
加
工
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

取
り
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
！

鈴木農園
鈴木　正さん
（高豆　）

　今
月
紹
介
す
る
出
荷
者
は「
鈴
木
農
園
」

さ
ん
で
す
。

　鈴
木
農
園
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
豆
菓
子
や
豆
の
大
福
な
ど
の
加
工
品
の

他
、
高
豆
　地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
瓜

の
粕
漬
け
で
あ
る
「
高
豆
　瓜
」
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
写
真
で
も
あ
る
豆
菓
子
は
、
主

に
秘
伝
豆
を
加
工
し
て
作
っ
て
い
る
も
の

で
、
程
よ
い
甘
み
の
あ
る
「
甘
味
」
や
、

あ
ら
れ
入
り
の
も
の
、
落
花
生
入
り
の
も

の
な
ど
豊
富
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　豆
菓
子
と
い
う
こ
と
で
サ
イ
ズ
も
小
さ

く
、
一
口
食
べ
た
ら
止
ま
ら
な
い
、
つ
い

つ
い
１
袋
食
べ
て
し
ま
う
一
品
で
す
。

町報かわにし　

一
度
食
べ
た
ら
止
ま
ら
な
い

お
茶
請
け
に
ぜ
ひ
！

２００ｇ
少々

大さじ１

りの食卓にしましょう。りの食卓にしましょう。
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伴
っ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

置
賜
総
合
病
院
へ
の
出
入
り

外
来
患
者
数
（
平
成
28
年
度
）

●
22
万
８
０
６
３
人
（
１
日
約
９
０
０
人
）

※
う
ち
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
患
者
数

　２
万
９
７
３
人

職
員
数
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

●
医
師
：
87
人

●
看
護
師
：
３
８
２
人

●
医
療
技
師
：
85
人

●
事
務
・
技
術
職
：
34
人

●
合
計
：
５
９
５
人

ま
め
知
識
！

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

　病
院
周
辺
の
利
活
用
に
向
け
、
平
成
28
年

度
に
庁
内
で
の
検
討
体
制
を
整
備
し
、
計
画

策
定
会
議
及
び
、
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係

機
関
の
代
表
者
や
町
民
で
組
織
す
る
計
画
策

定
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　併
せ
て
、
大
塚
地
区
の
方
々
や
地
権
者
及

び
公
立
置
賜
総
合
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、基
本
計
画・

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　大塚地区に公立置賜総合病院が開業してから１６年
が経過しました。その間「他の病院周辺のように、大
塚地区も整備、発展していくのか」と期待し、ついに
その基本計画・実施計画が策定されました。
　計画策定にあたっては、多くの町民や関係者、女性
の方も活発に意見を出し合い、委員みんなで協議を重
ねてきました。
　今回策定された基本計画・実施計画に基づき、公立
置賜総合病院周辺の整備が早期着工、早期完成に向
かっていくことを望みます。

早期着工・完成に期待
公立置賜総合病院周辺整備基本計画・
実施計画策定検討委員会　委員長

大沼　藤
とういち
一さん（西大塚）

てこの病院で働いています。仕事終わりにごはんを食
べに行きたい時や、ちょっと勉強して帰りたい時、そ
の場が近くになくて、どうしてもほかの市や町に行っ
ています。
　入院している患者さんのご家族の方や、遠方からお
見舞いに来られた方のためにも、ビジネスホテルは必
要かなと思います。病院で働くわたしたちとしては、
若者向けのアパートや、買い物ができるスーパーなど
があれば、職場の近くに住みたいなと思います。

生活環境の充実を
公立置賜総合病院勤務

中川　奈
な な
々さん（南陽市）

吉田　栞
しおり
さん（高畠町）

病院周辺整備への思いを聞く！
　　　　　～ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ～

▲中川さん（左）と吉田さん（右）　わたしたちは、同期とし

▲病院周辺の航空写真

特集：「メディカルタウン」形成に向けて



　５
月
４
日
㈭
㈷
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園
周
辺
を

会
場
に
、
ま
ど
か
カ
ッ
プ
３
時
間
耐
久
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
約
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
。
昨

年
は
あ
い
に
く
雨
の
中
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
快
晴
の
も
と
、
小
さ
い
子
ど

も
達
か
ら
、
大
人
ま
で
が
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級

に
分
か
れ
て
参
加
し
、
熱
い
レ
ー
ス
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　レ
ー
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
お
互
い
に
励
ま

し
合
い
な
が
ら
最
後
ま
で
走
り
抜
け
た
選
手

の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

県
内
外
か
ら
レ
ー
サ
ー
が
集
結

～
ま
ど
か
カ
ッ
プ
３
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
～

▲川西ダリヤ園周辺を会場に、熱いレースが

5/4

　

４
月
23
日
㈰
、
川
西
町
春
季
消
防
演
習
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
習
は
、
消
防
団

員
の
日
頃
鍛
錬
し
て
い
る
成
果
を
点
検
し
、

地
域
社
会
の
安
心
安
全
を
守
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　上
小
松
美
女
木
地
内
に
て
、
消
防
団
員
な

ど
約
６
０
０
人
が
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
や
救
護

訓
練
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
合
運
動
公
園
多
目
的

運
動
場
で
式
典
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
各
個

訓
練
や
小
隊
に
よ
る
行
進
間
訓
練
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
多
年
に
わ
た
り
団
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
29
年
度
川
西
町
春
季
消
防
演
習
～

▲本番さながらの訓練（一斉放水）

４/23

　5
月
5
日
㈮
㈷
、
羽
前
小
松
駅
及
び
駅
前

通
り
を
会
場
に
「
え
き
・
ま
ち
こ
ど
も
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
周
辺

は
、
多
く
の
家
族
や
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　羽
前
小
松
駅
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
ラ・ダ
リ
ア
」
を
は
じ
め
、

山
形
県
を
中
心
に
活
動
す
る
加
藤
マ
チ
ャ
ア

キ
さ
ん
や
、
そ
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
多

く
の
催
し
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、
家
族
や

友
人
同
士
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
日
は
ま
ち
な
か
が
子
ど
も
の
遊
び
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
え
き
・
ま
ち
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
～

▲友だちと協力してゴールを目指した

5/5

　４
月
27
日
㈮
か
ら
3
日
間
行
わ
れ
た
、
第

62
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
で
、
南
陽
・
東
置
賜

チ
ー
ム
が
見
事
6
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　1
日
目
、2
日
目
に
優
勝
し
た
同
チ
ー
ム
。

3
日
目
は
長
井
市
役
所
を
出
発
し
、
8
時
39

分
ご
ろ
に
は
本
町
役
場
前
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー

を
行
い
、
6
連
覇
に
向
け
て
快
走
を
続
け
ま

し
た
。
3
日
目
は
2
位
だ
っ
た
も
の
の
、
総

合
タ
イ
ム
で
は
2
位
に
18
秒
差
を
つ
け
て
、

見
事
6
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　本
町
出
身
の
寒
河
江
璃り

く矩
選
手（
下
奥
田
）

は
、
1
日
目
、
2
日
目
に
出
場
し
、
優
勝
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

南
陽
・
東
置
賜
チ
ー
ム
が
６
連
覇
達
成
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
62
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
～

▲2日目、快走する寒河江選手（左）

4/27
～29
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計
画
策
定
区
域
の
地
域
特
性

 

そ
の
１

　高
度
医
療
機
能
の
立
地

・公
立
置
賜
総
合
病
院・救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

　に
は
、
毎
日
２
０
０
０
人
以
上
の
交
流
人

　口
が
あ
る
。

 
そ
の
２

　交
通
ア
ク
セ
ス
の
優
位
性

・
置
賜
地
域
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
。

・
国
道
１
１
３
号
、
国
道
２
８
７
号
長
井
南

　バ
イ
パ
ス
が
あ
り
、
今
後
、
新
潟
山
形
南

　部
連
絡
道
路（
梨
郷
道
路
）が
整
備
さ
れ
る
。

・
梨
郷
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接

　す
る
こ
と
か
ら
、
地
理
的
優
位
性
が
発
揮

　で
き
る
。

 

そ
の
３

　商
圏
と
し
て
の
可
能
性

・
近
隣
市
町
の
中
心
市
街
地
か
ら
そ
れ
ほ
ど

　離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

・
公
立
置
賜
総
合
病
院
関
係
者
、
訪
問
者
の

　潜
在
的
購
買
力
が
あ
る
。

・
住
宅
、
商
業
施
設
な
ど
の
整
備
に
よ
る
新

　た
な
商
圏
と
し
て
の
可
能
性
が
あ
る
。

整
備
コ
ン
セ
プ
ト

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
形
成

・
公
立
置
賜
総
合
病
院
が
置
賜
地
域
の
中
核

　医
療
施
設
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
医
療
、

　住
宅
、
商
業
等
が
融
合
し
た
都
市
的
機
能

　を
有
す
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
形

　成
を
図
り
ま
す
。

・「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
へ
の
定
住
人
口

　創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
設
計

民
間
開
発

事
業
者
の
決
定

測
量
業
務

街
並
み

デ
ザ
イ
ン
の
検
討

土
地
利
用
調
整

幹
線
道
路
整
備

宅 
地 
造 

成

平
成
32
年
以
降
に
宅
地
造
成

～
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
～

平成２９年平成３０～３１年平成３２年以降

地権者・関係者（地区、国、県など）との合意形成

メディカルタウン整備検討委員会（仮）

基
本
計
画
・
実
施
計
画

◀
◀ ◀

◀

◀

検討・助言

◀

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
化

　計
画
の
中
で
、
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
メ

デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
形
成
」
と
し
ま
し
た
。

公
立
置
賜
総
合
病
院
が
置
賜
地
域
の
中
核
医

療
施
設
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
医
療
、
住

宅
、
商
業
な
ど
が
融
合
し
た
都
市
的
機
能
を

整
備
し
、
定
住
人
口
の
創
出
と
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
後
は
、
上
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ

い
て
、
地
権
者
や
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
、

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
区
域
全
体
の
測

量
と
、
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲さまざまな面で特性がある地域

◀

▲職員プロジェクトチーム
　にて周辺の状況調査を行
　いました。

　４
月
12
日
、
渡
部
幸
雄
さ
ん
（
下
平
柳
）

が
来
庁
さ
れ
、
自
費
出
版
の
「
第
2
集

　童

話
集
」
を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　渡
部
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
「
下
平
柳
史
」
や

「
童
話
集
」、
昨
年
度
は
「
日
本
を
揺
る
が
し

た
戊
辰
戦
争
」を
い
ず
れ
も
自
費
出
版
さ
れ
、

本
町
に
寄
贈
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
全
5
話
か
ら
な
る
童
話
集
を
自
費

で
出
版
さ
れ
、
２
８
０
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　い
た
だ
い
た
童
話
集
は
、
町
内
の
各
小
学

校
の
３
，
４
年
生
に
配
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
５
話
か
ら
な
る
童
話
集
を
寄
贈

～
渡
部
幸
雄
さ
ん
執
筆
の
「
第
２
集

　童
話
集
」
～

▲本を寄贈くださった渡部幸雄さん（下平柳）

４/１２

　４
月
11
日
㈫
、
尾
長
島
地
区
に
「
カ
ゴ
メ

㈱
支
援
型
」の
大
型
ト
マ
ト
菜
園
が
完
成
し
、

内
覧
会
と
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月

20
日
㈭
か
ら
定
植
が
行
わ
れ
、
6
月
下
旬
以

降
の
収
穫
に
向
け
て
栽
培
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
菜
園
は
、
ハ
ウ
ス
13
棟
、
栽
培
面
積

は
約
２
・
２
ha
。
大
型
の
「
カ
ゴ
メ
㈱
支
援

型
菜
園
」
と
し
て
は
、
日
本
海
側
の
豪
雪
地

帯
で
初
め
て
で
す
。

　ま
た
、
㈱
平
洲
農
園
は
、
町
内
出
身
者
を

含
む
50
人
を
越
え
る
従
業
員
を
雇
用
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
す
る
な
ど
、
農
業

振
興
、雇
用
の
創
出
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

大
型
ト
マ
ト
菜
園
が
稼
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
㈱
平
洲
農
園
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
竣
工
式
～

▲農業振興、雇用創出に期待（ハウス内部）

４/1１

　

４
月
21
日
㈮
、
町
と
郵
便
局
の
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　「道
路
等
危
険
個
所
発
見
時
の
対
応
」「
高

齢
者
等
の
見
守
り
活
動
」「
廃
棄
物
等
の
不

法
投
棄
物
発
見
時
の
対
応
」
の
３
項
目
に
関

し
て
協
力
協
定
を
結
び
、、郵
便
局
員
の
方
々

が
業
務
中
に
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
を
、
情
報

提
供
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
期
発
見
に

つ
な
げ
ま
す
。

　町
内
６
つ
の
郵
便
局
、
21
台
の
軽
車
両
な

ど
、
46
名
の
職
員
に
よ
る
、
地
域
に
根
付
い

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
連
携
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
に
根
付
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
郵
便
局
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
～

▲左：米沢郵便局　外山局長
　右：小松郵便局　佐藤局長　　　

４/２１

　

４
月
18
日
㈫
、
龍
蔵
桜
か
ら
取
り
木
し
た

桜
の
木
が
無
事
に
開
花
し
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、
樹
齢
70
年
を
越
え
る

龍
蔵
桜
を
孫
の
代
ま
で
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
龍
蔵
桜
保
存
会
（
会
長：石
田
孝
さ
ん
）

が
中
心
と
な
り
、
樹
木
医
の
指
導
の
も
と
、

「
取
り
木
（
茎
か
ら
芽
を
出
さ
せ
、
そ
こ
を

切
り
取
り
新
た
な
株
を
得
る
方
法
）
作
業
」

を
行
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
会
長
宅
で

大
事
に
育
て
て
い
た
だ
き
、
見
事
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　こ
の
木
は
、
今
後
も
会
長
宅
で
管
理
し
、

場
所
が
決
ま
り
次
第
定
植
す
る
よ
う
で
す
。

犬
川
地
区
「
龍
蔵
桜
」
の
子
孫
が
開
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
取
り
木
し
た
桜
が
無
事
に
開
花
～

▲しっかりと花を咲かせた龍蔵桜

４/１８
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用途・事業主体 機能・目的
住宅用地【約 4.0ha】
・川西町土地開発公社
・民間開発事業者

・戸建て住宅
・集合住宅

商業用地【約 2.5ha】
・民間開発事業者

・商業機能
・宿泊機能
・医療機能

公共用地【約 1.1ha】
・川西町
・民間開発事業者

・子育て機能
・高齢者向けの機能
・コミュニティ機能

インフラ機能【約 2.1ha】
・川西町
・民間開発事業者

・道路
・上下水道
・電気、情報通信網

▲整備重点区域の土地利用計画。用途に応じた開発を

問町未来創造室　☎４２ー６６０４

凡例
整備区域
整備重点区域
梨郷道路
住宅用地
商業用地
公共用地

２
つ
の
区
域
を
設
定

　公
立
置
賜
総
合
病
院
周
辺
を
効
率
的
に
整

備
す
る
た
め
、
土
地
利
用
の
用
途
に
応
じ
て

次
の
２
つ
の
区
域
を
設
定
し
ま
し
た
。

 

整
備
区
域

　生
活
環
境
道
路
の
整
備
や
、
未
利
用
地
の

活
用
を
促
進
し
ま
す
。

 

整
備
重
点
区
域

　宅
地
開
発
を
行
い
、
新
た
な
市
街
地
を
整

備
し
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定
住
・
経
済
効
果
に
期
待

　今
後
は
、
平
成
32
年
度
以
降
の
宅
地
造
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
整
備
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
権
者
や
大
塚
地
区
、

地
元
の
自
治
会
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

　メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
４
０
０
～
５
０
０
人
の
定
住
人
口
及

び
、
住
宅
供
給
開
始
か
ら
10
年
で
約
50
億
円

の
経
済
効
果
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

整備重点区域：約１０ha

メディカルタウンに期待する効果（目標値）

特集：「メディカルタウン」形成に向けて

★定住人口　４００人～５００人
★経済効果　宅地供給開始から１０年で約５０億円

　　　　　　・商業施設、住宅などの建設費用
　　　　　　・従業員の雇用による所得増加
　　　　　　・定住人口創出に伴う消費支出増加　など

※基本設計の過程において変更される場合もあります。
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

こ
こ
だ
け
の
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

　

春
満
開
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
作
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
農
作
業

も
順
調
に
進
み
、
田
に
は
勢
い
良
く
水
が
引
か
れ

て
い
ま
す
。
一
方
好
天
強
風
が
続
き
空
気
は
大
変

乾
燥
し
、
春
の
播
き
も
の
を
終
え
た
畑
に
は
一
雨

欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
各
地
で
住
宅
や
林
野
火
災

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
町
内
は
昨
年
10
月
か
ら
無

火
災
の
素
晴
ら
し
い
記
録
を
継
続
中
で
す
の
で
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　憲
法
記
念
日
の
３
日
、
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
、
一
中
、
二
中
、
玉
中

が
統
合
し
、
川
西
中
が
開
校
し
て
第
一
期
の
卒
業

生
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
直
後
の

混
乱
し
た
中
各
中
学
校
閉
校
式
、
そ
し
て
４
月
の

開
校
式
を
担
っ
た
世
代
で
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
し
っ
か
り
歩
み
出
し
、

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

夢
が
実
現
で
き
る
こ
と
と
、
10
年
後
２
分
の
３
成

人
式
で
さ
ら
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　６
月
３
日
㈯
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
に
顕
彰

さ
れ
て
い
る
寒
河
江
善
秋
さ
ん
の
没
後
40
年
を
偲

び
、
加
藤
登
紀
子
さ
ん
と
Ｙ
ａ
ｅ
（
や
え
）
さ
ん

の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
寒
河
江
さ
ん
は
置
賜
農
学
校
を

卒
業
し
た
昭
和
13
年
、
満
州
拓
殖
公
社
へ
入
社
、

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
訓
練
等
に
従
事
。
太

平
洋
戦
争
開
戦
に
伴
い
軍
属
と
な
り
、
愛
知
県
豊

橋
市
陸
軍
予
備
士
官
学
校
を
経
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
で
従
軍
。
復
員
後
昭
和
22
年
吉
島

村
青
年
団
長
就
任
以
来
、
社
会
活
動
の
指
導
者
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
深
刻
化
す
る
農
村
の
二
・

三
男
対
策
の
一
環
と
し
て
、
荒
廃
し
た
国
土
を
青

年
の
手
で
復
興
さ
せ
る
た
め
山
形
県
産
業
開
発

青
年
隊
運
動
を
展
開
、
農
林
省
、
建
設
省
が
協

力
、
全
国
に
青
年
隊
が
設
置
さ
れ
、
貧
困
対
策
と

農
村
開
発
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
後

の
国
際
協
力
を
担
う
青
年
海
外
協
力
隊
の
原
型
で

す
。
青
少
年
教
育
に
取
り
組
む
一
方
文
化
人
と
し

て
多
彩
な
芸
術
を
嗜
み
、
幅
広
い
交
友
関
係
を
築

き
、
加
藤
登
紀
子
さ
ん
も
師
と
仰
ぐ
存
在
で
し
た
。

　私
は
、満
州
時
代
や
従
軍
生
活
が
綴
ら
れ
た「
ハ

ル
マ
ヘ
ラ
か
ら
の
生
還
」
を
読
み
、
常
に
困
難
な

状
況
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
生
き
方
に
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
「
両
手
に
荷
物
を
い
っ
ぱ

い
持
つ
な
。
転
ん
だ
時
け
が
す
る
か
ら
」
の
教
え

は
、
人
間
と
し
て
の
度
量
の
大
き
さ
や
半
遁
世
の

思
想
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　寒
河
江
善
秋
さ
ん
に
縁
を
持
つ
世
界
中
で
こ
こ

だ
け
の
特
別
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　新
入
り
隊
員
の
齋
藤
尚な
お

で
す
。

４
月
１
日
に
川
西
町
へ
引
っ
越
し

て
き
て
、
約
１
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
協
力
隊
活
動
も
、
他
の
隊
員

や
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　先
日
、
玉
庭
地
区
で
の
活
動
中

に
、
地
区
の
方
か
ら
「
じ
ゃ
が
い

も
の
煮
つ
け
」
を
差
し
入
れ
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
口
食
べ
る

と
ほ
っ
こ
り
、
ふ
る
さ
と
の
味
。

口
の
中
に
じ
わ
ー
っ
と
ひ
ろ
が

る
「
甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
」
あ
の
味
は
、

地
域
の
方
の
長
年
の
腕
が
持
つ
知

恵
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
川
西
町
の

魅
力
を
こ
れ
か
ら
探
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　　　　

  

　

第
61
回

　

５
感
で
感
じ
る
町
の
魅
力

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

♬
ギ
タ
ー
を
弾
こ
う
よ
♬

 

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
弾
き
た

い
人
、
楽
譜
を
読
め
る
よ
う
に
な

り
た
い
人
…

　見
学
自
由
、
初
心
者
大
歓
迎
！

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　今
年
は
残
暑
が
残
る
中
、
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
実

行
委
員
が
再
び
集
ま
り
、
無
料
開

催
に
向
け
て
地
域
の
み
な
さ
ん
の

も
と
へ「
協
賛
の
お
願
い
」に
伺
っ

て
い
ま
す
。

川
西
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
会

　費
：
月
１
０
０
０
円

▼
活
動
日
：
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
～
９
時

▼
会
場
：
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

　サ
ロ
ンde

ご
ざ
～
れ
３
階

問
松
山 

☎
０
９
０
ー
３
４
７
１
ー
６
７
３
０

こ
ま
つ
☆
ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス

今
年
も
開
催
決
定
！

こ
ま
つ
☆
ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス

▼
日
時
：
９
月
３
日
㈰
午
前
９
時
～

　詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スkom

apro.
nm

em
on@

gm
ail.com

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介

町報かわにし　6平成２９年５月１５日

平成２９年度川西町成人式

平
成
８
年
は
、
こ
ん
な
年

～
新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
～

【
町
の
で
き
ご
と
】

○
第
１
中
学
校
、
第
２
中
学
校
が

　開
校
す
る

○
町
民
バ
ス
の
運
行
開
始

○
第
１
回
川
西
町
防
災
訓
練
が
、

　犬
川
小
学
校
で
行
わ
れ
る
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
小
松
地
内

　で
放
送
開
始
。

【
日
本
の
で
き
ご
と
】

○
ア
タ
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

　金
３
、
銀
６
、
銅
５
を
獲
得

○
羽
入
善
治
が
、
将
棋
タ
イ
ト
ル

　７
冠
独
占
（
史
上
初
）

○
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ー
ビ
ス

　開
始

○
原
爆
ド
ー
ム
、
厳
島
神
社
が
世

　界
遺
産
に
登
録

【
世
界
の
で
き
ご
と
】

○
ボ
ス
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
セ

　ル
ビ
ア
３
国
の
和
平
会
議
終
了

○
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
再
選

　５
月
３
日
㈬
㈷
、
新
成
人
を
祝
福
す
る

か
の
よ
う
な
快
晴
の
な
か
行
わ
れ
た
平
成

29
年
度
川
西
町
成
人
式
。

　今
年
は
男
性
72
人
、
女
性
79
人
、
合
計

１
５
１
人
が
新
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　艶
や
か
な
着
物
姿
や
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ

姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
友
人

や
恩
師
と
久
々
に
再
開
し
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

町報かわにし　26平成２９年５月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●６月の休館日

日 月 火 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

●６月のおはなし会
６月１０日㈯ 午前 11 時～ 11 時 30 分　
・おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

こどもの本

おとなの本
『井上ひさしから、娘へ　57 通の往復書簡』

　　　　　　　　　　　　　井上ひさし、井上綾著　文藝春秋刊

『とうちゃんとユーレイババチャン』
藤沢ともち作　　講談社刊

　タウン誌「月刊いちかわ」に、2004
年から 2009 年にかけて連載された父井
上ひさしと娘井上綾との往復書簡。幼い
ころから父の背中を追い求めてきた娘と、
どんなに大人になっても娘を心配する父
の姿は何処も同じ。ときにずしんと胸に
響く親心に、父親としての井上ひさしの
姿がみえてきます。

　ぼくの家はちょっと変わっている。「とう
ちゃん」はぼくのお父さんじゃないし、バ
バちゃんは、ぼくだけに見えるユーレイな
んだ。主人公の優也と、周囲の人びとの絆・
友情・恋を描いたちゅうでん児童文学賞大
賞受賞作品です。家族とけんかした時、友
だちと気まずくなった時、優しい気持ちに
なりたい時に、手に取ってみてください。

●オススメ本の紹介
　‘ちょっとそこまで日帰りの旅’から‘海外旅行’
　‘宇宙旅行’まで「旅の本」

●遅筆堂文庫読書会
　６月１１日（日）午後 2 時～

●井上ひさし展示室
　「吉里吉里忌 2017 報告展」
　日時：5 月３０日㈫～ 7 月 2 日㈰

宝くじ文化公演 こまつ座 第１１８回公演

井上ひさし　作／東　憲司　演出

公演　８月４日㈮ 午後６時３０分開演

チケット：一般　３，０００円　高校生以下　１，０００円
※この公演の入場料は宝くじの助成により特別料金になっています。

チケット発売開始！

　討入当日、炭焼き小屋に隠れた吉野上野介は何を思い、何を考えたの
か…そして最後に上野介が辿りついた討入の真の目的とは何か。
　井上ひさしが描く、上野介の眼から見た仇討の真実をご覧ください。

プラザ寄席 vol.27
春風亭一之輔独演会

５月２８日㈰ 午後３時開演

チケット　一　　　般：３，０００円
　　　　　会　　　員：２，８００円
　　　　　高校生以下：１，５００円 お 早 め に

６月８日㈭ 午後６時～

朗読セミナー

■ 参加費：１，０００円
　元ＮＨＫアナウンサーによる講座です。

イヌの仇討

（当日：各 200 円増）

7　町報かわにし 平成２９年５月１５日

【
流
行
語
】

○
「
自
分
で
自
分
を
ほ
め
た
い
」

　（ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
女
子
マ
ラ

　ソ
ン
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、

　有
森
裕
子
さ
ん
）

○
「
メ
ー
ク
ド
ラ
マ
」

　（11
・
５
ゲ
ー
ム
差
を
逆
転
優

　勝
し
た
、
当
時
プ
ロ
野
球
読
売

　巨
人
軍
の
長
嶋
茂
雄
監
督
）

○
「
チ
ョ
ベ
リ
バ・チ
ョ
ベ
リ
グ
」

　（当
時
の
女
子
高
生
の
間
で
流

　行
し
た
、「
サ
イ
コ
ー
」、「
サ

　イ
テ
ー
」に
替
え
て
使
わ
れ
た
）

川西中学校の第 1期卒業生 151人が、
今年２０歳になりました。
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甲
種
防
火
管
理
講
習

【
長
井
市
会
場
】

▼
期
日
：
7
月
20
日
㈭
、
21
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

　プ
ラ
ザ

▼
申
込
期
間
：
6
月
5
日
㈪
～

　6
月
16
日
㈮

▼
定
員
：
80
名

【
米
沢
市
会
場
】

▼
期
日
：
9
月
21
日
㈭
～
22
日
㈮

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　タ
ー

▼
申
込
期
間
：
8
月
17
日
㈭
～

　8
月
30
日
㈬

▼
定
員
：
１
０
０
名

問
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
ー
６
２
９
ー
８
４
７
７

ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン

作
戦

▼
日
時
：
5
月
28
日
㈰

　午
前
6
時
～
8
時

▼
会
場
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　周
辺

▼
持
ち
物：軍
手・清
掃
用
具
（
草

　む
し
り
用
）

▼
参
加
申
込
：
5
月
19
日
㈮
ま
で

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会 

☎
22
ー
５
４
０
１

食
育
マ
マ
主
催

　
　
　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン

▼
日
時
：
6
月
18
日
㈰

　午
前
10
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ

　ー
調
理
室

▼
対
象
：
年
中
～
小
学
校
低
学
年

▼
参
加
費：２
５
０
０
円
（
1
人
）

問
食
育
マ
マ 

加
藤

 

☎
22
ー
３
６
１
６

平
成
29
年
度
慰
霊
巡
拝

　政
府
主
催
に
よ
る
戦
没
者
の
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域

①
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ

　ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル

　バ
ー
ド
諸
島

②
旧
ソ
連
、
中
国

③
硫
黄
島

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

５・６月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

6 月12日㈪・２6日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
人権何でも
相談所

６月５日㈪
午後１時３０分～４時 生きがい交流館 町住民生活課

☎ ４２－６６１8
弁護士
消費生活相談

６月１４日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

行政相談 ６月２１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

６月

期　間 当番店（社） 電話番号

５月１５日～２１日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

５月２２日～２８日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月２９日～6 月４日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

６月５日～１１日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

６月１２日～１８日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

　日
程
、
参
加
費
用
な
ど
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
３
５

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

　
　

医
療
講
演
会

▼
日
時
：
6
月
10
日
㈯
　

　9
時
30
分
～
受
付

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

催

　
　
し

　タ
ー

▼
内
容
：
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
リ

　ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師
：
産
業
療
法
士 

　松
木
　信
氏
（
友
の
会
家
族
）

▼
参
加
料
：
３
０
０
円

▼
申
込
：
６
月
６
日
㈫
ま
で

問
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　山
形
支
部
置
賜
地
区
代
表

☎
37
ー
３
７
４
９

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介

　
　
　
　地
域
の
頼
れ
る
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　本
年
、
民
生
委
員
制
度
は
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　本
町
で
は
、
55
名
の
委
員
（
う

ち
主
任
児
童
委
員
は
３
名
）
が
、

誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
み

な
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

加藤　弘子
☎４２－３５５７
担当：西（六の一・
六の三・七・八）

多勢　ヒロ子
☎４２－６２７６
担当：坂の上・南五日町・
ひげ町（一・二）・明神町

金子　孝子
☎４２－４４６６
担当：樅ノ木町・道
徳・六角

佐藤　正昭
☎４２－２４２７
担当：西（三の二・
四の一・二）北一・二

板倉　孝行
☎４２－６９１１
担当：西（一・二・三の
一）・花丘町・根岸住宅

飯澤　仁
☎４２－３８０３
担当：桜木町・平谷
地（団地、第二含）

荒井　美穂
☎４２－２８６６
担当：駅前・押川・
新町・荒井

安部　美知子
☎４６－２１４１
担当：千松寺・二番・
三番

石田　康
☎４２－５２５１
担当：四番・五番・
谷地・希望が丘

淀野　寛
☎４２－２１７８
担当：髙田・大林・
松森・新道

大津　孝一
☎４６－２６４０
担当：岡・大野・原
ノ前・蔵久

竹田　儀助
☎４２－５９４６
担当：諏訪・二井町・
塩ノ沢・大沢

菅井　厚
☎４２－３５２７
担当：犬川・八幡・
八幡西・中沖

小森　猛
☎４２－６６８２
担当：桧・菊田・新田・
一里塚

平　忠
☎４２－２９１３
担当：町・東新田・
西新田・元宿

青木　健一
☎４２－４０９５
担当：荒井・他屋町・
林崎・中ノ他屋・中

遠藤　秋市
☎４２－５３４１
担当：町田・東他屋・
門ノ目（一・二）

髙橋　　子
☎４２－３１１８
担当：中（五・七・八・
九）

後藤　善一
☎５４－００４５
担当：美女木

佐藤　博
☎４２－３６２２
担当：中（二・三・四・
六）・舘之北団地

安部　千鶴
☎４２－２２１２
担当：北（三・四）

竹田　孝
☎４２－５３１１
担当：北六・天神東・
中一

髙橋　栄一
☎４６－２５３６
担当：上萩野・下萩
野（東・西）・緑町

大河原　壽男
☎４２－６４３２
担当：南三・南新町・
緑町の一部

嶋貫　幸子
☎４２－４９１９
担当：西五・殿原・
栄町・若葉町

佐藤　小二郎
☎４２－３８６３
担当：東陽寺前

町報かわにし　8平成２９年５月１５日 町報かわにし　24平成２９年５月１５日

▼
受
験
資
格

○
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
及
び
高

　校
卒
業
後
３
年
以
内
の
方

○
人
事
院
が
右
記
に
掲
げ
る
方
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

▼
受
付
期
間
：
６
月
19
日
㈪
～

　６
月
28
日
㈬

▼
申
込
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　申
込
み
と
す
る
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め

　な
い
場
合
は
、
受
験
申
込
受
付

　期
間
前
に
左
記
又
は
人
事
院
東

　北
事
務
局
へ
連
絡
す
る
。

▼
第
１
次
試
験
日
：
９
月
３
日
㈰

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　研
修
係

　

☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
ー
２
２
１
ー
２
０
２
２

山
形
県
警
察
官
Ａ

　
　

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
）

▼
受
験
資
格
：
昭
和
57
年
4
月
2

　日
か
ら
平
成
12
年
4
月
1
日
ま

　で
に
生
ま
れ
た
方
で
、大
学（
短

　期
大
学
除
）
を
卒
業
ま
た
は
、

　平
成
30
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

　込
み
の
方
。

▼
申
込
締
切
：
6
月
19
日
㈪

▼
第
1
次
試
験
：
7
月
9
日
㈰

▼
第
2
次
試
験
：
8
月
中

問
米
沢
警
察
署
☎
26
ー
０
１
１
０

6
月
1
日
は

　
　
　
　

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員

が
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
存

在
と
し
て
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、
法
務

局
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に

よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　町
で
は
、『
人
権
な
ん
で
も
相

談
所
』
を
開
設
し
、
町
の
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
夫

婦
や
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
学
校

で
の
い
じ
め
、
子
供
や
高
齢
者
に

対
す
る
虐
待
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

問
山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
　

☎
22
ー
２
１
４
８

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

　５
月
は
不
法
投
棄
及
び
海
岸
漂

着
ご
み
削
減
強
化
月
間
で
す
。

  
ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
と
協
力

で
、
不
法
投
棄
を
な
く
し
、
地
域

の
美
し
い
環
境
を
守
り
ま
し
ょ

う
。 

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課

☎
26
ー
６
０
３
４ 

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８ 

東
南
置
賜
地
区
の
県
立

高
校
再
編
整
備
説
明
会

▼
日
時
：
５
月
29
日
㈪

　

　午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
場
所
：
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　タ
ー

▼
内
容
：
高
校
再
編
整
備
の
検
討

　の
進
め
方
と
質
疑
応
答

▼
申
込
：
不
要

問
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
４
９
３

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
名
称
：
町
営
舘
之
北
住
宅

▼
部
屋
数
：
8
畳
6
畳
４・５
畳

▼
戸
数
：
１
戸
（
一
般
用
）

▼
階
数
：
２
階

▼
家
賃
：
１
７
６
０
０
円
～

　
　

　３
４
５
０
０
円

▼
選
考
方
法
：
住
宅
困
窮
度
判
定

　基
準
に
よ
り
選
考

▼
募
集
期
間
：
６
月
５
日
㈪
～

　９
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～

　午
後
5
時
15
分

▼
入
居
時
期
：
7
月
上
旬

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
７

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
名
称
：
県
営
舘
之
北
ア
パ
ー
ト

▼
部
屋
数
：
8
畳
6
畳
４・５
畳

▼
戸
数
：
１
戸
（
一
般
用
）

▼
階
数
：
４
階

▼
家
賃
：
１
９
３
０
０
円
～

　
　

　３
８
０
０
０
円

▼
優
遇
措
置
：
倍
率
優
遇
有

▼
募
集
期
間
：
６
月
５
日
㈪
～

　９
日
㈮

　午
前
10
時
～
午
後
5
時

▼
入
居
時
期
：
８
月
上
旬

問
㈱
西
王
不
動
産 

置
賜
事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

自
衛
官
等
募
集

▼
種
目：自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
応
募
資
格
：
18
歳
以
上
27
歳
未

　満
の
方
（
平
成
30
年
４
月
１
月

　現
在
）

▼
受
付
期
限
：
６
月
16
日
㈮

▼
試
験
日
：
６
月
25
日
㈰

▼
試
験
会
場
：
陸
上
自
衛
隊
神
町

　駐
屯
地
（
山
形
県
東
根
市
）

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
０
２
３
８
ー
23
ー
０
０
１
１

川
西
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
開
催

▼
日
時

　６
月
25
日
㈰

▼
会
場

　町
民
総
合
体
育
館

▼
申
込
締
切

　６
月
14
日
㈬

問
町
体
育
協
会

　

☎
46
ー
２
2
7
7

国
家
公
務
員
税
務
職
員

　

採
用
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募

　
集

試
験
案
内

お
知
ら
せ

金田　淳一
☎４２－２８４２
担当：矢の目・留塚・
上高　・河内

白石　義典
☎４２－４４２３
担当：東部六・西部
三

加藤　勝雄
☎４２－４３０６
担当：西部（一・二）

齋藤　美弥子
☎４２－２０６８
担当：東部（三・四・
五）

齋藤　久雄
☎４２－５４９６
担当：四枠・西部四・
荒窪

伊藤　豊実
☎４２－４５４２
担当：東部（一・二）

大河原　美惠子
☎４６－２０５５
担当：舘・上黒川・宿・
下黒川

藤田　宥宣
☎４８－２４１５
担当：御伊勢町

佐藤　けい子
☎４８－２６８３
担当：松尾・柏ノ木
西（二・三）

黒澤　秀夫
☎４２－４７５４
担当：北部（四・五）

鈴木　武五郎
☎５４－４００５
担当：上和合・中程

竹田　啓
☎４６－２１７７
担当：北部（一（宿）・一（四
ツ家）・二・三の一・三の二）

齋藤　文夫
☎４２－５４１２
担当：南向・北向・
八幡原・相馬山

佐藤　千惠子
☎４２－６４２０
担当：飯坂・上奥田
中・上奥田下

平　久子
☎４４－２５６２
担当：八ツ口・中町・
西町

小方　久司
☎４８－２０７４
担当：大舟上・中（東
沢東・西）・上奥田上

竹田　浩徳
☎４２－６５１２
担当：大舟中・大舟
下

神尾　昌平
☎ 090-9533-4103
担当：朴沢

村岡　陽子
☎４８－２５０２
担当：酒町・柏ノ木
西（一）

遠藤　稔
☎４４－２５１７
担当：上尾長島・堤

鈴木　和美
☎４４－２５０１
担当：尾長島西・尾
長島東

齋藤　洋子
☎４４－２４３８
担当：東方・北方・
西原

横山　明博
☎４４－２３８８
担当：吉田（西・南・
中・東）

黒澤　芳治
☎４４－２１６６
担当：東郷・北郷・
南郷

島貫　僚子
☎４４－２９０９
担当：三ツ井・中三
ツ井・道祖神

金子　吉憲
☎４８－２２７９
担当：中郡・玉庭

近野　ユキ子
☎４４－２１００
担当：大塚・吉島

青木　順子
☎４２－４６７６
担当：小松・犬川・
東沢

枝松　善明
☎４４－２７２７
担当：坂水・下屋敷

主
任
児
童
委
員

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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齊
藤
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　齊
藤
　哲
夫 

先
生

 

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
２
回
　元
気
で
長
生
き

　
　
　
　ー 

高
血
圧
予
防 

ー

　そ
の
た
め
に
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
が
ん

に
関
し
て
は
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が

大
原
則
で
す
。
脳
卒
中
と
心
筋
梗
塞
は
い

ず
れ
も
動
脈
硬
化
の
病
気
で
す
の
で
、
病

気
と
し
て
は
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、

糖
尿
病
な
ど
を
治
療
す
る
こ
と
が
、
日
常

生
活
で
は
禁
煙
、
運
動
、
肥
満
予
防
（
メ

タ
ボ
）、
大
量
飲
酒
の
制
限
が
大
切
で
す
。

　正
常
な
血
圧
は
、
健
診
や
外
来
で

１
４
０
／
90
未
満
、
自
宅
で
１
３
５
／
85

未
満
が
基
準
で
す
。
こ
の
基
準
を
超
え
る

こ
と
が
多
け
れ
ば
治
療
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
一
般
療
法
と
し
て
は
食
事
療
法
と
運

動
療
法
が
あ
り
ま
す
。
食
事
療
法
は
減
塩

が
中
心
に
な
り
ま
す
。
塩
、
し
ょ
う
ゆ
、

み
そ
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
で
、
み
そ
汁
、

漬
物
、
梅
干
し
、
麺
類
（
ス
ー
プ
）
が
塩

分
の
多
い
も
の
の
代
表
で
す
。
運
動
と
減

塩
で「
元
気
で
長
生
き
」を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

　要
介
護
状
態

の
要
因
と
し
て

最
も
多
い
の
は

脳
血
管
疾
患
で

す
が
、
年
を
と

る
に
つ
れ
て
認

知
症
や
高
齢
に

よ
る
関
節
疾
患
、

転
倒
・
骨
折
な
ど
心
身
の
機
能
を
使
わ
な

い
こ
と
で
の
生
活
機
能
低
下
に
よ
る
も
の

が
増
え
て
き
ま
す
。
高
齢
者
は
生
活
習
慣

病
予
防
と
と
も
に
心
身
機
能
の
低
下
へ
の

対
策
が
必
要
で
す
。

　元
気
に
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
長
く

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
出
前
講
座
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

出
前
講
座
テ
ー
マ

「
足
腰
元
気
に

　
　
　介
護
予
防
」

出
前
講
座
を

　
　
　
　行
い
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
５
名
以
上
の

　
　
　
　
　グ
ル
ー
プ

▼
講
　師
　町
健
康
福
祉
課
職
員

▼
時
　間
　１
時
間
程
度

▼
申
込
み
　開
催
予
定
日
の
２
週
間
前
ま

　
　
　
　
　で
担
当
課
へ
電
話
で
申
込

▼
そ
の
他
　参
加
者
に
は
セ
ラ
バ
ン
ド
を

　
　
　
　
　プ
レ
ゼ
ン
ト
！

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
日
程
は
、
行
事
予

定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

　わ
た
し
は
、
美
女
木
地
区
で
「
齊
藤
内

科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業
し
て

い
ま
す
。
平
成
13
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
住
民
の
方
が
元
気
で
長
生
き
で

き
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　現
代
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
81
歳
、
女

性
が
87
歳
で
す
。

　ま
た
、
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
医
療
か
介
護
に
依
存
せ
ず
生
活
で

き
る
期
間
の
事
で
す
。
男
性
は
70
歳
、
女

性
は
74
歳
で
、
平
均
寿
命
よ
り
も
10
年
も

短
く
な
り
ま
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
間
隔
が
な
る
べ
く
短
い
こ
と
が
「
元
気

で
長
生
き
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

午前 午後
平　日

8 時 45 分
　　～
12 時 30 分

2 時 00 分
～ 5 時 00 分

水曜日 往診
土曜日 休診

※日曜、祝日は休診
※診療科目：内科、循環器科、小児科

診察日と診療科目

23　町報かわにし 平成２９年５月１５日

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
言
葉
は
宝
も
の

　
　
　　―

吉
里
吉
里
忌
２
０
１
７
―

　本
町
出
身
の
作
家
・
劇
作
家
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
を
語
り
継
ぐ
催
し
「
吉

里
吉
里
忌
２
０
１
７
」
が
、
４
月
９
日
の
命
日
に
近
い
４
月
15
日
㈯
、
16

日
㈰
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
首
都
圏
や
西
日
本
か
ら
も
含
め
て
５
０
０

名
以
上
の
井
上
フ
ァ
ン
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
集
ま
り
、
井
上
ひ
さ

し
さ
ん
と
本
町
の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

１
日
目
「
第
30
回
遅
筆
堂
文
庫
・
生
活
者
大
学
校
」

　「原
発
・
沖
縄
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と

い
う
、「
今
、
聞
き
た
い
３
つ
の

テ
ー
マ
」（
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　第
１
部
「
井
上
ひ
さ
し
ア
ー
カ

イ
ブ
」
と
第
２
部
の
鼎
談
「
小
説

の
愉
し
み
と
た
く
ら
み
」
に
は
、

井
上
さ
ん
と
と
も
に
仕
事
を
し
て

き
た
各
界
の
み
な
さ
ん
に
ご
登
壇

い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
Ｖ
Ｔ

Ｒ
や
講
演
の
音
声
を
織
り
交
ぜ
た

気
取
ら
な
い
ト
ー
ク
で
井
上
さ
ん

の
人
柄
を
偲
び
な
が
ら
も
、
今
ま

さ
に
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
問

題
が
早
く
か
ら
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
た
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　そ
し
て
第
３
部
の
記
念
講
演
の

講
師
は
法
政
大
学
総
長
で
江
戸
文

化
研
究
者
の
田
中
優
子
さ
ん
。
冒

頭
で
「
井
上
ひ
さ
し
と
江
戸
」
と

来
年
の
開
催
を
約
束

　交
流
会
や
昼
食
で
は
川
西
の
食

も
存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い
た

２
日
間
。
閉
会
に
あ
た
っ
て
は
地

元
の
天
神
の
森
合
唱
団
に
よ
る 

井
上
さ
ん
が
作
詞
し
た
「
釜
石
小

学
校
校
歌
」
の
合
唱
に
続
き
、
夫

人
の
ユ
リ
さ
ん
が
、
来
年
４
月
14

日
、
15
日
に
再
会
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

○
各
テ
ー
マ
と
も
長
す
ぎ
ず
む
ず

　か
し
す
ぎ
ず
、
で
も
興
味
深
く

　聴
け
る
深
さ
が
あ
り
満
足
で
す
。

○
交
流
会
の
小
な
す
の
か
ら
し
漬

　け
、
ま
た
食
べ
た
い
。

○
井
上
ひ
さ
し
が
皆
さ
ん
の
中
に

　今
な
お
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

　再
確
認
で
き
て
良
か
っ
た
。

○
毎
回
こ
の
場
に
い
ら
れ
る
こ
と

　に
知
的
な
興
奮
と
贅
沢
な
喜
び

　を
感
じ
る
。
そ
の
世
界
の
第
一

　線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
著
名
な

　方
々
の
お
話
を
生
で
聴
け
る
こ

　と
も
大
き
な
魅
力
で
す
し
、
井

　上
ひ
さ
し
の
奥
深
さ
に
触
れ
、

　ま
す
ま
す
そ
の
偉
大
さ
を
知
る

　機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

１日目の講師陣
①小出裕章さん
②宮本憲一さん
③山下惣一さん

①②

③

▲見事な合唱を披露した天神の森合唱団

▲会場には多くの井上ファンが駆けつけた

よ
り
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

第
一
人
者
で
あ
る
、
小
出
裕
章
さ

ん
（
元
京
都
大
学
原
子
炉
研
究
所

助
教
）、
宮
本
憲
一
さ
ん
（
大
阪

市
立
大
学
名
誉
教
授
）、
山
下
惣

一
さ
ん
（
農
業
／
作
家
）
の
３
名

に
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、
大
切
な

情
報
が
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
だ
け
で

は
わ
た
し
た
ち
に
届
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、「
３

つ
の
問
題
の
根
底
に
共
通
す
る
の

は
『
国
策
』
で
あ
る
こ
と
」
と
い

う
講
師
陣
の
話
は
、
参
加
者
自
身

が
今
後
こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
う
向

き
合
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
「
第
3
回
吉
里
吉
里
忌
」

い
う
タ
イ
ト
ル
で
い
つ
か
本
を
ま

と
め
た
い
、
と
会
場
を
盛
り
上
げ

た
あ
と
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
例

示
し
な
が
ら
「
井
上
作
品
に
は
江

戸
時
代
の
本
質
が
あ
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

▲映像を交えて振り返ったアーカイブ
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

５
月
25
日
㊍
　リ
ト
ミ
ッ
ク
①

６
月
９
日
㊎
　う
ち
わ
で
作
る
簡
単
お
も
ち
ゃ

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

  

６
月
19
日
㊊
　
　
　
　
　
　申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　5
月
23
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　６
月
１
日
㊍

　

　北
斗
幼
稚
園

　６
月
７
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば
母子健康手帳交付

〈期　　日〉６月１２日㈪、２６日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時３０分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：５月２日～６月１日
■ 発送日 ５月２２日㈪
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉６月２２日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 27 年６月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年６月、１２月
平成 28 年４月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

健康運動の集い
〈期　日〉６月１９日㈪ 午前 10 時～ 11 時 15 分
〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈対象者〉概ね７４歳までの自立している方
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

ママパパ教室
〈期　　日〉６月２０日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉６月１３日㈫まで電話で申込

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
すくすく赤ちゃ
ん健康診査

期日：６月１６日㈮
対象：H29.1.16 ～ 3.15 生まれ

３歳６か月児
健康診査

期日：６月２３日㈮
対象：H25.11.16 ～ 12.31 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

献　　血
〈期　　日〉６月８日㈭

〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★
　

　薬
は
必
要
な
分
だ
け
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
？ 

薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
、
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

時　間 会　場
9:30-11:30 ㈱殖産工務所

13:30-15:30 公立置賜総合病院

＊
一
日
図
書
館

　午
前
10
時
～

　6
月
2
日
㊎

　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
駐
車
場
集
合

たばこの煙から子ども達をまもろう
　 現 在、 町 民 の 方 の 喫 煙 率 は
１７．６％で、県（15.0％）や国

（14.3％）（国民健康保険データ
H27）と比較しても高い状況にあ
ります。
　また、平成２５年度健康かわにし２１アンケート

（有効回答数６９４名）では、受動喫煙の害を受け
ていると回答した方が約 3 割おり、その場所として、
家庭４５%、職場３７%、飲食店２５% となってい
ます。
　町では禁煙希望の方に対して、保健師が電話など
で禁煙支援を行っています。たばこの害から子ども
達を守るためにも、5 月 31 日の世界禁煙デーに合
わせて、禁煙を考えてみてはいかがでしょうか。
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吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介

幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　
お
子
さ
ん
の
言
葉
の
遅
れ
や
話

し
方
な
ど
に
関
す
る
心
配
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
町
教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
日
時
：月
１
回
（
第
３
月
曜
日
）

※
要
予
約

▼
場
所
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
あ
ら
内
（
旧
吉
島
幼
稚
園
）

▼
方
法
：
来
所
相
談
（
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
）

問
町
教
育
総
務
課 

子
育
て
支
援

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
７
１

川
西
町
教
育
相
談

　養
育
や
就
学
な
ど
、
教
育
に
関

す
る
様
々
な
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
５
９

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

教
育
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
お
子
さ
ん
の
発
達
に
関
す
る
全

般
的
な
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
県

教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
予
約
受
付
：

☎
０
２
３
ー
６
５
４
ー
８
１
８
１

●
教
育
ダ
イ
ヤ
ル
：
月
～
金
曜
日

（
祝
日
除
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

●
来
所
相
談：月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
こ
に
こ
相
談

　身
体
的
な
こ
と
や
、
学
校
教
育

な
ど
の
心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
方
法
：
来
所
相
談

▼
場
所
・
期
日
・
申
込
締
切
：

○
米
沢
会
場「
県
立
米
沢
養
護
学
校
」

○
長
井
会
場
「
長
井
市
置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ
」

▼
申
込
先
：
両
会
場
同
じ

問
【
第
１
・
３
・
４
回
】
山
形
県

教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
５
４

－

６
０
６
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

問
【
第
２
回
】
町
教
育
総
務
課 

　教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
５
９

※
第
２
回
の
相
談
日
は
、
特
に
就

学
に
関
す
る
相
談
と
な
り
、
町

職
員
も
関
わ
り
ま
す
。

地
域
教
育
相
談
窓
口

　
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。
専
門
の

先
生
が
言
葉
の
相
談
や
指
導
に
あ

た
ら
れ
ま
す
。（
県
教
育
委
員
会

教
育
相
談
事
業
）

▼
例
：
ま
だ
言
葉
が
出
な
い
、
話

の
内
容
が
良
く
わ
か
っ
て
い
な

い
、
話
し
方
や
発
音
が
は
っ
き

り
し
な
い
よ
う
だ
、
な
ど
。

▼
方
法
：
電
話
相
談
や
来
所
相
談

（
来
所
は
要
予
約
）

▼
日
時
：
月
・
火
・
水
曜
日
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
米
沢
市
立
万
世
小
学
校
内

☎
０
２
３
８

－

28

－

０
２
８
０

問
長
井
市
立
致
芳
小
学
校
内

　

☎
０
２
３
８

－

84

－

２
０
０
２

教
育
で
不
安
な
こ
と
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

１
人
で
悩
ま
ず
に

　気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　こ
の
た
び
、
4
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
嶋
津
せ
つ
子
さ
ん
と

加
藤
竹
志
さ
ん
が
川
西
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
は
毎
月
第
3
水
曜
日
の
午
後
1
時
30
分
か
ら
川
西
町
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
公
立
置
賜
川
西
診
療
所
）
2
階
会
議
室
で
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。問

町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境

　

　グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
６

　行政相談委員は、国の行政機関、独立行政法人、特殊法人の業務
など、いわゆる役所の業務に対する苦情、要望・意見等の相談を住
民の皆様より受け付け、相手機関との間に立って、相手機関の自主
的な改善が促されるよう働きかける仕事をしています。
　お困りのことがあれば、一人で抱え込まずに、お気軽にご相談く
ださい。

嶋津　せつ子さん
（下小松）

加藤　竹志さん
（時田）

米
沢
会
場

期日 申込締切
第１回 ６月　７日㈬ ５月２４日㈬
第２回 ７月２７日㈭ ７月　３日㈪
第３回 １０月２０日㈮ １０月　６日㈮
第４回 １月１８日㈭ １月　４日㈭

長
井
会
場

期日 申込締切
第１回 ６月　６日㈫ ５月２３日㈫
第２回 ８月　７日㈪ ７月１３日㈭
第３回 １０月１２日㈭ ９月２８日㈭
第４回 １月２３日㈫ １月　９日㈫
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あなたが受けられる町の検診を確認してみましょう
あなたの年齢は？

（平成３０年４月１日時点）

４０歳～７４歳 ７５歳以上 １９歳～３９歳

あなたの保険証は？

後期高齢者医療保険

保険証を問わず川西
町に住所があれば受
けられます。

川西町
国民健康保険

川西町国民健康保険
以外の保険

各種がん検診 健康診査・
各種がん検診

１９歳以上：健康診査
２０歳以上：子宮頸がん
　　　　　 検診

特定健診・
国保人間ドッグ
各種がん検診

※　　健康保険の被扶養者及び任意継続の方は、町の各地区検診会場で特定健診とがん検診を同時に受けら
れる場合があります。各保険者より送付される案内文をご確認ください。

あなたの保険証は？

平成２９年度の各種検診が始まります
　１年に１回健診を受け、ご自身の体の状態を知り、生活習慣病を予防しましょう！

あなたが受けられる町の検診を確認してみましょうあなたが受けられる町の検診を確認してみましょうあなたが受けられる町の検診を確認してみましょう

加入者
本人

被扶養者及び
任意継続者※

■がん検診を受けましょう　　　　　　　　
無料クーポンを送付します

　町では、子宮頸がん・乳がん検診の無料検診を実施
します。対象の方にクーポン券を郵送しますので、お
手元にクーポン券が届いてから受診してください。こ
の機会にぜひ受診し、健康管理にお役立てください。
　5 月下旬にクーポン券と一緒に案内文を郵送します。
詳細はそちらをご覧ください。
■ 対象者
 　4 月２０日現在本町に住所がある、下記の方

年齢基準日：H30.4.1 現在

■肝炎ウイルス検診を受けましょう　　　　
無料検診を行います

　町では、下記の方を対象に肝炎ウイルス検診を無料
で実施します。この機会にぜひ受診して、健康管理に
お役立てください。５月下旬ごろ通知文を送付します。
詳細はそちらをご覧ください。
■ 対象者　下記生年月日に該当し、検診日当日に在
　本町に住所がある方で過去に肝炎ウイルス検診を受
　けたことがない方。（年齢基準日：H30.4.1 現在）

検診項目 生年月日 年齢

子宮頸がん検診 平成８年４月２日～
　　平成９年４月１日 21歳

乳がん検診 昭和５１年４月２日～
　昭和５２年４月１日 41歳

生年月日 年齢
昭和５１年 4月 2日～昭和５２年４月１日 ４１歳
昭和４６年 4月 2日～昭和４７年４月１日 ４６歳
昭和４１年 4月 2日～昭和４２年４月１日 ５１歳
昭和３６年 4月 2日～昭和３７年４月１日 ５６歳
昭和３１年 4月 2日～昭和３２年４月１日 ６１歳
昭和２６年 4月 2日～昭和２７年４月１日 ６６歳
昭和２１年 4月 2日～昭和２２年４月１日 ７１歳

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介

健 康 情 報 ひ ろ ば

21　町報かわにし 平成２９年５月１５日

まちからのお知らせ
town information

高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
に

　町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
方
が
、
安
心
し
て
川
西
町
で
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
の
８
月
か
ら
、
子
育
て
支
援
医
療
証
の
対
象

を
高
校
３
年
生
相
当
（
18
歳
に
な
っ
て
最
初
に
迎
え
る
３
月
31
日
ま
で
）

に
拡
大
し
ま
す
。

　新
た
に
申
請
が
必
要
に
な
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　本
町
に
お
住
ま
い
の
、

　０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
相
当
ま

　で
の
お
子
さ
ん

▼
申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

　平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

（
高
校
生
以
上
の
お
子
さ
ん
）

※
手
続
が
必
要
な
方
に
は
、
５
月

　中
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
。

　

　申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
く

　だ
さ
い
。

※
「
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者

　医
療
証
」「
ひ
と
り
親
家
庭
等

　医
療
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　る
方
、
生
活
保
護
受
給
者
は
、

　対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
医
療
証
の
交
付

　申
請
の
あ
っ

　た
方
へ
７
月
下
旬
に
送
り
ま
す
。

▼
適
用
と
な
る
医
療
機
関

　山
形
県
内
の
医
療
機
関

※
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た

　場
合
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担

　分
を
支
払
い
下
さ
い
。
後
日
、

　領
収
書
を
持
参
し
、
申
請
す
れ

　ば
、
自
己
負
担
分
の
医
療
費
が

　支
払
わ
れ
ま
す
。

※
有
効
期
間
中
に
、
住
所・氏
名・

　保
険
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合

　や
、
転
出
す
る
場
合
は
健
康
福

　祉
課
ま
で
忘
れ
ず
に
届
出
く
だ

　さ
い
。

８
月
か
ら
！

小
松
小
学
校
と
東
沢
小
学
校

▼
期
日

　２
月
27
日
㈪

〈
学
校
経
営
部
会
〉

○
交
流
事
業
の
実
施

　小
松
小
学
校
で
交
流
活
動
（
給

食
含
む
）
を
行
う
。
校
外
大
会
で

は
、
陣
地
を
隣
接
さ
せ
、
合
同
練

習
な
ど
も
検
討
す
る
。

　東
沢
小
学
校
児
童
に
小
松
小
学

校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

の
演
奏
を
聴
く
機
会
を
作
り
、
ク

ラ
ブ
へ
の
編
入
も
配
慮
す
る
。

〈
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
交
流
部
会
〉

○
小
松
小
学
校
を
母
体
に
再
編

　Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
運
営
は
、
小
松

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
運
営
と
し
、

役
員
配
分
な
ど
を
考
慮
す
る
。
会

費
は
、
小
松
小
学
校
の
額
と
す
る
。

　小
松
小
学
校
教
育
後
援
会
に
、

東
沢
地
区
の
方
に
も
加
入
、
協
賛

を
依
頼
す
る
。

〈
通
学
部
会
〉

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を
実
施

　東
沢
地
区
お
よ
び
大
字
下
奥
田

の
児
童
を
対
象
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
通
学
を
実
施
す
る
。

　バ
ス
の
路
線
は
、
全
14
箇
所
の

停
車
場
と
し
、
最
長
で
35
分
程
度

と
す
る
が
、
道
路
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
適
宜
変
更
し
な
が
ら
、
児

童
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
柔

軟
に
対
応
す
る
。

〈
総
務
部
会
〉

○
小
松
小
学
校
の
運
動
着
に
統
一

〈
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
交
流
部
会
〉

○
中
郡
小
学
校
の
規
約
に
よ
る

　Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
体
制
は
、
現
中
郡

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
規
約
に
基
づ
く
。

〈
通
学
部
会
〉

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を
実
施

　高
山
小
学
校
区
の
児
童
を
対
象

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を
実
施

す
る
。

　バ
ス
の
路
線
は
、
全
７
箇
所
の

停
車
場
と
し
最
長
で
12
分
程
度
と

す
る
が
、
道
路
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
適
宜
変
更
し
な
が
ら
、
児
童
が

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
柔
軟
に

対
応
す
る
。

〈
総
務
部
会
〉

○
中
郡
小
学
校
の
運
動
着
に
統
一

中
郡
小
学
校
と
高
山
小
学
校

▼
期
日

　３
月
２
日
㈭

〈
学
校
経
営
部
会
〉

○
交
流
学
習
な
ど
を
実
施

　各
学
期
に
交
流
学
習
を
行
う
。

合
同
で
発
表
会
を
行
い
、
保
護
者

に
も
参
観
し
て
も
ら
う
。

　宿
泊
学
習
（
中
郡
小
５
年
、
高

山
小
５
、６
年
）
を
一
緒
に
行
い
、

交
流
活
動
を
実
施
す
る
。

　３
学
期
の
児
童
会
役
員
選
出
で

は
、
高
山
小
の
児
童
も
参
加
す
る
。

今
後
も
協
議
を
継
続
し
て

　今
後
も
委
員
会
、
専
門
部
会
等

で
、
さ
ま
ざ
ま
協
議
い
た
だ
き
、

平
成
30
年
４
月
の
学
区
再
編
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　会
議
録
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
８

学
区
再
編
に
向
け
た
協
議
状
況
報
告

　平
成
30
年
４
月
の
小
松
小
学
校
と
東
沢
小
学
校
、
中
郡
小
学
校
と
高

山
小
学
校
に
よ
る
学
区
再
編
に
向
け
て
各
開
校
準
備
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進

　

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
２
１
１
４
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まちからのお知らせ
town information

▼
日
時

　６
月
13
日
㈫
　

　午
後
３
時
30
分
～
　

▼
会
場

　中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
講
師

　明
治
大
学
農
学
部
教
授

　
　
　
　小
田
切
　徳
美
氏

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

「
地
方
創
生
」・「
田
園
回
帰
」
を

提
唱
し
て
い
る
、
明
治
大
学
農
学

部
の
小
田
切
徳
美
教
授
を
講
師
に

お
迎
え
し
、「
地
域
づ
く
り
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

地
域
づ
く
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　地
域
を
元
気
に
す
る
ス
キ
ル
を

磨
き
た
い
方
に
朗
報
！
地
域
づ
く

り
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

町
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
講
座
」
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

　こ
の
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
を

「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
に

認
定
し
、
各
地
区
な
ど
の
地
域
づ

く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
画
い
た

だ
き
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
だ
け
で
な
く
仕
事

に
も
活
か
せ
る
ス
キ
ル
も
身
に
付

き
ま
す
！
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
講
座
内
容

①
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
評
価
診
断
能

力
な
ど

②
実
践
活
動

　受
講
者
が
自
ら
企
画
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

て
実
践
し
ま
す
。

③
交
流
促
進

　受
講
者
同
士
や
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
者
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

▼
講
座
期
間
・
回
数

　６
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
、
概

　ね
８
回
程
度

▼
募
集
定
員

　10
名

▼
募
集
資
格

　年
齢
、
性
別
な
ど

　は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
受
講
料

　無
料

▼
申
込
方
法

　担
当
課
又
は
各
地

　区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ

　る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　入
の
上
、
担
当
課
ま
で
提
出
。

▼
募
集
期
限

　６
月
９
日
㈮

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
講
生
募
集
！

▲スキルが身に付き人脈もひろがる講座

エ
コ
ス
タ
イ
ル
・

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

　全
国
的

に
人
口
減

少
や
少
子

高
齢
化
社

会
が
進
み
、

地
域
の
過

疎
化
が
進
む
と
、
集
落
の
あ
り
方

な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

　町
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意

識
醸
造
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
を
目
指
し
、
今
年
も
「
か
わ

に
し
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
取
組
み

○
庁
舎
内
の
冷
房
温
度
を
28
℃
に

○
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
。

○
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

　組
み
を
徹
底
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　10
月
６
日
㈮
ま
で

問
町
総
務
課 

行
政
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
０

　
町
で
は
、
新
庁
舎
整
備
に
あ
た

り
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
役
割

　新
庁
舎
整
備
に
対
す
る

　意
見
・
助
言
な
ど

▼
委
員
任
期

　委
嘱
の
日
か
ら
平

　成
31
年
３
月
31
日
ま
で

▼
募
集
人
数

　若
干
名
（
選
考
を

　行
い
、
結
果
を
郵
送
）

▼
応
募
資
格

　町
内
在
住
の
20
歳

　以
上
の
方
で
、
月
１
回
程
度
の

　会
議
（
平
日
の
夜
間
を
想
定
）

　に
継
続
参
加
で
き
る
方 

▼
費
用
弁
償

　町
の
規
定
に
よ
る 

▼
応
募
方
法

　応
募
用
紙
に
必
要

　事
項
を
記
載
し
、
担
当
課
に
郵

　送
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参

　な
ど
で
提
出

▼
そ
の
他

　応
募
用
紙
は
、
担
当

　課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　５
月
26
日
㈮

　午
後
５
時
必
着

▼
第
１
回
会
議

　６
月
上
旬
予
定

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
公
募
委
員
募
集
！

問
町
未
来
創
造
室

　☎
42
ー
６
６
０
４

▲さわやかな役場に

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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国保人間ドック
会　　場 南陽検診センター

受付時間
男性：午前７時３０分～８時００分
女性：午前７時００分～７時３０分

対 象 者 実 施 日

４０歳～７４歳
の川西町国民健
康保険被保険者
の方で、受診希
望の方

　５月３１日㈬　　６月２６日㈪
　７月２５日㈫　　８月３０日㈬
　８月３１日㈭　　９月２２日㈮
　９月２５日㈪　１０月３０日㈪
１０月３１日㈫　１１月　２日㈭　
１１月２４日㈮

※年度内に７５歳に到達する方（S17.4.1 ～ S18.3.31）で、
国保人間ドックの受診を希望する方は、誕生日前であれば
受診できますので、町健康福祉課までお問合せ下さい。

子宮頸がん・乳がん検診
会　　場 南陽検診センター
受付時間 午後１時００分～１時２０分
対 象 者 実 施 日

・子宮頸がん検診：
　20 歳以上の女性
・乳がん検診：
　40 歳以上の女性

国の指針に基づき、
今年度から乳がん
検診の視触診を行
いません。

　５月２９日㈪　　６月　６日㈫
　６月１５日㈭　　６月２８日㈬
　７月　７日㈮　　７月１８日㈫
　７月２１日㈮　　８月　２日㈬
　８月２１日㈪　　８月２９日㈫
　９月　６日㈬　　９月２１日㈭
　９月２９日㈮　１０月１１日㈬
１０月２４日㈫　

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

各地区検診

検診項目

特定健診、健康健診、
呼吸器検診、胃がん検診、
大腸がん検診、前立腺がん検診、
骨粗しょう症検診、
肝炎ウイルス検診

受付時間 午前７時３０分～９時００分
実 施 日 検診会場

　６月　１日㈭
　６月　２日㈮ 犬川地区交流センターえぐべ

　６月２３日㈮
　６月２７日㈫ 玉庭地区交流センター四方山館

　７月１０日㈪
　７月１１日㈫
　７月１２日㈬
１０月２６日㈭
１１月　１日㈬
１１月　２日㈭

川西町交流館あいぱる
（旧町立第２中学校）

　７月３１日㈪ 東沢活性化センター
　８月３１日㈭
　９月　１日㈮
　９月１１日㈪
　９月１２日㈫
　９月１３日㈬

町農村環境改善センター

１１月１３日㈪
１１月１４日㈫
１１月１５日㈬

大塚地区交流センター治平館

置賜管内の医療機関でも子宮頸がん・乳がん検診が受けられます
▼平成２９年度 子宮頸がん検診・乳がん検診実施医療機関

医療機関名 住　所 電話番号 子宮頸が
ん検診

乳がん
検診

小川医院 南陽市郡山１０８２－１０ ☎４３－２０５５ ○
公立置賜南陽病院 南陽市宮内１２０４ ☎４７－３０００ ○
佐藤産婦人科医院 南陽市宮内２５４５ ☎４７－２１２１ ○
公立高畠病院 高畠町大字高畠３８６ ☎５２－１５００㈹ ○ ○
いまい医院 米沢市花沢町２６９５－５ ☎２２－１８６７ ○
産科・婦人科さくらクリニック 米沢市塩井町塩野１４９５－５ ☎２６－１０８７ ○
三友堂病院 米沢市中央六丁目１－２１９ ☎２４－３７００ ○ ○
産科・婦人科 島貫医院 米沢市中央２－５－１２ ☎２３－１７７６ ○
舟山病院 米沢市駅前二丁目４－８ ☎２３－４４３５ ○ ○
ゆめクリニック 米沢市東三丁目９－３ ☎２６－１５３７ ○
米沢市立病院 米沢市相生町６－３６ ☎２２－２４５０ ○ ○

※ ○印は検診実施可能機関を表します。実施医療機関につきましては、変更になる場合もあります。
子宮頸がん・乳がん検診を申し込んでいない方で、受診をご希望の方は

直接医療機関にお申し込みください。

平成２９年度各種検診を希望される方の日程は下記のとおりです
健 康 情 報 ひ ろ ば

町報かわにし　20平成２９年５月１５日



まちからのお知らせ
town information

　置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
及

び
ハ
ー
ブ
の
利
活
用
法
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ハ
ー
ブ
利
活
用
委
員
会
の
新
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
委
員

は
、
商
品
開
発
や
置
賜
公
園
ハ
ー

ブ
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ア
な
ど
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数

　若
干
名

▼
活
動
内
容

○
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

　

　フ
ェ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
・
栽

　培
補
助

○
商
品
開
発・販
売（
ハ
ー
ブ
ガ
ー

　デ
ン
フ
ェ
ア
や
春
待
ち
市
等
の

　イ
ベ
ン
ト
に
て
）

○
年
６
回
程
度
会
議
を
開
催
予
定

▼
申
込
締
切

　５
月
31
日
㈬

ハ
ー
ブ
の
利
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　町
で
は
、
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
の
利
活
用
推
進
の
た
め
、

「
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
取
得
し
、
活
動
す
る
方
を
支
援

し
ま
す
。

▼
対
象
者

　本
町
に
住
所
を
有
す

　る
方
又
は
本
町
ハ
ー
ブ
利
活
用

　委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方

　で
、
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

　ン
に
積
極
的
に
関
わ
る
方

▼
対
象
資
格

　日
本
園
芸
協
会
主

　催
の
養
成
講
座
に
て
取
得
す
る

　ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　資
格

「
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
支
援

▼
条
件

　本
町
の
ハ
ー
ブ
利
活
用

　委
員
と
し
て
登
録
し
活
動
す
る

▼
対
象
経
費
・
補
助
金
額

　ハ
ー

　ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
取

　得
の
た
め
の
受
講
料
の
２
分
の

　１
以
内（
上
限
２
１
５
０
０
円
）

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
提
出

※
申
請
書
は
担
当
課
に
準
備
し
て

　い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　５
月
31
日
㈬

▼
採
否
決
定

　審
査
を
行
い
、
採

　否
を
決
定

置賜公園ハーブガーデンフェア２０１７
✿期間　６月１７日㈯～７月９日㈰　午前１０時～午後４時
✿会場　置賜公園ハーブガーデン
※詳細はフェイスブック、町ホームページ、町報かわにし 6月号で
問町産業振興課　商工観光グループ　☎４２－６６４５
問町観光協会　☎５４ー１５１５

　「ダ
リ
ヤ
の
里
か
わ
に
し
案
内

人
」
で
は
、
ま
ち
あ
る
き
の
先
進

地
を
訪
問
し
観
光
ガ
イ
ド
活
動
に

つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

　６
月
４
㈰

▼
場
所

　新
潟
県
長
岡
市

▼
参
加
費

　２
０
０
０
円

　（昼
食
代
は
各
自
）

▼
交
通
手
段

　ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

　

　シ
ー
（
乗
り
合
い
）

▼
申
込
方
法

　電
話
に
て
お
申
込

　み
く
だ
さ
い
。

　（定
員
９
名
に
な
り
次
第
終
了
）

【
研
修
会
行
程
表
】

●
午
前
７
時
30
分

　町
役
場
出
発

●
午
前
11
時

　

　長
岡
市
寺
泊
内
研
修
・
昼
食

●
午
後
５
時
30
分

　

　町
役
場
到
着
予
定

申
込
・
問 

川
西
町
観
光
協
会
事

　務
局 

☎
54
ー
１
５
１
５

ダ
リ
ヤ
の
里
か
わ
に
し
案
内
人

　
　
　
　
　
　研
修
会
参
加
者
を
募
集
！

　町
で
は
、
気
軽
に
始
め
ら
れ
る

環
境
保
全
活
動
と
し
て
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　町
内
在
住
の
親
子
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　６
月
10
日
㈯

　午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▼
場
所

　役
場 

駐
車
場
南
側

▼
内
容

　ア
サ
ガ
オ
の
植
え
方
・

　育
て
方

▼
持
物

　軍
手
・
園
芸
用
ス
コ
ッ

　プ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　町
内
在
住
の
小
学
生

　以
下
の
子
供
と
親 

先
着
20
組

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込

　６
月
７
日
㈬
ま
で
、
担

　当
課
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　だ
さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

「
親
子
で
作
ろ
う
！
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　講習
会
参
加
者
募
集
！

ア
サ
ガ
オ
の
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
　
　
　
　
　
　
　講習
会
参
加
者
募
集
！

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も

随
時
募
集
中
！

町報かわにし　14平成２９年５月１５日

▼
日
時

　６
月
21
日
㈬

　午
前
９
時
～
正
午
　

▼
会
場

　川
西
町
多
目
的
運
動
場

　（雨
天
時
：
町
民
体
育
館
）

　
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
は
一
緒
に

楽
し
く
活
動
す
る
会
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
入
会
希
望
の
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
対
象
者

　町
内
に
在
住
す
る
60

　歳
以
上
の
方
（
老
人
ク
ラ
ブ
に

　加
入
し
て
い
な
く
て
も
参
加
で

　き
ま
す
。）

▼
申
込
先

　町
内
各
地
区
交
流
セ

　ン
タ
ー

　こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
当
日
の
応
援
も
大
歓

迎
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

第
45
回
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
！

▲ぜひ参加ください！

★
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
と
は

　川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

愛
称
で
す
。
こ
の
「
き
ら
ら
」
に

は
「
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
き

ら
き
ら
と
輝
く
」
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　昨
年
、
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
は

設
立
61
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
町

内
で
は
30
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　

　佐
藤
　☎

46
ー
３
０
４
０

「
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
」
会
員
募
集
！

▼
日
時

　６
月
29
日
㈭

　午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
会
場

　生
き
が
い
交
流
館

　（羽
前
小
松
駅
東
側
）

※
タ
ク
シ
ー
で
無
料
送
迎
あ
り
。

▼
参
加
費

　５
０
０
円（
弁
当
代
）

▼
内
容

　グ
ル
ー
プ
毎
の
茶
話
会
、

　軽
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
。
障
が

　い
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流

　を
目
的
と
し
た
、
楽
し
い
サ
ロ

　ン
で
す
。

▼
対
象

　町
内
に
お
住
い
で
、
身

　体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

▼
申
込

　お
名
前
、
住
所
、
電
話

　番
号
、
生
年
月
日
、
障
害
の
部

　位
、
タ
ク
シ
ー
送
迎
の
要
否
を

　電
話
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

▼
締
切

　５
月
31
日
㈬

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
　

　佐
藤
　☎

46
ー
３
０
４
０

身
体
障
が
い
者
“
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
”

　町
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
量
、

保
険
料
な
ど
を
ま
と
め
る
介
護
保

険
事
業
計
画
並
び
に
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
ご
意

見
を
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
に
関
心
が

あ
り
、
計
画
策
定
に
参
画
希
望
の

方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

　町
内
在
住
で
、
平

　成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
40
歳

　以
上
の
介
護
保
険
被
保
険
者

▼
募
集
人
数

　１
名

※
委
員
会
は
全
体
で
15
名
の
委
員

　で
構
成
さ
れ
ま
す
。

▼
委
員
任
期

　平
成
30
年
３
月
31

　日
ま
で

▼
委
員
会

　５
回
程（
平
日
日
中
）

※
第
１
回
は
６
月
開
催
予
定

▼
応
募
方
法

　担
当
課
に
備
え
付

　け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　記
入
、
押
印
し
提
出

▼
応
募
期
限

　５
月
31
日
㈬

　午
後
５
時
ま
で

問
町
健
康
福
祉
課
　介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
募
集
！

　町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

健
康
と
体
力
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
川
西
町
健
康
体
力
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
約
20

名
が
委
員
と
な
り
、
年
２
回
程
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
、
健
康
体

力
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
を
審

議
、
企
画
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
幅
広
く
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
に
、
町
民
の
方
か

ら
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

▼
要
件

　健
康
な
町
を
め
ざ
し
、

　健
康
体
力
づ
く
り
推
進
の
た
め

　の
事
業
を
審
議
、
企
画
い
た
だ

　け
る
方
１
名

▼
応
募
締
め
切
り

　６
月
９
日
㈮

▼
委
員
委
嘱
任
期

　平
成
29
年
度

　～
30
年
度
（
２
年
間
）

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

健康体力づくり推進
協議会委員募集中

健 康 情 報 ひ ろ ば

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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まちからのお知らせ
town information

❖受付時間　午前１０時３０分～１１時１０分 
　　　　　　（事前申し込みが必要です。）
❖集合場所　羽前小松駅
❖持 ち 物 　昼食、雨具
❖コ ー ス

　　　　　　

❖申し込み締切　６月７日㊌ 
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
① の申込先・問町産業振興課 ☎４２－６６４５

６月１０日 土 はひめさゆりデー！ 昼食時山菜汁を
無料でふるまいます

羽前小松駅を発着として下小松古墳群や田んぼ道を歩
く約 12㎞のコースです。国指定史跡下小松古墳群に
咲くヒメサユリやニッコウキスゲなどの里山の花々や、
ハッチョウトンボなど希少な昆虫とふれあい、美しい
田園風景のなかウォーキングを楽しんでみませんか。

❖開催時間　午前１０時～午後１時  
❖集合場所　下小松古墳群ふれあい広場
❖持 ち 物 　昼食（おにぎり等）
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
② ③ の申込先
問犬川地区交流センターえぐべ ☎４２－２６４２

①「花ウォーク」ひめさゆりコース

②親子里山体験 ③ひめさゆり鑑賞会

　　　　　　

　　　　11:20　 12:00  14:30　　      15:45

ゴ
ー
ル
！▲

羽
前
小
松
駅

▲

ま
ち
な
か
歩
き

▲

諏
訪
神
社
散
策

▲

下
小
松
古
墳
群

▲

羽
前
小
松
駅

ス
タ
ー
ト
！

※時間は目安です。コースは変更
　となる場合があります。

ひめさゆりの咲く下小松
古墳群のふもとで、おう
ちのひとといっしょに里
山の自然とふれ合いませ
んか？
※楽しいイベントもある

よ！！

東北有数の大古墳群、下
小松古墳群には、ひめさ
ゆりや珍しい植物や昆虫、
町の木でもある赤松林な
ど魅力がいっぱいです。
たくさんの自然とふれ合
いながら、下小松古墳群の
魅力を満喫してください。

いぬかわ地区食の応援団・直売所を開設します！
❖開催時間　午前１０時～午後２時
❖場　　所　下小松二番公民館脇駐車場

川
西
夏
ま
つ
り

　
　今
年
も
開
催
！

○
日
時
：
８
月
11
日
㈮
㈷

　
　
　
　午
後
３
時
～
９
時

○
会
場
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
及
び

　
　
　J
A
山
形
お
き
た
ま
本
店
周
辺

　今
年
も
、
川
西
夏
ま
つ
り
開
催
に
向
け
た
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
時
と
会
場
も
決
ま
り
、

実
行
委
員
会
で
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町
報
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　８
月
11
日
は
、
ぜ
ひ
川
西
夏
ま
つ
り
へ
ご
家

族
や
友
人
の
方
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
町
ま

　ち
づ
く
り
課
内
） 

☎
42
ー
６
６
１
３

　川西ダリヤ園の開園期間中、来園者が投票お気に入りの花壇に投票する「マイガーデ
ンコンテスト」を開催します。
　園内の花壇を無料で貸出します。ぜひ自分だけのオリジナル花壇をみなさんに披露し
ましょう。
■ 対　象　者　開園期間中に花壇を管理できる方。
　　　　　　　（個人・団体・企業を問いません。）
■ 花壇の条件　必ずダリアを入れること。
■ 募集花壇数　６花壇（直径約４ｍ）

あなただけの「マイガーデン」を作ろう

■ 経　　　費　花苗や管理経費は、参加者負担。
■ そ　の　他　ダリアの球根は町から提供します。
■ 申 込 締 切　５月３１日㈬　定員を越えたら抽選
問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

▲昨年度最優秀
　シナリーさんの花壇

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑥
～

　山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の

西
大
塚
駅
は
、
旧
長
井
軽
便
線
の

駅
舎
と
し
て
大
正
２
年
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
本
屋
は
桁
行
七
間
半

梁
間
二
間
、
木
造
の
平
屋
建
、
切

妻
造
の
鉄
板
葺
で
、
事
務
室
や
切

符
売
り
場
、
手
小
荷
物
用
の
窓
口

な
ど
が
ほ
と
ん
ど
開
業
当
時
の
状

態
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
長

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

「
西
大
塚
駅
」（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

１
０
４
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
石
造

谷
積
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
あ
わ

せ
て
、
平
成
27
年
８
月
４
日
に
は

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　大
正
３
年
に
開
業
し
た
長
井
軽

便
線
は
、
現
在
の
川
西
町
に
相
当

す
る
地
域
で
は
初
め
て
の
鉄
道
と

い
う
こ
と
で
、
汽
車
を
一
目
見
よ

う
と
多
く
の
人
々
が
駅
に
押
し
寄

せ
た
と
い
い
ま
す
。
大
塚
村
で
は

村
を
挙
げ
て
の
大
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
日
中
は
仮
装
行
列
、
夜
は
提

灯
行
列
や
花
火
な
ど
で
大
変
な
盛

り
上
が
り
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　利
用
客
減
少
の
た
め
平
成
11
年

に
は
完
全
な
無
人
駅
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
で
も
高
校
生
の
通
学
な

ど
に
利
用
さ
れ
、
地
域
の
人
々
に

よ
る
定
期
的
な
清
掃
活
動
も
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懐
か

し
い
雰
囲
気
を
味
わ
う
た
め
に
全

国
か
ら
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
鉄

道
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

▲国の有形文化財に登録された木造の西大塚駅舎

　「川
西
町
の
よ
う
な
、
地
方
で

の
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
る
」
と
い

う
方
が
非
常
に
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　東
京
都
内
で
、
各
都
道
府
県
の

案
内
所
を
設
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
平
成
20
年
に
比
べ
平

成
27
年
の
来
訪
相
談
件
数
は
９
・

８
倍
に
も
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
、

農
村
漁
村
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。「
す
ぐ
に
地
方
移

住
し
た
い
」
と
い
う
方
も
い
れ

ば
、
大
部
分
が
「
地
方
へ
の
興
味

が
あ
る
」「
漠
然
と
し
た
地
方
へ

の
興
味
が
あ
る
」
と
い
っ
た
気
持

ち
を
持
ち
な
が
ら
、
ど
こ
か
自
分

に
ぴ
っ
た
り
合
う
「
と
こ
ろ
」
や

「
こ
と
（
イ
ベ
ン
ト
）」
は
な
い
か
、

と
探
し
て
い
ま
す
。

大
豆
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
も
そ
の
ひ

と
つ
で
す
。
半
日
の
農
作
業
と
み

ん
な
で
作
る
お
昼
ご
は
ん
、
時
に

は
お
豆
腐
づ
く
り
や
味
噌
作
り
を

行
い
、
地
元
の
人
も
都
市
部
の
人

も
一
緒
に
わ
い
わ
い
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
年
間
５
回
の
こ
の
事
業

に
、
都
市
部
か
ら
の
参
加
者
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
も
き
っ
と
「
漠
然
と
し
た

地
方
へ
の
興
味
が
あ
る
」
人
た
ち

が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

参
加
者
が
増
え
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん「
紅
大
豆
オ
ー

ナ
ー
」
と
い
う
事
業
が
き
ち
ん
と

確
立
し
、
初
め
て
の
方
も
参
加
し

や
す
い
雰
囲
気
、
紅
大
豆
の
魅
力

も
伴
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
部
の
方
と
の
交
流
の
形
態

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
経
済
交
流
、
地

か
わ
に
し
フ
ァ
ン
の
増
加
を
実
感

元
の
方
々
の
や
り
が
い
面
を
重
視

す
る
交
流
、
地
域
づ
く
り
に
活
か

す
交
流
な
ど
、
目
指
す
と
こ
ろ
の

違
い
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
都

市
部
の
方
が
こ
れ
だ
け
漠
然
と
で

あ
り
な
が
ら
も
関
心
を
寄
せ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、「
ま
さ
か
都

市
部
か
ら
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
い

う
考
え
を
払
拭
し
、「
こ
と
（
イ

ベ
ン
ト
）」
を
案
内
（
発
信
）
し

て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
都

市
部
の
方
が
参
加
で
き
る
き
っ
か

け
を
多
く
つ
く
り
、
多
く
の
交
流

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

都
会
か
ら
の
参
加
者
が
増
加

　私
た
ち
も
、
実
際
の
「
移
住
」

に
至
っ
て
い
な
く
て
も
、
町
内
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
都
市
部

か
ら
参
加
す
る
方
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
も
協
力
し
て
い
る
、
東

沢
の
農
事
組
合
法
人 

夢ゆ
め
り里

（
代

表 

登
坂
賢
治
さ
ん
）
主
催
の
「
紅

問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進

　機
構

　☎
54
ー
３
０
０
６

今
年
も
あ
い
ぱ
る
か
ら
発
信

　や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

構
は
、
平
成
29
年
度
も
川
西
町
交

流
館
あ
い
ぱ
る
の
一
角
に
事
務
所

を
置
き
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
移

住
に
関
す
る
相
談
や
今
年
度
か
ら

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
発
信
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　他
に
も
、
豆
を
通
し
た
交
流
事

業
や
教
育
旅
行
な
ど
、
多
角
的
に

事
業
を
実
施
し
な
が
ら
発
信
し
、

都
市
部
の
方
の
受
入
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か

様
々
な
場
面
で
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲都会の参加者も笑顔に（紅大豆オーナー）
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　近
年
、
全
国
で
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
確
認
さ
れ
、
町

内
で
も
ク
マ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
カ

ラ
ス
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
捕
獲
駆
除
活
動
の
担

い
手
で
あ
る
猟
友
会
の
方
々
も
高

齢
化
が
進
み
、
会
員
数
が
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
町
と
し
て
新
た
な
担

い
手
の
確
保
に
向
け
、
次
の
と
お

り
助
成
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者

○
町
内
に
在
住
し
、
年
齢
が
概
ね

　65
歳
未
満
の
方

○
今
年
度
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取

　得
し
よ
う
と
す
る
方

○
狩
猟
免
許
取
得
後
、
猟
友
会
米

　沢
支
部
川
西
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
会

　し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
等
に

　５
年
以
上
従
事
す
る
こ
と
が
で

　き
る
方

　町
で
は
耕
畜
連
携
に
よ
る
農
地

の
地
力
増
進
・
向
上
を
目
的
と
し

た
、
環
境
保
全
型
の
農
業
・
農
産

物
の
生
産
を
推
進
す
る
農
業
者
が

行
う
、
堆
肥
の
購
入
及
び
散
布
を

支
援
し
ま
す
。

▼
事
業
対
象
者

　県
知
事
が
認
定

　す
る
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定

　を
受
け
た
農
業
者
の
方
な
ど

▼
支
援
対
象

○
堆
肥
の
購
入

　肥
料
取
締
法
に
基
づ
く
成
分
分

析
表
示
が
あ
る
堆
肥
（
堆
肥
セ
ン

　タ
ー
等
）
の
購
入
に
係
る
経
費

○
堆
肥
の
散
布

　堆
肥
散
布
組
織
な
ど
に
委
託
し
、

　行
っ
た
堆
肥
散
布
に
係
る
経
費

▼
申
請
方
法

　担
当
課
へ
所
定
の

　申
請
書
を
提
出
。

▼
提
出
期
限

　８
月
31
日
㈭

※
秋
散
布
の
申
請
期
限
は
後
日
お

　知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
１

堆
肥
の
購
入
、
散
布
を
支
援
し
ま
す

▼
対
象
経
費
及
び
補
助
率

○
狩
猟
免
許
取
得
経
費
：
全
額

○
銃
砲
所
持
許
可
に
係
る
経
費

①
各
種
手
数
料
：
全
額

②
許
可
申
請
時
の
医
師
診
断
料

　

　：
上
限
２
０
０
０
円

○
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
に
必
要
な

　物
品
の
購
入

①
対
象
物
品

　銃
器
、
銃
保
管
庫

　装
弾
保
管
庫

②
補
助
率

　購
入
に
か
か
っ
た

　

　経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

　１
２
８
０
０
０
円
）

▼
申
請
期
限

　８
月
25
日
㈮

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
６

新
規
の
狩
猟
免
許
取
得
を
支
援
し
ま
す

　町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
対
策
に
係
る
電
気
柵
の

設
置
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　農
業
者
、
農
業
者
グ

　ル
ー
プ
の
方
な
ど

▼
対
象
事
業

　町
内
に
お
け
る
被

　害
防
止
の
た
め
の
電
気
柵
設
置

▼
補
助
率

　補
助
対
象
事
業
に
要

　す
る
経
費
の
１
／
２
以
内
で
１

　件
当
た
り
上
限
５
０
０
０
０
円

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
の
着
工
は

　認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　く
だ
さ
い
。

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
６

電
気
柵
の
設
置
を
支
援
し
ま
す

平成２９年度
工業統計調査に
ご協力ください

　
平
成
29
年
６
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
「
工
業
統
計
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全

国
の
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
を

対
象
に
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
、
産
業
政
策
、
中
小
企
業
政

策
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　事
業
所
に
は
、
県
知
事
の
任
命

を
受
け
た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に

保
護
さ
れ
ま
す
。

▲コウちゃん
（工業統計キャラクター )

▲農作物を鳥獣から守ろう

▲一緒に被害を防ぎましょう！

問町まちづくり課 
情報統計グループ　
☎４２ー６６６８
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生
活
応
援
ロ
ー
ン

　資
金
使
途
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

融
資
制
度
を
選
択
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
対
象
者

　同
じ
勤
務
先
に
１
年

　以
上
お
勤
め
で
、
昨
年
の
年
収

　１
５
０
万
円
以
上
の
町
内
在
住

　ま
た
は
町
内
で
勤
務
す
る
方
。

 

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

制
度
で
す
。
卒
業
後
、
県
内
に
就

職
し
た
場
合
、(

公
財)

山
形
県

勤
労
者
育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら

の
利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
10
月
よ
り
金
利
を
引

　下
げ
ま
し
た
。

▼
特
別
金
利
取
扱
期
間

　

　９
月
末
日
ま
で

▼
融
資
対
象

　大
学
・
短
大
な
ど

　の
入
学
金
や
授
業
料
、
仕
送
り

　な
ど
の
教
育
費
用

▼
融
資
限
度
額

　１
０
０
０
万
円

▼
特
別
金
利
（
保
証
料
不
要･

固

　定
金
利
）
　

○
５
年
以
内

　年
２
・
30
～
２
・
80
％
　

○
７
年
以
内
　

　年
２
・
65
～
３
・
15
％
　

○
10
年
以
内

　

　年
２
・
95
～
３
・
45
％

※
元
金
据
置
期
間
を
含
む

問(

公
財)

山
形
県
勤
労
者
育
成

　教
育
基
金
協
会
　

☎
０
２
３
ー
６
３
５
ー
０
１
０
１

資金用途 限度額 返済期間 金　利
生活資金・耐久消費
財購入等 １００万円 ７年以内 2.50％

教育資金など ３００万円 １０年以内 1.50％
出 産、育児、医療、
介護費など １００万円 ７年以内 1.20％

自動車購入資金、自
動車に関する資金 ２００万円 ７年以内 1.60％

勤
労
者
の
生
活
を
応
援
し
ま
す

　勤
労
者
の
方
々
の
生
活
支
援
を
目
的
に
、
東
北
労
働
金
庫
と
提
携
し
た

生
活
応
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
東
北
労
働
金
庫
南
陽
支
店
　☎

40
ー
３
５
１
１

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
４月１４日

地上から
の高さ 川西中学校

１００㎝ ０．０７
　５０㎝ ０．０７

町内中学校グラウンド
　　　　　　　　空間放射線量
問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

口
座
残
高
の
確
認
を

　今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
納
付
月
で
す
。
納
付
期

限
は
５
月
31
日
㈬
、
口
座
振
替
日

は
５
月
29
日
㈪
で
す
。
納
め
忘
れ

が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
口

座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
残
高
不
足
な
ど

で
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
再

度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　
納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口

座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
末
日
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
20
日
）
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
た
も
の
は
、
翌
月

以
降
の
口
座
振
替
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。

　す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
口
座
振
替
を
依
頼
し

て
い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し

た
場
合
、
新
た
な
税
目
の
口
座
振

替
依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
町
税
務
会
計
課 

収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４

納
付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

　町
税
・
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
完
納
し
な
い
納
税
義
務
者
の

方
に
は
、
納
付
期
限
後
に
督
促
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　町
で
納
付
の
確
認
を
す
る
の
に

１
週
間
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て

か
ら
納
付
し
た
場
合
、
納
付
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
督
促
状
を
発
送

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

家
屋
の
新
築
、
増
改
築
、

　
　
取
り
壊
し
は
連
絡
を
！

　固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
新
築
、

増
改
築
、
取
り
壊
し
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
翌
年
の
税
額
が
変
わ
り

ま
す
。
新
築
、
増
改
築
、
取
り
壊

し
な
ど
を
し
た
方
は
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
連
絡
後
、
担
当
職

員
が
現
地
に
伺
い
、
所
有
者
の
方

立
会
い
の
も
と
、
家
屋
評
価
調
査

を
行
い
ま
す
。

問
町
税
務
会
計
課
　町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
４

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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town information

　近
年
、
全
国
で
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
確
認
さ
れ
、
町

内
で
も
ク
マ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
カ

ラ
ス
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
捕
獲
駆
除
活
動
の
担

い
手
で
あ
る
猟
友
会
の
方
々
も
高

齢
化
が
進
み
、
会
員
数
が
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
町
と
し
て
新
た
な
担

い
手
の
確
保
に
向
け
、
次
の
と
お

り
助
成
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者

○
町
内
に
在
住
し
、
年
齢
が
概
ね

　65
歳
未
満
の
方

○
今
年
度
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取

　得
し
よ
う
と
す
る
方

○
狩
猟
免
許
取
得
後
、
猟
友
会
米

　沢
支
部
川
西
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
会

　し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
等
に

　５
年
以
上
従
事
す
る
こ
と
が
で

　き
る
方

　町
で
は
耕
畜
連
携
に
よ
る
農
地

の
地
力
増
進
・
向
上
を
目
的
と
し

た
、
環
境
保
全
型
の
農
業
・
農
産

物
の
生
産
を
推
進
す
る
農
業
者
が

行
う
、
堆
肥
の
購
入
及
び
散
布
を

支
援
し
ま
す
。

▼
事
業
対
象
者

　県
知
事
が
認
定

　す
る
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定

　を
受
け
た
農
業
者
の
方
な
ど

▼
支
援
対
象

○
堆
肥
の
購
入

　肥
料
取
締
法
に
基
づ
く
成
分
分

析
表
示
が
あ
る
堆
肥
（
堆
肥
セ
ン

　タ
ー
等
）
の
購
入
に
係
る
経
費

○
堆
肥
の
散
布

　堆
肥
散
布
組
織
な
ど
に
委
託
し
、

　行
っ
た
堆
肥
散
布
に
係
る
経
費

▼
申
請
方
法

　担
当
課
へ
所
定
の

　申
請
書
を
提
出
。

▼
提
出
期
限

　８
月
31
日
㈭

※
秋
散
布
の
申
請
期
限
は
後
日
お

　知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
１

堆
肥
の
購
入
、
散
布
を
支
援
し
ま
す

▼
対
象
経
費
及
び
補
助
率

○
狩
猟
免
許
取
得
経
費
：
全
額

○
銃
砲
所
持
許
可
に
係
る
経
費

①
各
種
手
数
料
：
全
額

②
許
可
申
請
時
の
医
師
診
断
料

　

　：
上
限
２
０
０
０
円

○
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
に
必
要
な

　物
品
の
購
入

①
対
象
物
品

　銃
器
、
銃
保
管
庫

　装
弾
保
管
庫

②
補
助
率

　購
入
に
か
か
っ
た

　

　経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

　１
２
８
０
０
０
円
）

▼
申
請
期
限

　８
月
25
日
㈮

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
６

新
規
の
狩
猟
免
許
取
得
を
支
援
し
ま
す

　町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
対
策
に
係
る
電
気
柵
の

設
置
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　農
業
者
、
農
業
者
グ

　ル
ー
プ
の
方
な
ど

▼
対
象
事
業

　町
内
に
お
け
る
被

　害
防
止
の
た
め
の
電
気
柵
設
置

▼
補
助
率

　補
助
対
象
事
業
に
要

　す
る
経
費
の
１
／
２
以
内
で
１

　件
当
た
り
上
限
５
０
０
０
０
円

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
の
着
工
は

　認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　く
だ
さ
い
。

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
６

電
気
柵
の
設
置
を
支
援
し
ま
す

平成２９年度
工業統計調査に
ご協力ください

　
平
成
29
年
６
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
「
工
業
統
計
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全

国
の
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
を

対
象
に
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
、
産
業
政
策
、
中
小
企
業
政

策
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　事
業
所
に
は
、
県
知
事
の
任
命

を
受
け
た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に

保
護
さ
れ
ま
す
。

▲コウちゃん
（工業統計キャラクター )

▲農作物を鳥獣から守ろう

▲一緒に被害を防ぎましょう！

問町まちづくり課 
情報統計グループ　
☎４２ー６６６８
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生
活
応
援
ロ
ー
ン

　資
金
使
途
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

融
資
制
度
を
選
択
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
対
象
者

　同
じ
勤
務
先
に
１
年

　以
上
お
勤
め
で
、
昨
年
の
年
収

　１
５
０
万
円
以
上
の
町
内
在
住

　ま
た
は
町
内
で
勤
務
す
る
方
。

 

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

制
度
で
す
。
卒
業
後
、
県
内
に
就

職
し
た
場
合
、(

公
財)

山
形
県

勤
労
者
育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら

の
利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
10
月
よ
り
金
利
を
引

　下
げ
ま
し
た
。

▼
特
別
金
利
取
扱
期
間

　

　９
月
末
日
ま
で

▼
融
資
対
象

　大
学
・
短
大
な
ど

　の
入
学
金
や
授
業
料
、
仕
送
り

　な
ど
の
教
育
費
用

▼
融
資
限
度
額

　１
０
０
０
万
円

▼
特
別
金
利
（
保
証
料
不
要･

固

　定
金
利
）
　

○
５
年
以
内

　年
２
・
30
～
２
・
80
％
　

○
７
年
以
内
　

　年
２
・
65
～
３
・
15
％
　

○
10
年
以
内

　

　年
２
・
95
～
３
・
45
％

※
元
金
据
置
期
間
を
含
む

問(

公
財)

山
形
県
勤
労
者
育
成

　教
育
基
金
協
会
　

☎
０
２
３
ー
６
３
５
ー
０
１
０
１

資金用途 限度額 返済期間 金　利
生活資金・耐久消費
財購入等 １００万円 ７年以内 2.50％

教育資金など ３００万円 １０年以内 1.50％
出 産、育児、医療、
介護費など １００万円 ７年以内 1.20％

自動車購入資金、自
動車に関する資金 ２００万円 ７年以内 1.60％

勤
労
者
の
生
活
を
応
援
し
ま
す

　勤
労
者
の
方
々
の
生
活
支
援
を
目
的
に
、
東
北
労
働
金
庫
と
提
携
し
た

生
活
応
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
東
北
労
働
金
庫
南
陽
支
店
　☎

40
ー
３
５
１
１

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
４月１４日

地上から
の高さ 川西中学校

１００㎝ ０．０７
　５０㎝ ０．０７

町内中学校グラウンド
　　　　　　　　空間放射線量
問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

口
座
残
高
の
確
認
を

　今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
納
付
月
で
す
。
納
付
期

限
は
５
月
31
日
㈬
、
口
座
振
替
日

は
５
月
29
日
㈪
で
す
。
納
め
忘
れ

が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
口

座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
残
高
不
足
な
ど

で
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
再

度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　
納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口

座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
末
日
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
20
日
）
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
た
も
の
は
、
翌
月

以
降
の
口
座
振
替
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。

　す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
口
座
振
替
を
依
頼
し

て
い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し

た
場
合
、
新
た
な
税
目
の
口
座
振

替
依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
町
税
務
会
計
課 

収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４

納
付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

　町
税
・
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
完
納
し
な
い
納
税
義
務
者
の

方
に
は
、
納
付
期
限
後
に
督
促
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　町
で
納
付
の
確
認
を
す
る
の
に

１
週
間
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て

か
ら
納
付
し
た
場
合
、
納
付
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
督
促
状
を
発
送

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

家
屋
の
新
築
、
増
改
築
、

　
　
取
り
壊
し
は
連
絡
を
！

　固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
新
築
、

増
改
築
、
取
り
壊
し
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
翌
年
の
税
額
が
変
わ
り

ま
す
。
新
築
、
増
改
築
、
取
り
壊

し
な
ど
を
し
た
方
は
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
連
絡
後
、
担
当
職

員
が
現
地
に
伺
い
、
所
有
者
の
方

立
会
い
の
も
と
、
家
屋
評
価
調
査

を
行
い
ま
す
。

問
町
税
務
会
計
課
　町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
４

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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　置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
及

び
ハ
ー
ブ
の
利
活
用
法
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ハ
ー
ブ
利
活
用
委
員
会
の
新
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
委
員

は
、
商
品
開
発
や
置
賜
公
園
ハ
ー

ブ
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ア
な
ど
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数

　若
干
名

▼
活
動
内
容

○
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

　

　フ
ェ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
・
栽

　培
補
助

○
商
品
開
発・販
売（
ハ
ー
ブ
ガ
ー

　デ
ン
フ
ェ
ア
や
春
待
ち
市
等
の

　イ
ベ
ン
ト
に
て
）

○
年
６
回
程
度
会
議
を
開
催
予
定

▼
申
込
締
切

　５
月
31
日
㈬

ハ
ー
ブ
の
利
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　町
で
は
、
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
の
利
活
用
推
進
の
た
め
、

「
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
取
得
し
、
活
動
す
る
方
を
支
援

し
ま
す
。

▼
対
象
者

　本
町
に
住
所
を
有
す

　る
方
又
は
本
町
ハ
ー
ブ
利
活
用

　委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方

　で
、
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

　ン
に
積
極
的
に
関
わ
る
方

▼
対
象
資
格

　日
本
園
芸
協
会
主

　催
の
養
成
講
座
に
て
取
得
す
る

　ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　資
格

「
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
支
援

▼
条
件

　本
町
の
ハ
ー
ブ
利
活
用

　委
員
と
し
て
登
録
し
活
動
す
る

▼
対
象
経
費
・
補
助
金
額

　ハ
ー

　ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
取

　得
の
た
め
の
受
講
料
の
２
分
の

　１
以
内（
上
限
２
１
５
０
０
円
）

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
提
出

※
申
請
書
は
担
当
課
に
準
備
し
て

　い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　５
月
31
日
㈬

▼
採
否
決
定

　審
査
を
行
い
、
採

　否
を
決
定

置賜公園ハーブガーデンフェア２０１７
✿期間　６月１７日㈯～７月９日㈰　午前１０時～午後４時
✿会場　置賜公園ハーブガーデン
※詳細はフェイスブック、町ホームページ、町報かわにし 6月号で
問町産業振興課　商工観光グループ　☎４２－６６４５
問町観光協会　☎５４ー１５１５

　「ダ
リ
ヤ
の
里
か
わ
に
し
案
内

人
」
で
は
、
ま
ち
あ
る
き
の
先
進

地
を
訪
問
し
観
光
ガ
イ
ド
活
動
に

つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

　６
月
４
㈰

▼
場
所

　新
潟
県
長
岡
市

▼
参
加
費

　２
０
０
０
円

　（昼
食
代
は
各
自
）

▼
交
通
手
段

　ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

　

　シ
ー
（
乗
り
合
い
）

▼
申
込
方
法

　電
話
に
て
お
申
込

　み
く
だ
さ
い
。

　（定
員
９
名
に
な
り
次
第
終
了
）

【
研
修
会
行
程
表
】

●
午
前
７
時
30
分

　町
役
場
出
発

●
午
前
11
時

　

　長
岡
市
寺
泊
内
研
修
・
昼
食

●
午
後
５
時
30
分

　

　町
役
場
到
着
予
定

申
込
・
問 

川
西
町
観
光
協
会
事

　務
局 

☎
54
ー
１
５
１
５

ダ
リ
ヤ
の
里
か
わ
に
し
案
内
人

　
　
　
　
　
　研
修
会
参
加
者
を
募
集
！

　町
で
は
、
気
軽
に
始
め
ら
れ
る

環
境
保
全
活
動
と
し
て
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　町
内
在
住
の
親
子
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　６
月
10
日
㈯

　午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▼
場
所

　役
場 

駐
車
場
南
側

▼
内
容

　ア
サ
ガ
オ
の
植
え
方
・

　育
て
方

▼
持
物

　軍
手
・
園
芸
用
ス
コ
ッ

　プ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　町
内
在
住
の
小
学
生

　以
下
の
子
供
と
親 

先
着
20
組

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込

　６
月
７
日
㈬
ま
で
、
担

　当
課
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　だ
さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

「
親
子
で
作
ろ
う
！
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　講習
会
参
加
者
募
集
！

ア
サ
ガ
オ
の
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
　
　
　
　
　
　
　講習
会
参
加
者
募
集
！

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も

随
時
募
集
中
！

町報かわにし　14平成２９年５月１５日

▼
日
時

　６
月
21
日
㈬

　午
前
９
時
～
正
午
　

▼
会
場

　川
西
町
多
目
的
運
動
場

　（雨
天
時
：
町
民
体
育
館
）

　
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
は
一
緒
に

楽
し
く
活
動
す
る
会
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
入
会
希
望
の
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
対
象
者

　町
内
に
在
住
す
る
60

　歳
以
上
の
方
（
老
人
ク
ラ
ブ
に

　加
入
し
て
い
な
く
て
も
参
加
で

　き
ま
す
。）

▼
申
込
先

　町
内
各
地
区
交
流
セ

　ン
タ
ー

　こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
当
日
の
応
援
も
大
歓

迎
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

第
45
回
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
！

▲ぜひ参加ください！

★
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
と
は

　川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

愛
称
で
す
。
こ
の
「
き
ら
ら
」
に

は
「
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
き

ら
き
ら
と
輝
く
」
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　昨
年
、
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
は

設
立
61
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
町

内
で
は
30
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　

　佐
藤
　☎

46
ー
３
０
４
０

「
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
」
会
員
募
集
！

▼
日
時

　６
月
29
日
㈭

　午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
会
場

　生
き
が
い
交
流
館

　（羽
前
小
松
駅
東
側
）

※
タ
ク
シ
ー
で
無
料
送
迎
あ
り
。

▼
参
加
費

　５
０
０
円（
弁
当
代
）

▼
内
容

　グ
ル
ー
プ
毎
の
茶
話
会
、

　軽
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
。
障
が

　い
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流

　を
目
的
と
し
た
、
楽
し
い
サ
ロ

　ン
で
す
。

▼
対
象

　町
内
に
お
住
い
で
、
身

　体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

▼
申
込

　お
名
前
、
住
所
、
電
話

　番
号
、
生
年
月
日
、
障
害
の
部

　位
、
タ
ク
シ
ー
送
迎
の
要
否
を

　電
話
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

▼
締
切

　５
月
31
日
㈬

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
　

　佐
藤
　☎

46
ー
３
０
４
０

身
体
障
が
い
者
“
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
”

　町
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
量
、

保
険
料
な
ど
を
ま
と
め
る
介
護
保

険
事
業
計
画
並
び
に
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
ご
意

見
を
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
に
関
心
が

あ
り
、
計
画
策
定
に
参
画
希
望
の

方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

　町
内
在
住
で
、
平

　成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
40
歳

　以
上
の
介
護
保
険
被
保
険
者

▼
募
集
人
数

　１
名

※
委
員
会
は
全
体
で
15
名
の
委
員

　で
構
成
さ
れ
ま
す
。

▼
委
員
任
期

　平
成
30
年
３
月
31

　日
ま
で

▼
委
員
会

　５
回
程（
平
日
日
中
）

※
第
１
回
は
６
月
開
催
予
定

▼
応
募
方
法

　担
当
課
に
備
え
付

　け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　記
入
、
押
印
し
提
出

▼
応
募
期
限

　５
月
31
日
㈬

　午
後
５
時
ま
で

問
町
健
康
福
祉
課
　介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
募
集
！

　町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

健
康
と
体
力
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
川
西
町
健
康
体
力
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
約
20

名
が
委
員
と
な
り
、
年
２
回
程
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
、
健
康
体

力
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
を
審

議
、
企
画
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
幅
広
く
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
に
、
町
民
の
方
か

ら
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

▼
要
件

　健
康
な
町
を
め
ざ
し
、

　健
康
体
力
づ
く
り
推
進
の
た
め

　の
事
業
を
審
議
、
企
画
い
た
だ

　け
る
方
１
名

▼
応
募
締
め
切
り

　６
月
９
日
㈮

▼
委
員
委
嘱
任
期

　平
成
29
年
度

　～
30
年
度
（
２
年
間
）

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

健康体力づくり推進
協議会委員募集中

健 康 情 報 ひ ろ ば

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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まちからのお知らせ
town information

❖受付時間　午前１０時３０分～１１時１０分 
　　　　　　（事前申し込みが必要です。）
❖集合場所　羽前小松駅
❖持 ち 物 　昼食、雨具
❖コ ー ス

　　　　　　

❖申し込み締切　６月７日㊌ 
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
① の申込先・問町産業振興課 ☎４２－６６４５

６月１０日 土 はひめさゆりデー！ 昼食時山菜汁を
無料でふるまいます

羽前小松駅を発着として下小松古墳群や田んぼ道を歩
く約 12㎞のコースです。国指定史跡下小松古墳群に
咲くヒメサユリやニッコウキスゲなどの里山の花々や、
ハッチョウトンボなど希少な昆虫とふれあい、美しい
田園風景のなかウォーキングを楽しんでみませんか。

❖開催時間　午前１０時～午後１時  
❖集合場所　下小松古墳群ふれあい広場
❖持 ち 物 　昼食（おにぎり等）
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
② ③ の申込先
問犬川地区交流センターえぐべ ☎４２－２６４２

①「花ウォーク」ひめさゆりコース

②親子里山体験 ③ひめさゆり鑑賞会

　　　　　　

　　　　11:20　 12:00  14:30　　      15:45

ゴ
ー
ル
！▲

羽
前
小
松
駅

▲

ま
ち
な
か
歩
き

▲

諏
訪
神
社
散
策

▲

下
小
松
古
墳
群

▲

羽
前
小
松
駅

ス
タ
ー
ト
！

※時間は目安です。コースは変更
　となる場合があります。

ひめさゆりの咲く下小松
古墳群のふもとで、おう
ちのひとといっしょに里
山の自然とふれ合いませ
んか？
※楽しいイベントもある

よ！！

東北有数の大古墳群、下
小松古墳群には、ひめさ
ゆりや珍しい植物や昆虫、
町の木でもある赤松林な
ど魅力がいっぱいです。
たくさんの自然とふれ合
いながら、下小松古墳群の
魅力を満喫してください。

いぬかわ地区食の応援団・直売所を開設します！
❖開催時間　午前１０時～午後２時
❖場　　所　下小松二番公民館脇駐車場

川
西
夏
ま
つ
り

　
　今
年
も
開
催
！

○
日
時
：
８
月
11
日
㈮
㈷

　
　
　
　午
後
３
時
～
９
時

○
会
場
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
及
び

　
　
　J
A
山
形
お
き
た
ま
本
店
周
辺

　今
年
も
、
川
西
夏
ま
つ
り
開
催
に
向
け
た
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
時
と
会
場
も
決
ま
り
、

実
行
委
員
会
で
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町
報
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　８
月
11
日
は
、
ぜ
ひ
川
西
夏
ま
つ
り
へ
ご
家

族
や
友
人
の
方
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
町
ま

　ち
づ
く
り
課
内
） 

☎
42
ー
６
６
１
３

　川西ダリヤ園の開園期間中、来園者が投票お気に入りの花壇に投票する「マイガーデ
ンコンテスト」を開催します。
　園内の花壇を無料で貸出します。ぜひ自分だけのオリジナル花壇をみなさんに披露し
ましょう。
■ 対　象　者　開園期間中に花壇を管理できる方。
　　　　　　　（個人・団体・企業を問いません。）
■ 花壇の条件　必ずダリアを入れること。
■ 募集花壇数　６花壇（直径約４ｍ）

あなただけの「マイガーデン」を作ろう

■ 経　　　費　花苗や管理経費は、参加者負担。
■ そ　の　他　ダリアの球根は町から提供します。
■ 申 込 締 切　５月３１日㈬　定員を越えたら抽選
問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

▲昨年度最優秀
　シナリーさんの花壇

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑥
～

　山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の

西
大
塚
駅
は
、
旧
長
井
軽
便
線
の

駅
舎
と
し
て
大
正
２
年
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
本
屋
は
桁
行
七
間
半

梁
間
二
間
、
木
造
の
平
屋
建
、
切

妻
造
の
鉄
板
葺
で
、
事
務
室
や
切

符
売
り
場
、
手
小
荷
物
用
の
窓
口

な
ど
が
ほ
と
ん
ど
開
業
当
時
の
状

態
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
長

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

「
西
大
塚
駅
」（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

１
０
４
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
石
造

谷
積
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
あ
わ

せ
て
、
平
成
27
年
８
月
４
日
に
は

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　大
正
３
年
に
開
業
し
た
長
井
軽

便
線
は
、
現
在
の
川
西
町
に
相
当

す
る
地
域
で
は
初
め
て
の
鉄
道
と

い
う
こ
と
で
、
汽
車
を
一
目
見
よ

う
と
多
く
の
人
々
が
駅
に
押
し
寄

せ
た
と
い
い
ま
す
。
大
塚
村
で
は

村
を
挙
げ
て
の
大
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
日
中
は
仮
装
行
列
、
夜
は
提

灯
行
列
や
花
火
な
ど
で
大
変
な
盛

り
上
が
り
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　利
用
客
減
少
の
た
め
平
成
11
年

に
は
完
全
な
無
人
駅
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
で
も
高
校
生
の
通
学
な

ど
に
利
用
さ
れ
、
地
域
の
人
々
に

よ
る
定
期
的
な
清
掃
活
動
も
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懐
か

し
い
雰
囲
気
を
味
わ
う
た
め
に
全

国
か
ら
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
鉄

道
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

▲国の有形文化財に登録された木造の西大塚駅舎

　「川
西
町
の
よ
う
な
、
地
方
で

の
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
る
」
と
い

う
方
が
非
常
に
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　東
京
都
内
で
、
各
都
道
府
県
の

案
内
所
を
設
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
平
成
20
年
に
比
べ
平

成
27
年
の
来
訪
相
談
件
数
は
９
・

８
倍
に
も
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
、

農
村
漁
村
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。「
す
ぐ
に
地
方
移

住
し
た
い
」
と
い
う
方
も
い
れ

ば
、
大
部
分
が
「
地
方
へ
の
興
味

が
あ
る
」「
漠
然
と
し
た
地
方
へ

の
興
味
が
あ
る
」
と
い
っ
た
気
持

ち
を
持
ち
な
が
ら
、
ど
こ
か
自
分

に
ぴ
っ
た
り
合
う
「
と
こ
ろ
」
や

「
こ
と
（
イ
ベ
ン
ト
）」
は
な
い
か
、

と
探
し
て
い
ま
す
。

大
豆
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
も
そ
の
ひ

と
つ
で
す
。
半
日
の
農
作
業
と
み

ん
な
で
作
る
お
昼
ご
は
ん
、
時
に

は
お
豆
腐
づ
く
り
や
味
噌
作
り
を

行
い
、
地
元
の
人
も
都
市
部
の
人

も
一
緒
に
わ
い
わ
い
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
年
間
５
回
の
こ
の
事
業

に
、
都
市
部
か
ら
の
参
加
者
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
も
き
っ
と
「
漠
然
と
し
た

地
方
へ
の
興
味
が
あ
る
」
人
た
ち

が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

参
加
者
が
増
え
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん「
紅
大
豆
オ
ー

ナ
ー
」
と
い
う
事
業
が
き
ち
ん
と

確
立
し
、
初
め
て
の
方
も
参
加
し

や
す
い
雰
囲
気
、
紅
大
豆
の
魅
力

も
伴
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
部
の
方
と
の
交
流
の
形
態

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
経
済
交
流
、
地

か
わ
に
し
フ
ァ
ン
の
増
加
を
実
感

元
の
方
々
の
や
り
が
い
面
を
重
視

す
る
交
流
、
地
域
づ
く
り
に
活
か

す
交
流
な
ど
、
目
指
す
と
こ
ろ
の

違
い
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
都

市
部
の
方
が
こ
れ
だ
け
漠
然
と
で

あ
り
な
が
ら
も
関
心
を
寄
せ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、「
ま
さ
か
都

市
部
か
ら
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
い

う
考
え
を
払
拭
し
、「
こ
と
（
イ

ベ
ン
ト
）」
を
案
内
（
発
信
）
し

て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
都

市
部
の
方
が
参
加
で
き
る
き
っ
か

け
を
多
く
つ
く
り
、
多
く
の
交
流

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

都
会
か
ら
の
参
加
者
が
増
加

　私
た
ち
も
、
実
際
の
「
移
住
」

に
至
っ
て
い
な
く
て
も
、
町
内
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
都
市
部

か
ら
参
加
す
る
方
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
も
協
力
し
て
い
る
、
東

沢
の
農
事
組
合
法
人 

夢ゆ
め
り里

（
代

表 

登
坂
賢
治
さ
ん
）
主
催
の
「
紅

問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進

　機
構

　☎
54
ー
３
０
０
６

今
年
も
あ
い
ぱ
る
か
ら
発
信

　や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

構
は
、
平
成
29
年
度
も
川
西
町
交

流
館
あ
い
ぱ
る
の
一
角
に
事
務
所

を
置
き
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
移

住
に
関
す
る
相
談
や
今
年
度
か
ら

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
発
信
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　他
に
も
、
豆
を
通
し
た
交
流
事

業
や
教
育
旅
行
な
ど
、
多
角
的
に

事
業
を
実
施
し
な
が
ら
発
信
し
、

都
市
部
の
方
の
受
入
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か

様
々
な
場
面
で
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲都会の参加者も笑顔に（紅大豆オーナー）
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あなたが受けられる町の検診を確認してみましょう
あなたの年齢は？

（平成３０年４月１日時点）

４０歳～７４歳 ７５歳以上 １９歳～３９歳

あなたの保険証は？

後期高齢者医療保険

保険証を問わず川西
町に住所があれば受
けられます。

川西町
国民健康保険

川西町国民健康保険
以外の保険

各種がん検診 健康診査・
各種がん検診

１９歳以上：健康診査
２０歳以上：子宮頸がん
　　　　　 検診

特定健診・
国保人間ドッグ
各種がん検診

※　　健康保険の被扶養者及び任意継続の方は、町の各地区検診会場で特定健診とがん検診を同時に受けら
れる場合があります。各保険者より送付される案内文をご確認ください。

あなたの保険証は？

平成２９年度の各種検診が始まります
　１年に１回健診を受け、ご自身の体の状態を知り、生活習慣病を予防しましょう！

あなたが受けられる町の検診を確認してみましょうあなたが受けられる町の検診を確認してみましょうあなたが受けられる町の検診を確認してみましょう

加入者
本人

被扶養者及び
任意継続者※

■がん検診を受けましょう　　　　　　　　
無料クーポンを送付します

　町では、子宮頸がん・乳がん検診の無料検診を実施
します。対象の方にクーポン券を郵送しますので、お
手元にクーポン券が届いてから受診してください。こ
の機会にぜひ受診し、健康管理にお役立てください。
　5 月下旬にクーポン券と一緒に案内文を郵送します。
詳細はそちらをご覧ください。
■ 対象者
 　4 月２０日現在本町に住所がある、下記の方

年齢基準日：H30.4.1 現在

■肝炎ウイルス検診を受けましょう　　　　
無料検診を行います

　町では、下記の方を対象に肝炎ウイルス検診を無料
で実施します。この機会にぜひ受診して、健康管理に
お役立てください。５月下旬ごろ通知文を送付します。
詳細はそちらをご覧ください。
■ 対象者　下記生年月日に該当し、検診日当日に在
　本町に住所がある方で過去に肝炎ウイルス検診を受
　けたことがない方。（年齢基準日：H30.4.1 現在）

検診項目 生年月日 年齢

子宮頸がん検診 平成８年４月２日～
　　平成９年４月１日 21歳

乳がん検診 昭和５１年４月２日～
　昭和５２年４月１日 41歳

生年月日 年齢
昭和５１年 4月 2日～昭和５２年４月１日 ４１歳
昭和４６年 4月 2日～昭和４７年４月１日 ４６歳
昭和４１年 4月 2日～昭和４２年４月１日 ５１歳
昭和３６年 4月 2日～昭和３７年４月１日 ５６歳
昭和３１年 4月 2日～昭和３２年４月１日 ６１歳
昭和２６年 4月 2日～昭和２７年４月１日 ６６歳
昭和２１年 4月 2日～昭和２２年４月１日 ７１歳

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
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まちからのお知らせ
town information

高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
に

　町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
方
が
、
安
心
し
て
川
西
町
で
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
の
８
月
か
ら
、
子
育
て
支
援
医
療
証
の
対
象

を
高
校
３
年
生
相
当
（
18
歳
に
な
っ
て
最
初
に
迎
え
る
３
月
31
日
ま
で
）

に
拡
大
し
ま
す
。

　新
た
に
申
請
が
必
要
に
な
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　本
町
に
お
住
ま
い
の
、

　０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
相
当
ま

　で
の
お
子
さ
ん

▼
申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

　平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

（
高
校
生
以
上
の
お
子
さ
ん
）

※
手
続
が
必
要
な
方
に
は
、
５
月

　中
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
。

　

　申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
く

　だ
さ
い
。

※
「
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者

　医
療
証
」「
ひ
と
り
親
家
庭
等

　医
療
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　る
方
、
生
活
保
護
受
給
者
は
、

　対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
医
療
証
の
交
付

　申
請
の
あ
っ

　た
方
へ
７
月
下
旬
に
送
り
ま
す
。

▼
適
用
と
な
る
医
療
機
関

　山
形
県
内
の
医
療
機
関

※
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た

　場
合
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担

　分
を
支
払
い
下
さ
い
。
後
日
、

　領
収
書
を
持
参
し
、
申
請
す
れ

　ば
、
自
己
負
担
分
の
医
療
費
が

　支
払
わ
れ
ま
す
。

※
有
効
期
間
中
に
、
住
所・氏
名・

　保
険
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合

　や
、
転
出
す
る
場
合
は
健
康
福

　祉
課
ま
で
忘
れ
ず
に
届
出
く
だ

　さ
い
。

８
月
か
ら
！

小
松
小
学
校
と
東
沢
小
学
校

▼
期
日

　２
月
27
日
㈪

〈
学
校
経
営
部
会
〉

○
交
流
事
業
の
実
施

　小
松
小
学
校
で
交
流
活
動
（
給

食
含
む
）
を
行
う
。
校
外
大
会
で

は
、
陣
地
を
隣
接
さ
せ
、
合
同
練

習
な
ど
も
検
討
す
る
。

　東
沢
小
学
校
児
童
に
小
松
小
学

校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

の
演
奏
を
聴
く
機
会
を
作
り
、
ク

ラ
ブ
へ
の
編
入
も
配
慮
す
る
。

〈
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
交
流
部
会
〉

○
小
松
小
学
校
を
母
体
に
再
編

　Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
運
営
は
、
小
松

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
運
営
と
し
、

役
員
配
分
な
ど
を
考
慮
す
る
。
会

費
は
、
小
松
小
学
校
の
額
と
す
る
。

　小
松
小
学
校
教
育
後
援
会
に
、

東
沢
地
区
の
方
に
も
加
入
、
協
賛

を
依
頼
す
る
。

〈
通
学
部
会
〉

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を
実
施

　東
沢
地
区
お
よ
び
大
字
下
奥
田

の
児
童
を
対
象
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
通
学
を
実
施
す
る
。

　バ
ス
の
路
線
は
、
全
14
箇
所
の

停
車
場
と
し
、
最
長
で
35
分
程
度

と
す
る
が
、
道
路
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
適
宜
変
更
し
な
が
ら
、
児

童
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
柔

軟
に
対
応
す
る
。

〈
総
務
部
会
〉

○
小
松
小
学
校
の
運
動
着
に
統
一

〈
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
交
流
部
会
〉

○
中
郡
小
学
校
の
規
約
に
よ
る

　Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
体
制
は
、
現
中
郡

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
規
約
に
基
づ
く
。

〈
通
学
部
会
〉

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を
実
施

　高
山
小
学
校
区
の
児
童
を
対
象

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を
実
施

す
る
。

　バ
ス
の
路
線
は
、
全
７
箇
所
の

停
車
場
と
し
最
長
で
12
分
程
度
と

す
る
が
、
道
路
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
適
宜
変
更
し
な
が
ら
、
児
童
が

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
柔
軟
に

対
応
す
る
。

〈
総
務
部
会
〉

○
中
郡
小
学
校
の
運
動
着
に
統
一

中
郡
小
学
校
と
高
山
小
学
校

▼
期
日

　３
月
２
日
㈭

〈
学
校
経
営
部
会
〉

○
交
流
学
習
な
ど
を
実
施

　各
学
期
に
交
流
学
習
を
行
う
。

合
同
で
発
表
会
を
行
い
、
保
護
者

に
も
参
観
し
て
も
ら
う
。

　宿
泊
学
習
（
中
郡
小
５
年
、
高

山
小
５
、６
年
）
を
一
緒
に
行
い
、

交
流
活
動
を
実
施
す
る
。

　３
学
期
の
児
童
会
役
員
選
出
で

は
、
高
山
小
の
児
童
も
参
加
す
る
。

今
後
も
協
議
を
継
続
し
て

　今
後
も
委
員
会
、
専
門
部
会
等

で
、
さ
ま
ざ
ま
協
議
い
た
だ
き
、

平
成
30
年
４
月
の
学
区
再
編
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　会
議
録
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
８

学
区
再
編
に
向
け
た
協
議
状
況
報
告

　平
成
30
年
４
月
の
小
松
小
学
校
と
東
沢
小
学
校
、
中
郡
小
学
校
と
高

山
小
学
校
に
よ
る
学
区
再
編
に
向
け
て
各
開
校
準
備
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進

　

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
２
１
１
４
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まちからのお知らせ
town information

▼
日
時

　６
月
13
日
㈫
　

　午
後
３
時
30
分
～
　

▼
会
場

　中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
講
師

　明
治
大
学
農
学
部
教
授

　
　
　
　小
田
切
　徳
美
氏

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

「
地
方
創
生
」・「
田
園
回
帰
」
を

提
唱
し
て
い
る
、
明
治
大
学
農
学

部
の
小
田
切
徳
美
教
授
を
講
師
に

お
迎
え
し
、「
地
域
づ
く
り
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

地
域
づ
く
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　地
域
を
元
気
に
す
る
ス
キ
ル
を

磨
き
た
い
方
に
朗
報
！
地
域
づ
く

り
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

町
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
講
座
」
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

　こ
の
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
を

「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
に

認
定
し
、
各
地
区
な
ど
の
地
域
づ

く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
画
い
た

だ
き
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
だ
け
で
な
く
仕
事

に
も
活
か
せ
る
ス
キ
ル
も
身
に
付

き
ま
す
！
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
講
座
内
容

①
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
評
価
診
断
能

力
な
ど

②
実
践
活
動

　受
講
者
が
自
ら
企
画
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

て
実
践
し
ま
す
。

③
交
流
促
進

　受
講
者
同
士
や
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
者
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

▼
講
座
期
間
・
回
数

　６
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
、
概

　ね
８
回
程
度

▼
募
集
定
員

　10
名

▼
募
集
資
格

　年
齢
、
性
別
な
ど

　は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
受
講
料

　無
料

▼
申
込
方
法

　担
当
課
又
は
各
地

　区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ

　る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　入
の
上
、
担
当
課
ま
で
提
出
。

▼
募
集
期
限

　６
月
９
日
㈮

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
講
生
募
集
！

▲スキルが身に付き人脈もひろがる講座

エ
コ
ス
タ
イ
ル
・

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

　全
国
的

に
人
口
減

少
や
少
子

高
齢
化
社

会
が
進
み
、

地
域
の
過

疎
化
が
進
む
と
、
集
落
の
あ
り
方

な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

　町
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意

識
醸
造
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
を
目
指
し
、
今
年
も
「
か
わ

に
し
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
取
組
み

○
庁
舎
内
の
冷
房
温
度
を
28
℃
に

○
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
。

○
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

　組
み
を
徹
底
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　10
月
６
日
㈮
ま
で

問
町
総
務
課 

行
政
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
０

　
町
で
は
、
新
庁
舎
整
備
に
あ
た

り
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
役
割

　新
庁
舎
整
備
に
対
す
る

　意
見
・
助
言
な
ど

▼
委
員
任
期

　委
嘱
の
日
か
ら
平

　成
31
年
３
月
31
日
ま
で

▼
募
集
人
数

　若
干
名
（
選
考
を

　行
い
、
結
果
を
郵
送
）

▼
応
募
資
格

　町
内
在
住
の
20
歳

　以
上
の
方
で
、
月
１
回
程
度
の

　会
議
（
平
日
の
夜
間
を
想
定
）

　に
継
続
参
加
で
き
る
方 

▼
費
用
弁
償

　町
の
規
定
に
よ
る 

▼
応
募
方
法

　応
募
用
紙
に
必
要

　事
項
を
記
載
し
、
担
当
課
に
郵

　送
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参

　な
ど
で
提
出

▼
そ
の
他

　応
募
用
紙
は
、
担
当

　課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　５
月
26
日
㈮

　午
後
５
時
必
着

▼
第
１
回
会
議

　６
月
上
旬
予
定

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
公
募
委
員
募
集
！

問
町
未
来
創
造
室

　☎
42
ー
６
６
０
４

▲さわやかな役場に

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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国保人間ドック
会　　場 南陽検診センター

受付時間
男性：午前７時３０分～８時００分
女性：午前７時００分～７時３０分

対 象 者 実 施 日

４０歳～７４歳
の川西町国民健
康保険被保険者
の方で、受診希
望の方

　５月３１日㈬　　６月２６日㈪
　７月２５日㈫　　８月３０日㈬
　８月３１日㈭　　９月２２日㈮
　９月２５日㈪　１０月３０日㈪
１０月３１日㈫　１１月　２日㈭　
１１月２４日㈮

※年度内に７５歳に到達する方（S17.4.1 ～ S18.3.31）で、
国保人間ドックの受診を希望する方は、誕生日前であれば
受診できますので、町健康福祉課までお問合せ下さい。

子宮頸がん・乳がん検診
会　　場 南陽検診センター
受付時間 午後１時００分～１時２０分
対 象 者 実 施 日

・子宮頸がん検診：
　20 歳以上の女性
・乳がん検診：
　40 歳以上の女性

国の指針に基づき、
今年度から乳がん
検診の視触診を行
いません。

　５月２９日㈪　　６月　６日㈫
　６月１５日㈭　　６月２８日㈬
　７月　７日㈮　　７月１８日㈫
　７月２１日㈮　　８月　２日㈬
　８月２１日㈪　　８月２９日㈫
　９月　６日㈬　　９月２１日㈭
　９月２９日㈮　１０月１１日㈬
１０月２４日㈫　

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

各地区検診

検診項目

特定健診、健康健診、
呼吸器検診、胃がん検診、
大腸がん検診、前立腺がん検診、
骨粗しょう症検診、
肝炎ウイルス検診

受付時間 午前７時３０分～９時００分
実 施 日 検診会場

　６月　１日㈭
　６月　２日㈮ 犬川地区交流センターえぐべ

　６月２３日㈮
　６月２７日㈫ 玉庭地区交流センター四方山館

　７月１０日㈪
　７月１１日㈫
　７月１２日㈬
１０月２６日㈭
１１月　１日㈬
１１月　２日㈭

川西町交流館あいぱる
（旧町立第２中学校）

　７月３１日㈪ 東沢活性化センター
　８月３１日㈭
　９月　１日㈮
　９月１１日㈪
　９月１２日㈫
　９月１３日㈬

町農村環境改善センター

１１月１３日㈪
１１月１４日㈫
１１月１５日㈬

大塚地区交流センター治平館

置賜管内の医療機関でも子宮頸がん・乳がん検診が受けられます
▼平成２９年度 子宮頸がん検診・乳がん検診実施医療機関

医療機関名 住　所 電話番号 子宮頸が
ん検診

乳がん
検診

小川医院 南陽市郡山１０８２－１０ ☎４３－２０５５ ○
公立置賜南陽病院 南陽市宮内１２０４ ☎４７－３０００ ○
佐藤産婦人科医院 南陽市宮内２５４５ ☎４７－２１２１ ○
公立高畠病院 高畠町大字高畠３８６ ☎５２－１５００㈹ ○ ○
いまい医院 米沢市花沢町２６９５－５ ☎２２－１８６７ ○
産科・婦人科さくらクリニック 米沢市塩井町塩野１４９５－５ ☎２６－１０８７ ○
三友堂病院 米沢市中央六丁目１－２１９ ☎２４－３７００ ○ ○
産科・婦人科 島貫医院 米沢市中央２－５－１２ ☎２３－１７７６ ○
舟山病院 米沢市駅前二丁目４－８ ☎２３－４４３５ ○ ○
ゆめクリニック 米沢市東三丁目９－３ ☎２６－１５３７ ○
米沢市立病院 米沢市相生町６－３６ ☎２２－２４５０ ○ ○

※ ○印は検診実施可能機関を表します。実施医療機関につきましては、変更になる場合もあります。
子宮頸がん・乳がん検診を申し込んでいない方で、受診をご希望の方は

直接医療機関にお申し込みください。

平成２９年度各種検診を希望される方の日程は下記のとおりです
健 康 情 報 ひ ろ ば
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齊
藤
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　齊
藤
　哲
夫 

先
生

 

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
２
回
　元
気
で
長
生
き

　
　
　
　ー 

高
血
圧
予
防 

ー

　そ
の
た
め
に
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
が
ん

に
関
し
て
は
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が

大
原
則
で
す
。
脳
卒
中
と
心
筋
梗
塞
は
い

ず
れ
も
動
脈
硬
化
の
病
気
で
す
の
で
、
病

気
と
し
て
は
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、

糖
尿
病
な
ど
を
治
療
す
る
こ
と
が
、
日
常

生
活
で
は
禁
煙
、
運
動
、
肥
満
予
防
（
メ

タ
ボ
）、
大
量
飲
酒
の
制
限
が
大
切
で
す
。

　正
常
な
血
圧
は
、
健
診
や
外
来
で

１
４
０
／
90
未
満
、
自
宅
で
１
３
５
／
85

未
満
が
基
準
で
す
。
こ
の
基
準
を
超
え
る

こ
と
が
多
け
れ
ば
治
療
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
一
般
療
法
と
し
て
は
食
事
療
法
と
運

動
療
法
が
あ
り
ま
す
。
食
事
療
法
は
減
塩

が
中
心
に
な
り
ま
す
。
塩
、
し
ょ
う
ゆ
、

み
そ
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
で
、
み
そ
汁
、

漬
物
、
梅
干
し
、
麺
類
（
ス
ー
プ
）
が
塩

分
の
多
い
も
の
の
代
表
で
す
。
運
動
と
減

塩
で「
元
気
で
長
生
き
」を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

　要
介
護
状
態

の
要
因
と
し
て

最
も
多
い
の
は

脳
血
管
疾
患
で

す
が
、
年
を
と

る
に
つ
れ
て
認

知
症
や
高
齢
に

よ
る
関
節
疾
患
、

転
倒
・
骨
折
な
ど
心
身
の
機
能
を
使
わ
な

い
こ
と
で
の
生
活
機
能
低
下
に
よ
る
も
の

が
増
え
て
き
ま
す
。
高
齢
者
は
生
活
習
慣

病
予
防
と
と
も
に
心
身
機
能
の
低
下
へ
の

対
策
が
必
要
で
す
。

　元
気
に
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
長
く

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
出
前
講
座
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

出
前
講
座
テ
ー
マ

「
足
腰
元
気
に

　
　
　介
護
予
防
」

出
前
講
座
を

　
　
　
　行
い
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
５
名
以
上
の

　
　
　
　
　グ
ル
ー
プ

▼
講
　師
　町
健
康
福
祉
課
職
員

▼
時
　間
　１
時
間
程
度

▼
申
込
み
　開
催
予
定
日
の
２
週
間
前
ま

　
　
　
　
　で
担
当
課
へ
電
話
で
申
込

▼
そ
の
他
　参
加
者
に
は
セ
ラ
バ
ン
ド
を

　
　
　
　
　プ
レ
ゼ
ン
ト
！

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
日
程
は
、
行
事
予

定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

　わ
た
し
は
、
美
女
木
地
区
で
「
齊
藤
内

科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業
し
て

い
ま
す
。
平
成
13
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
住
民
の
方
が
元
気
で
長
生
き
で

き
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　現
代
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
81
歳
、
女

性
が
87
歳
で
す
。

　ま
た
、
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
医
療
か
介
護
に
依
存
せ
ず
生
活
で

き
る
期
間
の
事
で
す
。
男
性
は
70
歳
、
女

性
は
74
歳
で
、
平
均
寿
命
よ
り
も
10
年
も

短
く
な
り
ま
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
間
隔
が
な
る
べ
く
短
い
こ
と
が
「
元
気

で
長
生
き
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

午前 午後
平　日

8 時 45 分
　　～
12 時 30 分

2 時 00 分
～ 5 時 00 分

水曜日 往診
土曜日 休診

※日曜、祝日は休診
※診療科目：内科、循環器科、小児科

診察日と診療科目
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井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
言
葉
は
宝
も
の

　
　
　　―

吉
里
吉
里
忌
２
０
１
７
―

　本
町
出
身
の
作
家
・
劇
作
家
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
を
語
り
継
ぐ
催
し
「
吉

里
吉
里
忌
２
０
１
７
」
が
、
４
月
９
日
の
命
日
に
近
い
４
月
15
日
㈯
、
16

日
㈰
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
首
都
圏
や
西
日
本
か
ら
も
含
め
て
５
０
０

名
以
上
の
井
上
フ
ァ
ン
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
集
ま
り
、
井
上
ひ
さ

し
さ
ん
と
本
町
の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

１
日
目
「
第
30
回
遅
筆
堂
文
庫
・
生
活
者
大
学
校
」

　「原
発
・
沖
縄
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と

い
う
、「
今
、
聞
き
た
い
３
つ
の

テ
ー
マ
」（
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　第
１
部
「
井
上
ひ
さ
し
ア
ー
カ

イ
ブ
」
と
第
２
部
の
鼎
談
「
小
説

の
愉
し
み
と
た
く
ら
み
」
に
は
、

井
上
さ
ん
と
と
も
に
仕
事
を
し
て

き
た
各
界
の
み
な
さ
ん
に
ご
登
壇

い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
Ｖ
Ｔ

Ｒ
や
講
演
の
音
声
を
織
り
交
ぜ
た

気
取
ら
な
い
ト
ー
ク
で
井
上
さ
ん

の
人
柄
を
偲
び
な
が
ら
も
、
今
ま

さ
に
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
問

題
が
早
く
か
ら
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
た
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　そ
し
て
第
３
部
の
記
念
講
演
の

講
師
は
法
政
大
学
総
長
で
江
戸
文

化
研
究
者
の
田
中
優
子
さ
ん
。
冒

頭
で
「
井
上
ひ
さ
し
と
江
戸
」
と

来
年
の
開
催
を
約
束

　交
流
会
や
昼
食
で
は
川
西
の
食

も
存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い
た

２
日
間
。
閉
会
に
あ
た
っ
て
は
地

元
の
天
神
の
森
合
唱
団
に
よ
る 

井
上
さ
ん
が
作
詞
し
た
「
釜
石
小

学
校
校
歌
」
の
合
唱
に
続
き
、
夫

人
の
ユ
リ
さ
ん
が
、
来
年
４
月
14

日
、
15
日
に
再
会
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

○
各
テ
ー
マ
と
も
長
す
ぎ
ず
む
ず

　か
し
す
ぎ
ず
、
で
も
興
味
深
く

　聴
け
る
深
さ
が
あ
り
満
足
で
す
。

○
交
流
会
の
小
な
す
の
か
ら
し
漬

　け
、
ま
た
食
べ
た
い
。

○
井
上
ひ
さ
し
が
皆
さ
ん
の
中
に

　今
な
お
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

　再
確
認
で
き
て
良
か
っ
た
。

○
毎
回
こ
の
場
に
い
ら
れ
る
こ
と

　に
知
的
な
興
奮
と
贅
沢
な
喜
び

　を
感
じ
る
。
そ
の
世
界
の
第
一

　線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
著
名
な

　方
々
の
お
話
を
生
で
聴
け
る
こ

　と
も
大
き
な
魅
力
で
す
し
、
井

　上
ひ
さ
し
の
奥
深
さ
に
触
れ
、

　ま
す
ま
す
そ
の
偉
大
さ
を
知
る

　機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

１日目の講師陣
①小出裕章さん
②宮本憲一さん
③山下惣一さん

①②

③

▲見事な合唱を披露した天神の森合唱団

▲会場には多くの井上ファンが駆けつけた

よ
り
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

第
一
人
者
で
あ
る
、
小
出
裕
章
さ

ん
（
元
京
都
大
学
原
子
炉
研
究
所

助
教
）、
宮
本
憲
一
さ
ん
（
大
阪

市
立
大
学
名
誉
教
授
）、
山
下
惣

一
さ
ん
（
農
業
／
作
家
）
の
３
名

に
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、
大
切
な

情
報
が
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
だ
け
で

は
わ
た
し
た
ち
に
届
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、「
３

つ
の
問
題
の
根
底
に
共
通
す
る
の

は
『
国
策
』
で
あ
る
こ
と
」
と
い

う
講
師
陣
の
話
は
、
参
加
者
自
身

が
今
後
こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
う
向

き
合
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
「
第
3
回
吉
里
吉
里
忌
」

い
う
タ
イ
ト
ル
で
い
つ
か
本
を
ま

と
め
た
い
、
と
会
場
を
盛
り
上
げ

た
あ
と
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
例

示
し
な
が
ら
「
井
上
作
品
に
は
江

戸
時
代
の
本
質
が
あ
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

▲映像を交えて振り返ったアーカイブ
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

５
月
25
日
㊍
　リ
ト
ミ
ッ
ク
①

６
月
９
日
㊎
　う
ち
わ
で
作
る
簡
単
お
も
ち
ゃ

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

  

６
月
19
日
㊊
　
　
　
　
　
　申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　5
月
23
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　６
月
１
日
㊍

　

　北
斗
幼
稚
園

　６
月
７
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば
母子健康手帳交付

〈期　　日〉６月１２日㈪、２６日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時３０分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：５月２日～６月１日
■ 発送日 ５月２２日㈪
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉６月２２日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 27 年６月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年６月、１２月
平成 28 年４月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

健康運動の集い
〈期　日〉６月１９日㈪ 午前 10 時～ 11 時 15 分
〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈対象者〉概ね７４歳までの自立している方
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

ママパパ教室
〈期　　日〉６月２０日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉６月１３日㈫まで電話で申込

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
すくすく赤ちゃ
ん健康診査

期日：６月１６日㈮
対象：H29.1.16 ～ 3.15 生まれ

３歳６か月児
健康診査

期日：６月２３日㈮
対象：H25.11.16 ～ 12.31 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

献　　血
〈期　　日〉６月８日㈭

〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★
　

　薬
は
必
要
な
分
だ
け
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
？ 

薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
、
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

時　間 会　場
9:30-11:30 ㈱殖産工務所

13:30-15:30 公立置賜総合病院

＊
一
日
図
書
館

　午
前
10
時
～

　6
月
2
日
㊎

　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
駐
車
場
集
合

たばこの煙から子ども達をまもろう
　 現 在、 町 民 の 方 の 喫 煙 率 は
１７．６％で、県（15.0％）や国

（14.3％）（国民健康保険データ
H27）と比較しても高い状況にあ
ります。
　また、平成２５年度健康かわにし２１アンケート

（有効回答数６９４名）では、受動喫煙の害を受け
ていると回答した方が約 3 割おり、その場所として、
家庭４５%、職場３７%、飲食店２５% となってい
ます。
　町では禁煙希望の方に対して、保健師が電話など
で禁煙支援を行っています。たばこの害から子ども
達を守るためにも、5 月 31 日の世界禁煙デーに合
わせて、禁煙を考えてみてはいかがでしょうか。
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吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介

幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　
お
子
さ
ん
の
言
葉
の
遅
れ
や
話

し
方
な
ど
に
関
す
る
心
配
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
町
教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
日
時
：月
１
回
（
第
３
月
曜
日
）

※
要
予
約

▼
場
所
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
あ
ら
内
（
旧
吉
島
幼
稚
園
）

▼
方
法
：
来
所
相
談
（
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
）

問
町
教
育
総
務
課 

子
育
て
支
援

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
７
１

川
西
町
教
育
相
談

　養
育
や
就
学
な
ど
、
教
育
に
関

す
る
様
々
な
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
５
９

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

教
育
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
お
子
さ
ん
の
発
達
に
関
す
る
全

般
的
な
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
県

教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
予
約
受
付
：

☎
０
２
３
ー
６
５
４
ー
８
１
８
１

●
教
育
ダ
イ
ヤ
ル
：
月
～
金
曜
日

（
祝
日
除
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

●
来
所
相
談：月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
こ
に
こ
相
談

　身
体
的
な
こ
と
や
、
学
校
教
育

な
ど
の
心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
方
法
：
来
所
相
談

▼
場
所
・
期
日
・
申
込
締
切
：

○
米
沢
会
場「
県
立
米
沢
養
護
学
校
」

○
長
井
会
場
「
長
井
市
置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ
」

▼
申
込
先
：
両
会
場
同
じ

問
【
第
１
・
３
・
４
回
】
山
形
県

教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
５
４

－

６
０
６
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

問
【
第
２
回
】
町
教
育
総
務
課 

　教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
５
９

※
第
２
回
の
相
談
日
は
、
特
に
就

学
に
関
す
る
相
談
と
な
り
、
町

職
員
も
関
わ
り
ま
す
。

地
域
教
育
相
談
窓
口

　
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。
専
門
の

先
生
が
言
葉
の
相
談
や
指
導
に
あ

た
ら
れ
ま
す
。（
県
教
育
委
員
会

教
育
相
談
事
業
）

▼
例
：
ま
だ
言
葉
が
出
な
い
、
話

の
内
容
が
良
く
わ
か
っ
て
い
な

い
、
話
し
方
や
発
音
が
は
っ
き

り
し
な
い
よ
う
だ
、
な
ど
。

▼
方
法
：
電
話
相
談
や
来
所
相
談

（
来
所
は
要
予
約
）

▼
日
時
：
月
・
火
・
水
曜
日
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
米
沢
市
立
万
世
小
学
校
内

☎
０
２
３
８

－

28

－

０
２
８
０

問
長
井
市
立
致
芳
小
学
校
内

　

☎
０
２
３
８

－

84

－

２
０
０
２

教
育
で
不
安
な
こ
と
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

１
人
で
悩
ま
ず
に

　気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　こ
の
た
び
、
4
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
嶋
津
せ
つ
子
さ
ん
と

加
藤
竹
志
さ
ん
が
川
西
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
は
毎
月
第
3
水
曜
日
の
午
後
1
時
30
分
か
ら
川
西
町
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
公
立
置
賜
川
西
診
療
所
）
2
階
会
議
室
で
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。問

町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境

　

　グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
６

　行政相談委員は、国の行政機関、独立行政法人、特殊法人の業務
など、いわゆる役所の業務に対する苦情、要望・意見等の相談を住
民の皆様より受け付け、相手機関との間に立って、相手機関の自主
的な改善が促されるよう働きかける仕事をしています。
　お困りのことがあれば、一人で抱え込まずに、お気軽にご相談く
ださい。

嶋津　せつ子さん
（下小松）

加藤　竹志さん
（時田）

米
沢
会
場

期日 申込締切
第１回 ６月　７日㈬ ５月２４日㈬
第２回 ７月２７日㈭ ７月　３日㈪
第３回 １０月２０日㈮ １０月　６日㈮
第４回 １月１８日㈭ １月　４日㈭

長
井
会
場

期日 申込締切
第１回 ６月　６日㈫ ５月２３日㈫
第２回 ８月　７日㈪ ７月１３日㈭
第３回 １０月１２日㈭ ９月２８日㈭
第４回 １月２３日㈫ １月　９日㈫

11　町報かわにし 平成２９年５月１５日



25　町報かわにし 平成２９年５月１５日

甲
種
防
火
管
理
講
習

【
長
井
市
会
場
】

▼
期
日
：
7
月
20
日
㈭
、
21
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

　プ
ラ
ザ

▼
申
込
期
間
：
6
月
5
日
㈪
～

　6
月
16
日
㈮

▼
定
員
：
80
名

【
米
沢
市
会
場
】

▼
期
日
：
9
月
21
日
㈭
～
22
日
㈮

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　タ
ー

▼
申
込
期
間
：
8
月
17
日
㈭
～

　8
月
30
日
㈬

▼
定
員
：
１
０
０
名

問
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
ー
６
２
９
ー
８
４
７
７

ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン

作
戦

▼
日
時
：
5
月
28
日
㈰

　午
前
6
時
～
8
時

▼
会
場
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　周
辺

▼
持
ち
物：軍
手・清
掃
用
具
（
草

　む
し
り
用
）

▼
参
加
申
込
：
5
月
19
日
㈮
ま
で

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会 

☎
22
ー
５
４
０
１

食
育
マ
マ
主
催

　
　
　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン

▼
日
時
：
6
月
18
日
㈰

　午
前
10
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ

　ー
調
理
室

▼
対
象
：
年
中
～
小
学
校
低
学
年

▼
参
加
費：２
５
０
０
円
（
1
人
）

問
食
育
マ
マ 

加
藤

 

☎
22
ー
３
６
１
６

平
成
29
年
度
慰
霊
巡
拝

　政
府
主
催
に
よ
る
戦
没
者
の
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域

①
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ

　ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル

　バ
ー
ド
諸
島

②
旧
ソ
連
、
中
国

③
硫
黄
島

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

５・６月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

6 月12日㈪・２6日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
人権何でも
相談所

６月５日㈪
午後１時３０分～４時 生きがい交流館 町住民生活課

☎ ４２－６６１8
弁護士
消費生活相談

６月１４日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

行政相談 ６月２１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

６月

期　間 当番店（社） 電話番号

５月１５日～２１日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

５月２２日～２８日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月２９日～6 月４日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

６月５日～１１日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

６月１２日～１８日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

　日
程
、
参
加
費
用
な
ど
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
３
５

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

　
　

医
療
講
演
会

▼
日
時
：
6
月
10
日
㈯
　

　9
時
30
分
～
受
付

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

催

　
　
し

　タ
ー

▼
内
容
：
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
リ

　ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師
：
産
業
療
法
士 

　松
木
　信
氏
（
友
の
会
家
族
）

▼
参
加
料
：
３
０
０
円

▼
申
込
：
６
月
６
日
㈫
ま
で

問
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　山
形
支
部
置
賜
地
区
代
表

☎
37
ー
３
７
４
９

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介

　
　
　
　地
域
の
頼
れ
る
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　本
年
、
民
生
委
員
制
度
は
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　本
町
で
は
、
55
名
の
委
員
（
う

ち
主
任
児
童
委
員
は
３
名
）
が
、

誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
み

な
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

加藤　弘子
☎４２－３５５７
担当：西（六の一・
六の三・七・八）

多勢　ヒロ子
☎４２－６２７６
担当：坂の上・南五日町・
ひげ町（一・二）・明神町

金子　孝子
☎４２－４４６６
担当：樅ノ木町・道
徳・六角

佐藤　正昭
☎４２－２４２７
担当：西（三の二・
四の一・二）北一・二

板倉　孝行
☎４２－６９１１
担当：西（一・二・三の
一）・花丘町・根岸住宅

飯澤　仁
☎４２－３８０３
担当：桜木町・平谷
地（団地、第二含）

荒井　美穂
☎４２－２８６６
担当：駅前・押川・
新町・荒井

安部　美知子
☎４６－２１４１
担当：千松寺・二番・
三番

石田　康
☎４２－５２５１
担当：四番・五番・
谷地・希望が丘

淀野　寛
☎４２－２１７８
担当：髙田・大林・
松森・新道

大津　孝一
☎４６－２６４０
担当：岡・大野・原
ノ前・蔵久

竹田　儀助
☎４２－５９４６
担当：諏訪・二井町・
塩ノ沢・大沢

菅井　厚
☎４２－３５２７
担当：犬川・八幡・
八幡西・中沖

小森　猛
☎４２－６６８２
担当：桧・菊田・新田・
一里塚

平　忠
☎４２－２９１３
担当：町・東新田・
西新田・元宿

青木　健一
☎４２－４０９５
担当：荒井・他屋町・
林崎・中ノ他屋・中

遠藤　秋市
☎４２－５３４１
担当：町田・東他屋・
門ノ目（一・二）

髙橋　　子
☎４２－３１１８
担当：中（五・七・八・
九）

後藤　善一
☎５４－００４５
担当：美女木

佐藤　博
☎４２－３６２２
担当：中（二・三・四・
六）・舘之北団地

安部　千鶴
☎４２－２２１２
担当：北（三・四）

竹田　孝
☎４２－５３１１
担当：北六・天神東・
中一

髙橋　栄一
☎４６－２５３６
担当：上萩野・下萩
野（東・西）・緑町

大河原　壽男
☎４２－６４３２
担当：南三・南新町・
緑町の一部

嶋貫　幸子
☎４２－４９１９
担当：西五・殿原・
栄町・若葉町

佐藤　小二郎
☎４２－３８６３
担当：東陽寺前

町報かわにし　8平成２９年５月１５日 町報かわにし　24平成２９年５月１５日

▼
受
験
資
格

○
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
及
び
高

　校
卒
業
後
３
年
以
内
の
方

○
人
事
院
が
右
記
に
掲
げ
る
方
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

▼
受
付
期
間
：
６
月
19
日
㈪
～

　６
月
28
日
㈬

▼
申
込
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　申
込
み
と
す
る
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め

　な
い
場
合
は
、
受
験
申
込
受
付

　期
間
前
に
左
記
又
は
人
事
院
東

　北
事
務
局
へ
連
絡
す
る
。

▼
第
１
次
試
験
日
：
９
月
３
日
㈰

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　研
修
係

　

☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
ー
２
２
１
ー
２
０
２
２

山
形
県
警
察
官
Ａ

　
　

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
）

▼
受
験
資
格
：
昭
和
57
年
4
月
2

　日
か
ら
平
成
12
年
4
月
1
日
ま

　で
に
生
ま
れ
た
方
で
、大
学（
短

　期
大
学
除
）
を
卒
業
ま
た
は
、

　平
成
30
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

　込
み
の
方
。

▼
申
込
締
切
：
6
月
19
日
㈪

▼
第
1
次
試
験
：
7
月
9
日
㈰

▼
第
2
次
試
験
：
8
月
中

問
米
沢
警
察
署
☎
26
ー
０
１
１
０

6
月
1
日
は

　
　
　
　

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員

が
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
存

在
と
し
て
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、
法
務

局
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に

よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　町
で
は
、『
人
権
な
ん
で
も
相

談
所
』
を
開
設
し
、
町
の
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
夫

婦
や
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
学
校

で
の
い
じ
め
、
子
供
や
高
齢
者
に

対
す
る
虐
待
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

問
山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
　

☎
22
ー
２
１
４
８

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

　５
月
は
不
法
投
棄
及
び
海
岸
漂

着
ご
み
削
減
強
化
月
間
で
す
。

  
ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
と
協
力

で
、
不
法
投
棄
を
な
く
し
、
地
域

の
美
し
い
環
境
を
守
り
ま
し
ょ

う
。 

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課

☎
26
ー
６
０
３
４ 

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８ 

東
南
置
賜
地
区
の
県
立

高
校
再
編
整
備
説
明
会

▼
日
時
：
５
月
29
日
㈪

　

　午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
場
所
：
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　タ
ー

▼
内
容
：
高
校
再
編
整
備
の
検
討

　の
進
め
方
と
質
疑
応
答

▼
申
込
：
不
要

問
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
４
９
３

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
名
称
：
町
営
舘
之
北
住
宅

▼
部
屋
数
：
8
畳
6
畳
４・５
畳

▼
戸
数
：
１
戸
（
一
般
用
）

▼
階
数
：
２
階

▼
家
賃
：
１
７
６
０
０
円
～

　
　

　３
４
５
０
０
円

▼
選
考
方
法
：
住
宅
困
窮
度
判
定

　基
準
に
よ
り
選
考

▼
募
集
期
間
：
６
月
５
日
㈪
～

　９
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～

　午
後
5
時
15
分

▼
入
居
時
期
：
7
月
上
旬

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
７

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
名
称
：
県
営
舘
之
北
ア
パ
ー
ト

▼
部
屋
数
：
8
畳
6
畳
４・５
畳

▼
戸
数
：
１
戸
（
一
般
用
）

▼
階
数
：
４
階

▼
家
賃
：
１
９
３
０
０
円
～

　
　

　３
８
０
０
０
円

▼
優
遇
措
置
：
倍
率
優
遇
有

▼
募
集
期
間
：
６
月
５
日
㈪
～

　９
日
㈮

　午
前
10
時
～
午
後
5
時

▼
入
居
時
期
：
８
月
上
旬

問
㈱
西
王
不
動
産 

置
賜
事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

自
衛
官
等
募
集

▼
種
目：自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
応
募
資
格
：
18
歳
以
上
27
歳
未

　満
の
方
（
平
成
30
年
４
月
１
月

　現
在
）

▼
受
付
期
限
：
６
月
16
日
㈮

▼
試
験
日
：
６
月
25
日
㈰

▼
試
験
会
場
：
陸
上
自
衛
隊
神
町

　駐
屯
地
（
山
形
県
東
根
市
）

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
０
２
３
８
ー
23
ー
０
０
１
１

川
西
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
開
催

▼
日
時

　６
月
25
日
㈰

▼
会
場

　町
民
総
合
体
育
館

▼
申
込
締
切

　６
月
14
日
㈬

問
町
体
育
協
会

　

☎
46
ー
２
2
7
7

国
家
公
務
員
税
務
職
員

　

採
用
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募

　
集

試
験
案
内

お
知
ら
せ

金田　淳一
☎４２－２８４２
担当：矢の目・留塚・
上高　・河内

白石　義典
☎４２－４４２３
担当：東部六・西部
三

加藤　勝雄
☎４２－４３０６
担当：西部（一・二）

齋藤　美弥子
☎４２－２０６８
担当：東部（三・四・
五）

齋藤　久雄
☎４２－５４９６
担当：四枠・西部四・
荒窪

伊藤　豊実
☎４２－４５４２
担当：東部（一・二）

大河原　美惠子
☎４６－２０５５
担当：舘・上黒川・宿・
下黒川

藤田　宥宣
☎４８－２４１５
担当：御伊勢町

佐藤　けい子
☎４８－２６８３
担当：松尾・柏ノ木
西（二・三）

黒澤　秀夫
☎４２－４７５４
担当：北部（四・五）

鈴木　武五郎
☎５４－４００５
担当：上和合・中程

竹田　啓
☎４６－２１７７
担当：北部（一（宿）・一（四
ツ家）・二・三の一・三の二）

齋藤　文夫
☎４２－５４１２
担当：南向・北向・
八幡原・相馬山

佐藤　千惠子
☎４２－６４２０
担当：飯坂・上奥田
中・上奥田下

平　久子
☎４４－２５６２
担当：八ツ口・中町・
西町

小方　久司
☎４８－２０７４
担当：大舟上・中（東
沢東・西）・上奥田上

竹田　浩徳
☎４２－６５１２
担当：大舟中・大舟
下

神尾　昌平
☎ 090-9533-4103
担当：朴沢

村岡　陽子
☎４８－２５０２
担当：酒町・柏ノ木
西（一）

遠藤　稔
☎４４－２５１７
担当：上尾長島・堤

鈴木　和美
☎４４－２５０１
担当：尾長島西・尾
長島東

齋藤　洋子
☎４４－２４３８
担当：東方・北方・
西原

横山　明博
☎４４－２３８８
担当：吉田（西・南・
中・東）

黒澤　芳治
☎４４－２１６６
担当：東郷・北郷・
南郷

島貫　僚子
☎４４－２９０９
担当：三ツ井・中三
ツ井・道祖神

金子　吉憲
☎４８－２２７９
担当：中郡・玉庭

近野　ユキ子
☎４４－２１００
担当：大塚・吉島

青木　順子
☎４２－４６７６
担当：小松・犬川・
東沢

枝松　善明
☎４４－２７２７
担当：坂水・下屋敷

主
任
児
童
委
員

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

こ
こ
だ
け
の
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

　

春
満
開
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
作
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
農
作
業

も
順
調
に
進
み
、
田
に
は
勢
い
良
く
水
が
引
か
れ

て
い
ま
す
。
一
方
好
天
強
風
が
続
き
空
気
は
大
変

乾
燥
し
、
春
の
播
き
も
の
を
終
え
た
畑
に
は
一
雨

欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
各
地
で
住
宅
や
林
野
火
災

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
町
内
は
昨
年
10
月
か
ら
無

火
災
の
素
晴
ら
し
い
記
録
を
継
続
中
で
す
の
で
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　憲
法
記
念
日
の
３
日
、
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
、
一
中
、
二
中
、
玉
中

が
統
合
し
、
川
西
中
が
開
校
し
て
第
一
期
の
卒
業

生
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
直
後
の

混
乱
し
た
中
各
中
学
校
閉
校
式
、
そ
し
て
４
月
の

開
校
式
を
担
っ
た
世
代
で
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
し
っ
か
り
歩
み
出
し
、

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

夢
が
実
現
で
き
る
こ
と
と
、
10
年
後
２
分
の
３
成

人
式
で
さ
ら
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　６
月
３
日
㈯
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
に
顕
彰

さ
れ
て
い
る
寒
河
江
善
秋
さ
ん
の
没
後
40
年
を
偲

び
、
加
藤
登
紀
子
さ
ん
と
Ｙ
ａ
ｅ
（
や
え
）
さ
ん

の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
寒
河
江
さ
ん
は
置
賜
農
学
校
を

卒
業
し
た
昭
和
13
年
、
満
州
拓
殖
公
社
へ
入
社
、

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
訓
練
等
に
従
事
。
太

平
洋
戦
争
開
戦
に
伴
い
軍
属
と
な
り
、
愛
知
県
豊

橋
市
陸
軍
予
備
士
官
学
校
を
経
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
で
従
軍
。
復
員
後
昭
和
22
年
吉
島

村
青
年
団
長
就
任
以
来
、
社
会
活
動
の
指
導
者
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
深
刻
化
す
る
農
村
の
二
・

三
男
対
策
の
一
環
と
し
て
、
荒
廃
し
た
国
土
を
青

年
の
手
で
復
興
さ
せ
る
た
め
山
形
県
産
業
開
発

青
年
隊
運
動
を
展
開
、
農
林
省
、
建
設
省
が
協

力
、
全
国
に
青
年
隊
が
設
置
さ
れ
、
貧
困
対
策
と

農
村
開
発
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
後

の
国
際
協
力
を
担
う
青
年
海
外
協
力
隊
の
原
型
で

す
。
青
少
年
教
育
に
取
り
組
む
一
方
文
化
人
と
し

て
多
彩
な
芸
術
を
嗜
み
、
幅
広
い
交
友
関
係
を
築

き
、
加
藤
登
紀
子
さ
ん
も
師
と
仰
ぐ
存
在
で
し
た
。

　私
は
、満
州
時
代
や
従
軍
生
活
が
綴
ら
れ
た「
ハ

ル
マ
ヘ
ラ
か
ら
の
生
還
」
を
読
み
、
常
に
困
難
な

状
況
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
生
き
方
に
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
「
両
手
に
荷
物
を
い
っ
ぱ

い
持
つ
な
。
転
ん
だ
時
け
が
す
る
か
ら
」
の
教
え

は
、
人
間
と
し
て
の
度
量
の
大
き
さ
や
半
遁
世
の

思
想
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　寒
河
江
善
秋
さ
ん
に
縁
を
持
つ
世
界
中
で
こ
こ

だ
け
の
特
別
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　新
入
り
隊
員
の
齋
藤
尚な
お

で
す
。

４
月
１
日
に
川
西
町
へ
引
っ
越
し

て
き
て
、
約
１
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
協
力
隊
活
動
も
、
他
の
隊
員

や
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　先
日
、
玉
庭
地
区
で
の
活
動
中

に
、
地
区
の
方
か
ら
「
じ
ゃ
が
い

も
の
煮
つ
け
」
を
差
し
入
れ
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
口
食
べ
る

と
ほ
っ
こ
り
、
ふ
る
さ
と
の
味
。

口
の
中
に
じ
わ
ー
っ
と
ひ
ろ
が

る
「
甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
」
あ
の
味
は
、

地
域
の
方
の
長
年
の
腕
が
持
つ
知

恵
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
川
西
町
の

魅
力
を
こ
れ
か
ら
探
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　　　　

  

　

第
61
回

　

５
感
で
感
じ
る
町
の
魅
力

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

♬
ギ
タ
ー
を
弾
こ
う
よ
♬

 

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
弾
き
た

い
人
、
楽
譜
を
読
め
る
よ
う
に
な

り
た
い
人
…

　見
学
自
由
、
初
心
者
大
歓
迎
！

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　今
年
は
残
暑
が
残
る
中
、
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
実

行
委
員
が
再
び
集
ま
り
、
無
料
開

催
に
向
け
て
地
域
の
み
な
さ
ん
の

も
と
へ「
協
賛
の
お
願
い
」に
伺
っ

て
い
ま
す
。

川
西
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
会

　費
：
月
１
０
０
０
円

▼
活
動
日
：
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
～
９
時

▼
会
場
：
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

　サ
ロ
ンde

ご
ざ
～
れ
３
階

問
松
山 

☎
０
９
０
ー
３
４
７
１
ー
６
７
３
０

こ
ま
つ
☆
ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス

今
年
も
開
催
決
定
！

こ
ま
つ
☆
ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス

▼
日
時
：
９
月
３
日
㈰
午
前
９
時
～

　詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スkom

apro.
nm

em
on@

gm
ail.com

吉
里
吉
里
忌

各
種
相
談
関
係

医
療
費
関
係

各
種
委
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
情
報

補
助
金
関
係

里
の
暮
ら
し

文
化
財

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

民
生
委
員
紹
介
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平成２９年度川西町成人式

平
成
８
年
は
、
こ
ん
な
年

～
新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
～

【
町
の
で
き
ご
と
】

○
第
１
中
学
校
、
第
２
中
学
校
が

　開
校
す
る

○
町
民
バ
ス
の
運
行
開
始

○
第
１
回
川
西
町
防
災
訓
練
が
、

　犬
川
小
学
校
で
行
わ
れ
る
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
小
松
地
内

　で
放
送
開
始
。

【
日
本
の
で
き
ご
と
】

○
ア
タ
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

　金
３
、
銀
６
、
銅
５
を
獲
得

○
羽
入
善
治
が
、
将
棋
タ
イ
ト
ル

　７
冠
独
占
（
史
上
初
）

○
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ー
ビ
ス

　開
始

○
原
爆
ド
ー
ム
、
厳
島
神
社
が
世

　界
遺
産
に
登
録

【
世
界
の
で
き
ご
と
】

○
ボ
ス
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
セ

　ル
ビ
ア
３
国
の
和
平
会
議
終
了

○
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
再
選

　５
月
３
日
㈬
㈷
、
新
成
人
を
祝
福
す
る

か
の
よ
う
な
快
晴
の
な
か
行
わ
れ
た
平
成

29
年
度
川
西
町
成
人
式
。

　今
年
は
男
性
72
人
、
女
性
79
人
、
合
計

１
５
１
人
が
新
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　艶
や
か
な
着
物
姿
や
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ

姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
友
人

や
恩
師
と
久
々
に
再
開
し
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●６月の休館日

日 月 火 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

●６月のおはなし会
６月１０日㈯ 午前 11 時～ 11 時 30 分　
・おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

こどもの本

おとなの本
『井上ひさしから、娘へ　57 通の往復書簡』

　　　　　　　　　　　　　井上ひさし、井上綾著　文藝春秋刊

『とうちゃんとユーレイババチャン』
藤沢ともち作　　講談社刊

　タウン誌「月刊いちかわ」に、2004
年から 2009 年にかけて連載された父井
上ひさしと娘井上綾との往復書簡。幼い
ころから父の背中を追い求めてきた娘と、
どんなに大人になっても娘を心配する父
の姿は何処も同じ。ときにずしんと胸に
響く親心に、父親としての井上ひさしの
姿がみえてきます。

　ぼくの家はちょっと変わっている。「とう
ちゃん」はぼくのお父さんじゃないし、バ
バちゃんは、ぼくだけに見えるユーレイな
んだ。主人公の優也と、周囲の人びとの絆・
友情・恋を描いたちゅうでん児童文学賞大
賞受賞作品です。家族とけんかした時、友
だちと気まずくなった時、優しい気持ちに
なりたい時に、手に取ってみてください。

●オススメ本の紹介
　‘ちょっとそこまで日帰りの旅’から‘海外旅行’
　‘宇宙旅行’まで「旅の本」

●遅筆堂文庫読書会
　６月１１日（日）午後 2 時～

●井上ひさし展示室
　「吉里吉里忌 2017 報告展」
　日時：5 月３０日㈫～ 7 月 2 日㈰

宝くじ文化公演 こまつ座 第１１８回公演

井上ひさし　作／東　憲司　演出

公演　８月４日㈮ 午後６時３０分開演

チケット：一般　３，０００円　高校生以下　１，０００円
※この公演の入場料は宝くじの助成により特別料金になっています。

チケット発売開始！

　討入当日、炭焼き小屋に隠れた吉野上野介は何を思い、何を考えたの
か…そして最後に上野介が辿りついた討入の真の目的とは何か。
　井上ひさしが描く、上野介の眼から見た仇討の真実をご覧ください。

プラザ寄席 vol.27
春風亭一之輔独演会

５月２８日㈰ 午後３時開演

チケット　一　　　般：３，０００円
　　　　　会　　　員：２，８００円
　　　　　高校生以下：１，５００円 お 早 め に

６月８日㈭ 午後６時～

朗読セミナー

■ 参加費：１，０００円
　元ＮＨＫアナウンサーによる講座です。

イヌの仇討

（当日：各 200 円増）

7　町報かわにし 平成２９年５月１５日

【
流
行
語
】

○
「
自
分
で
自
分
を
ほ
め
た
い
」

　（ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
女
子
マ
ラ

　ソ
ン
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、

　有
森
裕
子
さ
ん
）

○
「
メ
ー
ク
ド
ラ
マ
」

　（11
・
５
ゲ
ー
ム
差
を
逆
転
優

　勝
し
た
、
当
時
プ
ロ
野
球
読
売

　巨
人
軍
の
長
嶋
茂
雄
監
督
）

○
「
チ
ョ
ベ
リ
バ・チ
ョ
ベ
リ
グ
」

　（当
時
の
女
子
高
生
の
間
で
流

　行
し
た
、「
サ
イ
コ
ー
」、「
サ

　イ
テ
ー
」に
替
え
て
使
わ
れ
た
）

川西中学校の第 1期卒業生 151人が、
今年２０歳になりました。



　５
月
４
日
㈭
㈷
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園
周
辺
を

会
場
に
、
ま
ど
か
カ
ッ
プ
３
時
間
耐
久
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
約
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
。
昨

年
は
あ
い
に
く
雨
の
中
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
快
晴
の
も
と
、
小
さ
い
子
ど

も
達
か
ら
、
大
人
ま
で
が
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級

に
分
か
れ
て
参
加
し
、
熱
い
レ
ー
ス
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　レ
ー
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
お
互
い
に
励
ま

し
合
い
な
が
ら
最
後
ま
で
走
り
抜
け
た
選
手

の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

県
内
外
か
ら
レ
ー
サ
ー
が
集
結

～
ま
ど
か
カ
ッ
プ
３
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
～

▲川西ダリヤ園周辺を会場に、熱いレースが

5/4

　

４
月
23
日
㈰
、
川
西
町
春
季
消
防
演
習
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
習
は
、
消
防
団

員
の
日
頃
鍛
錬
し
て
い
る
成
果
を
点
検
し
、

地
域
社
会
の
安
心
安
全
を
守
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　上
小
松
美
女
木
地
内
に
て
、
消
防
団
員
な

ど
約
６
０
０
人
が
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
や
救
護

訓
練
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
合
運
動
公
園
多
目
的

運
動
場
で
式
典
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
各
個

訓
練
や
小
隊
に
よ
る
行
進
間
訓
練
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
多
年
に
わ
た
り
団
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
29
年
度
川
西
町
春
季
消
防
演
習
～

▲本番さながらの訓練（一斉放水）

４/23

　5
月
5
日
㈮
㈷
、
羽
前
小
松
駅
及
び
駅
前

通
り
を
会
場
に
「
え
き
・
ま
ち
こ
ど
も
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
周
辺

は
、
多
く
の
家
族
や
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　羽
前
小
松
駅
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
ラ・ダ
リ
ア
」
を
は
じ
め
、

山
形
県
を
中
心
に
活
動
す
る
加
藤
マ
チ
ャ
ア

キ
さ
ん
や
、
そ
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
多

く
の
催
し
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、
家
族
や

友
人
同
士
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
日
は
ま
ち
な
か
が
子
ど
も
の
遊
び
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
え
き
・
ま
ち
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
～

▲友だちと協力してゴールを目指した

5/5

　４
月
27
日
㈮
か
ら
3
日
間
行
わ
れ
た
、
第

62
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
で
、
南
陽
・
東
置
賜

チ
ー
ム
が
見
事
6
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　1
日
目
、2
日
目
に
優
勝
し
た
同
チ
ー
ム
。

3
日
目
は
長
井
市
役
所
を
出
発
し
、
8
時
39

分
ご
ろ
に
は
本
町
役
場
前
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー

を
行
い
、
6
連
覇
に
向
け
て
快
走
を
続
け
ま

し
た
。
3
日
目
は
2
位
だ
っ
た
も
の
の
、
総

合
タ
イ
ム
で
は
2
位
に
18
秒
差
を
つ
け
て
、

見
事
6
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　本
町
出
身
の
寒
河
江
璃り

く矩
選
手（
下
奥
田
）

は
、
1
日
目
、
2
日
目
に
出
場
し
、
優
勝
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

南
陽
・
東
置
賜
チ
ー
ム
が
６
連
覇
達
成
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
62
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
～

▲2日目、快走する寒河江選手（左）

4/27
～29
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計
画
策
定
区
域
の
地
域
特
性

 

そ
の
１

　高
度
医
療
機
能
の
立
地

・公
立
置
賜
総
合
病
院・救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

　に
は
、
毎
日
２
０
０
０
人
以
上
の
交
流
人

　口
が
あ
る
。

 
そ
の
２

　交
通
ア
ク
セ
ス
の
優
位
性

・
置
賜
地
域
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
。

・
国
道
１
１
３
号
、
国
道
２
８
７
号
長
井
南

　バ
イ
パ
ス
が
あ
り
、
今
後
、
新
潟
山
形
南

　部
連
絡
道
路（
梨
郷
道
路
）が
整
備
さ
れ
る
。

・
梨
郷
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接

　す
る
こ
と
か
ら
、
地
理
的
優
位
性
が
発
揮

　で
き
る
。

 

そ
の
３

　商
圏
と
し
て
の
可
能
性

・
近
隣
市
町
の
中
心
市
街
地
か
ら
そ
れ
ほ
ど

　離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

・
公
立
置
賜
総
合
病
院
関
係
者
、
訪
問
者
の

　潜
在
的
購
買
力
が
あ
る
。

・
住
宅
、
商
業
施
設
な
ど
の
整
備
に
よ
る
新

　た
な
商
圏
と
し
て
の
可
能
性
が
あ
る
。

整
備
コ
ン
セ
プ
ト

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
形
成

・
公
立
置
賜
総
合
病
院
が
置
賜
地
域
の
中
核

　医
療
施
設
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
医
療
、

　住
宅
、
商
業
等
が
融
合
し
た
都
市
的
機
能

　を
有
す
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
形

　成
を
図
り
ま
す
。

・「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
へ
の
定
住
人
口

　創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
設
計

民
間
開
発

事
業
者
の
決
定

測
量
業
務

街
並
み

デ
ザ
イ
ン
の
検
討

土
地
利
用
調
整

幹
線
道
路
整
備

宅 
地 
造 

成

平
成
32
年
以
降
に
宅
地
造
成

～
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
～

平成２９年平成３０～３１年平成３２年以降

地権者・関係者（地区、国、県など）との合意形成

メディカルタウン整備検討委員会（仮）

基
本
計
画
・
実
施
計
画

◀
◀ ◀

◀

◀

検討・助言

◀

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
化

　計
画
の
中
で
、
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
メ

デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
形
成
」
と
し
ま
し
た
。

公
立
置
賜
総
合
病
院
が
置
賜
地
域
の
中
核
医

療
施
設
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
医
療
、
住

宅
、
商
業
な
ど
が
融
合
し
た
都
市
的
機
能
を

整
備
し
、
定
住
人
口
の
創
出
と
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
後
は
、
上
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ

い
て
、
地
権
者
や
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
、

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
区
域
全
体
の
測

量
と
、
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲さまざまな面で特性がある地域

◀

▲職員プロジェクトチーム
　にて周辺の状況調査を行
　いました。

　４
月
12
日
、
渡
部
幸
雄
さ
ん
（
下
平
柳
）

が
来
庁
さ
れ
、
自
費
出
版
の
「
第
2
集

　童

話
集
」
を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　渡
部
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
「
下
平
柳
史
」
や

「
童
話
集
」、
昨
年
度
は
「
日
本
を
揺
る
が
し

た
戊
辰
戦
争
」を
い
ず
れ
も
自
費
出
版
さ
れ
、

本
町
に
寄
贈
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
全
5
話
か
ら
な
る
童
話
集
を
自
費

で
出
版
さ
れ
、
２
８
０
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　い
た
だ
い
た
童
話
集
は
、
町
内
の
各
小
学

校
の
３
，
４
年
生
に
配
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
５
話
か
ら
な
る
童
話
集
を
寄
贈

～
渡
部
幸
雄
さ
ん
執
筆
の
「
第
２
集

　童
話
集
」
～

▲本を寄贈くださった渡部幸雄さん（下平柳）

４/１２

　４
月
11
日
㈫
、
尾
長
島
地
区
に
「
カ
ゴ
メ

㈱
支
援
型
」の
大
型
ト
マ
ト
菜
園
が
完
成
し
、

内
覧
会
と
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月

20
日
㈭
か
ら
定
植
が
行
わ
れ
、
6
月
下
旬
以

降
の
収
穫
に
向
け
て
栽
培
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
菜
園
は
、
ハ
ウ
ス
13
棟
、
栽
培
面
積

は
約
２
・
２
ha
。
大
型
の
「
カ
ゴ
メ
㈱
支
援

型
菜
園
」
と
し
て
は
、
日
本
海
側
の
豪
雪
地

帯
で
初
め
て
で
す
。

　ま
た
、
㈱
平
洲
農
園
は
、
町
内
出
身
者
を

含
む
50
人
を
越
え
る
従
業
員
を
雇
用
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
す
る
な
ど
、
農
業

振
興
、雇
用
の
創
出
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

大
型
ト
マ
ト
菜
園
が
稼
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
㈱
平
洲
農
園
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
竣
工
式
～

▲農業振興、雇用創出に期待（ハウス内部）

４/1１

　

４
月
21
日
㈮
、
町
と
郵
便
局
の
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　「道
路
等
危
険
個
所
発
見
時
の
対
応
」「
高

齢
者
等
の
見
守
り
活
動
」「
廃
棄
物
等
の
不

法
投
棄
物
発
見
時
の
対
応
」
の
３
項
目
に
関

し
て
協
力
協
定
を
結
び
、、郵
便
局
員
の
方
々

が
業
務
中
に
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
を
、
情
報

提
供
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
期
発
見
に

つ
な
げ
ま
す
。

　町
内
６
つ
の
郵
便
局
、
21
台
の
軽
車
両
な

ど
、
46
名
の
職
員
に
よ
る
、
地
域
に
根
付
い

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
連
携
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
に
根
付
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
郵
便
局
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
～

▲左：米沢郵便局　外山局長
　右：小松郵便局　佐藤局長　　　

４/２１

　

４
月
18
日
㈫
、
龍
蔵
桜
か
ら
取
り
木
し
た

桜
の
木
が
無
事
に
開
花
し
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、
樹
齢
70
年
を
越
え
る

龍
蔵
桜
を
孫
の
代
ま
で
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
龍
蔵
桜
保
存
会
（
会
長：石
田
孝
さ
ん
）

が
中
心
と
な
り
、
樹
木
医
の
指
導
の
も
と
、

「
取
り
木
（
茎
か
ら
芽
を
出
さ
せ
、
そ
こ
を

切
り
取
り
新
た
な
株
を
得
る
方
法
）
作
業
」

を
行
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
会
長
宅
で

大
事
に
育
て
て
い
た
だ
き
、
見
事
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　こ
の
木
は
、
今
後
も
会
長
宅
で
管
理
し
、

場
所
が
決
ま
り
次
第
定
植
す
る
よ
う
で
す
。

犬
川
地
区
「
龍
蔵
桜
」
の
子
孫
が
開
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
取
り
木
し
た
桜
が
無
事
に
開
花
～

▲しっかりと花を咲かせた龍蔵桜

４/１８
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用途・事業主体 機能・目的
住宅用地【約 4.0ha】
・川西町土地開発公社
・民間開発事業者

・戸建て住宅
・集合住宅

商業用地【約 2.5ha】
・民間開発事業者

・商業機能
・宿泊機能
・医療機能

公共用地【約 1.1ha】
・川西町
・民間開発事業者

・子育て機能
・高齢者向けの機能
・コミュニティ機能

インフラ機能【約 2.1ha】
・川西町
・民間開発事業者

・道路
・上下水道
・電気、情報通信網

▲整備重点区域の土地利用計画。用途に応じた開発を

問町未来創造室　☎４２ー６６０４

凡例
整備区域
整備重点区域
梨郷道路
住宅用地
商業用地
公共用地

２
つ
の
区
域
を
設
定

　公
立
置
賜
総
合
病
院
周
辺
を
効
率
的
に
整

備
す
る
た
め
、
土
地
利
用
の
用
途
に
応
じ
て

次
の
２
つ
の
区
域
を
設
定
し
ま
し
た
。

 

整
備
区
域

　生
活
環
境
道
路
の
整
備
や
、
未
利
用
地
の

活
用
を
促
進
し
ま
す
。

 

整
備
重
点
区
域

　宅
地
開
発
を
行
い
、
新
た
な
市
街
地
を
整

備
し
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定
住
・
経
済
効
果
に
期
待

　今
後
は
、
平
成
32
年
度
以
降
の
宅
地
造
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
整
備
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
権
者
や
大
塚
地
区
、

地
元
の
自
治
会
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

　メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
４
０
０
～
５
０
０
人
の
定
住
人
口
及

び
、
住
宅
供
給
開
始
か
ら
10
年
で
約
50
億
円

の
経
済
効
果
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

整備重点区域：約１０ha

メディカルタウンに期待する効果（目標値）

特集：「メディカルタウン」形成に向けて

★定住人口　４００人～５００人
★経済効果　宅地供給開始から１０年で約５０億円

　　　　　　・商業施設、住宅などの建設費用
　　　　　　・従業員の雇用による所得増加
　　　　　　・定住人口創出に伴う消費支出増加　など

※基本設計の過程において変更される場合もあります。
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５月の町税等 川西町の人口

15,703 人　（－ 24）
男　　　7,677 人（－ 8）
女　　　8,026 人（－ 16）
世帯数　5,138 世帯 ( ＋ 5)

※４月末日現在の住民基本台帳人口

●固定資産税・都市計画税（１期）
●上下水道使用（４月概算分）
口座振替日　５月２９日㊊
納付期限　　５月３１日㊌

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

「わが家のおぼご」を掲載しませんか？（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。（町内在住で３歳までのお子さん限定）
▶６月号募集期間：５月１５日㈪～ 5 月３１日㈬
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

◆町公式フェイスブックをチェック！◆
町の出来事やイベント情報など、新鮮な情報が写真とともにあなた
のお手元に届きます。まずは「いいね」を押して情報をチェック！

【おめでとう そして ありがとう】
は、４月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
　氏名は、申込書のとおり掲載し
ていますので、戸籍や住民基本台
帳の表記と異なる場合があります。

…４月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

坂田恵美子 ５９ 尾長島

大友　チヨ ８９ 尾長島

藤倉　昭英 ７９ 黒　川

小形伊勢松 ９６ 洲　島

金子　昭作 ８５ 西大塚

井上まさゑ ９４ 下小松

高橋源太郎 ８４ 高　山

新郎　　　　　　　新婦 大字

勝見　　渡 ♥ 遠藤　香菜 東大塚
中川　秀人 ♥ 佐藤　桃菜 玉　庭
生井　智憲 ♥ 中村やよい 西大塚
山口　雄大 ♥ 小松　沙織 西大塚

氏名 性別 保護者 大字

髙橋　二
に こ

瑚 女 俊之 ・ 美香 上小松

舩山　陽
ひ よ り

依 女 陽平 ・ 若菜 下小松

大木　愛
あ い か

華 女 拓也 ・ 麗菜 上小松

多田　雅
ま さ き

希 男 良 ・奈緒美中小松

嵐田　絆
き し ん

心 男 卓偉 ・ 綾美 堀　金

齋藤　光
ひ な

菜 女 雄樹 ・ 綾子 堀　金

大坂屋椿
つ ば き

己 男 健彦 ・ 祥子 朴　沢

須貝　光
こうすけ

裕 男 裕樹 ・ 朋恵 朴　沢

佐藤向
ひ ま り

日葵 女 優次 ・ 友美 時　田

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ９名

ご結婚おめでとう　４組

ご冥福を祈ります

毎
月
掲
載
募
集
中
！

大
河
原
　美み

わ和
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
　
　
　
　
　

は
け
ご
さ
げ
て
、
あ
た
し
も
農
作
業
す
け
っ
こ
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（大
河
原
飛
鳥
：
高
山
）

阿
部
　天は

る
と翔

く
ん （
３
カ
月
）

わ
が
家
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
。
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
！
　
　（阿
部
　裕
太
　優
香
：
中
小
松
）
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特集：「メディカルタウン」形成に向けて
～公立置賜総合病院周辺整備計画を策定～

計
画
策
定
に
向
け
た
動
き

　公
立
置
賜
総
合
病
院
は
、
平
成
12
年
11
月

１
日
に
開
院
、
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
行

い
、
同
年
11
月
６
日
か
ら
外
来
診
療
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　町
内
に
大
規
模
な
病
院
が
整
備
さ
れ
た
も

の
の
、
周
囲
の
宅
地
化
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
状
況
が
あ
り
、
町
で
は
町
国
土
利
用
計
画

の
見
直
し
や
都
市
計
画
区
域
の
変
更
、
病
院

外
来
者
・
職
員
や
近
隣
住
民
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

病
院
周
辺
の
土
地
利
用
に
関
す
る
可
能
性
を

探
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
に

は
公
立
置
賜
総
合
病
院
か
ら
町
に
対
し
「
病

院
周
辺
の
環
境
整
備
と
大
型
小
売
店
誘
致
」

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
町
で
は
重
要
度
を

さ
ら
に
上
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
に
、
人
口
流
出
抑
制
、
流
入

促
進
・
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
標
と
し

た
「
川
西
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
、
病
院
周
辺
土
地
利
活
用

を
目
標
達
成
の
た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
当
該
地
域
の

現
状
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
川

西
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち
基
本
構
想
・
基
本
計

画
」
に
お
い
て
、
当
該
地
域
を
計
画
の
対
象

地
域
に
位
置
付
け
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け

る
た
め
の
基
盤
構
築
と
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
国
道
２
８
７
号
、
新
潟
山
形
南
部

連
絡
道
路
）
の
整
備
に
よ
る
相
乗
効
果
を

　平成 28年４月から「かわにし未来ビジョン（第５次川西町総合計画）」がスタートし、さまざまな事業を
展開しています。また、それに先立って、平成２７年１２月には、地域の実情に沿った今後５年間の施策の方
向性を提示する「川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、町の活性化に取り組んでいます。
　その総合戦略でリーディングプロジェクト（先導的な役割を果たす計画）に位置付けている「公立置賜総合
病院周辺土地利活用」。その具現化を図るため「公立置賜総合病院周辺整備基本計画・実施計画」を策定しました。
　今後、公立置賜総合病院周辺をどのように発展させていくのか、関係者たちはどのように感じているのかを
特集します。

▼公立置賜総合病院

町報かわにし　30平成２９年５月１５日

アスパラガスの
　　マヨ白和え
✿ 材料＜４人分＞
○アスパラガス　　　　　　○絹ごし豆腐
○ハム　　　　　　　　　　○ゆで塩
○マヨネーズ　　　　　　　○砂糖
○しょうゆ　　　　　　　

✿ 作り方
①　アスパラガスは３cmに切り、ゆで塩を入れてゆでる。
②　ハムは半分に切り、５mmの細切りにする。
③　絹ごし豆腐は電子レンジ５００ｗで２０秒加熱し、　
　水を切り冷ます。
④　冷ました豆腐を粗くつぶし、マヨネーズ、砂糖、しょ
　うゆを加え、混ぜる。
⑤　④に冷ましたアスパラガス、ハムを加え和える。

みんなで
食 育

１０本
４枚

大さじ２
小さじ２

　四季の変化に富んだ日本は、その季節ごとに
食べ頃を迎える“旬”の物が多くあります。旨
味が多く、栄養価も高いその地の“旬”のもの
を取り入れた日本の食生活は健康長寿食として
今、注目されています。
「かわにし森のマルシェ」や「こまつ市」、各直
売所では、地元で採れた野菜が販売され川西町
の“旬の野菜”を手に入れることができます。
“旬”を上手く取り入れ、おいしく栄養たっぷ
りの食卓にしましょう。

マ
ル
シ
ェ
出
荷
者
募
集
中
！

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
み
な

さ
ん
の
出
荷
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　お
米
や
野
菜
、
花
な
ど
の
農
作
物
は
も

ち
ろ
ん
、
加
工
品
な
ど
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
簡
単
に
出
荷
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
４
月
か
ら
、
第
４
水
曜
日
は
お
休

　み
に
な
り
ま
し
た
。

○
５
月
の
定
休
日
：
５
月
24
日
㈬

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
０
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

おいしい季節を

味わおう！

オ
ー
プ
ン
を
機
に
加
工
に
挑
戦

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
加

工
品
販
売
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　町
内
外
の
お
客
様
に
、
マ
ル
シ
ェ
に
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
出
荷
し
て
い
ま

す
。
生
鮮
、
加
工
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

取
り
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
！

鈴木農園
鈴木　正さん
（高豆　）

　今
月
紹
介
す
る
出
荷
者
は「
鈴
木
農
園
」

さ
ん
で
す
。

　鈴
木
農
園
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
豆
菓
子
や
豆
の
大
福
な
ど
の
加
工
品
の

他
、
高
豆
　地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
瓜

の
粕
漬
け
で
あ
る
「
高
豆
　瓜
」
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
写
真
で
も
あ
る
豆
菓
子
は
、
主

に
秘
伝
豆
を
加
工
し
て
作
っ
て
い
る
も
の

で
、
程
よ
い
甘
み
の
あ
る
「
甘
味
」
や
、

あ
ら
れ
入
り
の
も
の
、
落
花
生
入
り
の
も

の
な
ど
豊
富
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　豆
菓
子
と
い
う
こ
と
で
サ
イ
ズ
も
小
さ

く
、
一
口
食
べ
た
ら
止
ま
ら
な
い
、
つ
い

つ
い
１
袋
食
べ
て
し
ま
う
一
品
で
す
。

町報かわにし　

一
度
食
べ
た
ら
止
ま
ら
な
い

お
茶
請
け
に
ぜ
ひ
！

２００ｇ
少々

大さじ１

りの食卓にしましょう。りの食卓にしましょう。
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伴
っ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

置
賜
総
合
病
院
へ
の
出
入
り

外
来
患
者
数
（
平
成
28
年
度
）

●
22
万
８
０
６
３
人
（
１
日
約
９
０
０
人
）

※
う
ち
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
患
者
数

　２
万
９
７
３
人

職
員
数
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

●
医
師
：
87
人

●
看
護
師
：
３
８
２
人

●
医
療
技
師
：
85
人

●
事
務
・
技
術
職
：
34
人

●
合
計
：
５
９
５
人

ま
め
知
識
！

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

　病
院
周
辺
の
利
活
用
に
向
け
、
平
成
28
年

度
に
庁
内
で
の
検
討
体
制
を
整
備
し
、
計
画

策
定
会
議
及
び
、
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係

機
関
の
代
表
者
や
町
民
で
組
織
す
る
計
画
策

定
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　併
せ
て
、
大
塚
地
区
の
方
々
や
地
権
者
及

び
公
立
置
賜
総
合
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、基
本
計
画・

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　大塚地区に公立置賜総合病院が開業してから１６年
が経過しました。その間「他の病院周辺のように、大
塚地区も整備、発展していくのか」と期待し、ついに
その基本計画・実施計画が策定されました。
　計画策定にあたっては、多くの町民や関係者、女性
の方も活発に意見を出し合い、委員みんなで協議を重
ねてきました。
　今回策定された基本計画・実施計画に基づき、公立
置賜総合病院周辺の整備が早期着工、早期完成に向
かっていくことを望みます。

早期着工・完成に期待
公立置賜総合病院周辺整備基本計画・
実施計画策定検討委員会　委員長

大沼　藤
とういち
一さん（西大塚）

てこの病院で働いています。仕事終わりにごはんを食
べに行きたい時や、ちょっと勉強して帰りたい時、そ
の場が近くになくて、どうしてもほかの市や町に行っ
ています。
　入院している患者さんのご家族の方や、遠方からお
見舞いに来られた方のためにも、ビジネスホテルは必
要かなと思います。病院で働くわたしたちとしては、
若者向けのアパートや、買い物ができるスーパーなど
があれば、職場の近くに住みたいなと思います。

生活環境の充実を
公立置賜総合病院勤務

中川　奈
な な
々さん（南陽市）

吉田　栞
しおり
さん（高畠町）

病院周辺整備への思いを聞く！
　　　　　～ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ～

▲中川さん（左）と吉田さん（右）　わたしたちは、同期とし

▲病院周辺の航空写真

特集：「メディカルタウン」形成に向けて
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平成２９年５月１５日

　ア
ッ
と
い
う
間
に
Ｇ
Ｗ
も
終
わ
り
、
慌
た
だ
し

い
毎
日
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
Ｇ
Ｗ

を
満
喫
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　さ
て
、
５
月
も
半
ば
を
迎
え
、「
米
ど
こ
ろ
」

川
西
町
で
は
田
植
え
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
秋
の
収
穫
に
向
け

た
一
番
大
切
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
思
え
ば
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
川
西
の
お
い
し
い
お
米
を
食
べ

て
い
る
わ
た
し
は
、
旅
行
先
や
出
張
先
で
お
米
を

食
べ
る
と
、
必
ず
川
西
の
お
米
が
食
べ
た
く
な
り

ま
す
。「
い
つ
も
食
べ
る
お
米
が
お
い
し
い
。」
こ

の
町
の
素
敵
な
魅
力
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　大

　
　編

　後
　集

　記　今月の表紙は成人式。今年成人を迎えたのは、川
西中学校の第 1期卒業生のみなさん。今年の新成
人から、川西中の新たな伝統が作られています。
※写真は川西中学校開校式（H22.4.9 撮影）

　わたしは、去年初めてひろすけ童話感想文に応募しました。きっかけは、読み聞かせにいらした「漆原先生」が、
浜田広介さんが書いた童話の感想文を書くことを勧めてくださったからです。
　浜田広介さんの童話といわれて、わたしは「りゅうの目のなみだ」が読みたいと思いました。小さいころ読ん
だときは「かわいそう」という感想しかありませんでした。3年生になって読んでみると、村人と自分の気持ち
を比べて読むことができました。そんな思いを作文に込め、精一杯書きました。そして「山形県教育委員会教育
長賞」をもらうことができました。このような賞をいただき、とてもうれしかったです。
　これからもたくさん本を読み、たくさんの事を知っていきたいと思います。

大塚小学校４年生　保科　瑞
みずき
希　さん（西大塚）

未来に向かって　～第１４回～

第２７回ひろすけ童話感想文　山形県教育委員会教育長賞受賞

これからもたくさん本を読み、
　たくさんの事を知っていきたい！

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

未来に向かって、大きくジャンプ！
～平成29年度川西町成人式～

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

平成29年平成29年
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